















































犬とハサミは使いよう7
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春はる海み和かず人ひとは読書バカである。

　その二度目の生しよう涯がいも、本を読み続けることに費ついやされる。

　どんな厄やつ介かい事ごとの中でも、どんな理り不ふ尽じんの中でも、本を求めるその生き様は変わらない。

　本とは、言うなれば未知への扉である。

　その紙し幅ふくの中には、異世界が、宇宙が、未来が、過去が、現実が、夢が。

　あらゆる世界が、広がっている。




『そういやさ、お前はどうして覆ふく面めん作さつ家かなんかやってるんだ？』

「はぁ？　何よいきなり」

『や、ただちょっと興味があってさ。何か深い理由でもあんの？』

「別に、アナタが期待するような理由なんてないわよ。ただデビューが決まった時に、担当編集者についた鈴すず菜なから言われただけ。『秋あき山やま先生は、正体を隠して行きましょう。その方が下へ手たに騒さわがれることもありませんし、先生の為ためになると思いますよぉ！』なんて風にね」




　世界は決して一つではない。

　本の数だけ、読者の数だけ存在し、広がり続ける。

　読者が本を読むのを止やめない限り。

　その世界は決して果てることはない。




『そういや、前にもそんなような事を言っていたなぁ。でも、それだけなのか？』

「何よ、しつこいわね」

『だってさ。鈴菜から言われたってだけで、ずっと正体を隠し続けてるなんて意外っていうか。お前らしくないっていうか』

「まあ、当時は私も純じゆん真しん無む垢くな少女だったし。変に騒がれたりするよりかは、目の前の原稿に集中したかったのよね。だから、鈴菜の提案は渡りに船だったってわけよ」

『ふうん、執筆に集中する為か』

「ええ。何しろ、純真無垢で純じゆん情じよう可か憐れんで眉び目もく秀しゆう麗れい風ふう光こう明めい媚びな美少女だったからね」

『何度も言わなくていいよ！　しかも何でちょっとずつ盛って来るの!?』




　本は、読者を待つ。

　世界は、読者を待ち続ける。

　読者の手によって、ページが開かれるのを。

　未知なる世界への扉を開く者が現れるのを。

　だから、あとは気が付くだけ。

　未いまだ知らぬ、世界の広がりを。

　自分の手の中で、可能性を抱いだきながら待っている、世界の存在を。




『じゃあ今度のサイン会は、いよいよ正体を明かした秋山忍しのぶのお披ひ露ろ目め会かいにもなるってことだな』

「そんな大おお袈げ裟さなことでもないと思うけど。まあそうね。アナタや映は見み以外の読者の前に姿を晒さらすのは、初めてになるわね」

『……そうか、俺達以外の前に、かぁ』

「あらあらあらぁ？」

『な、何だよ!?』

「アナタ、ひょっとして『秋山忍が、俺だけのものじゃなくなっちゃう！』なんて考えているんじゃないでしょうね。男の嫉しつ妬とは見苦しいわよ」

『バッ、そんな事考えてねえよ！　な、なな何訳分からないこと言ってんの!?』

「どうかしら？　考えてないのなら、さっきの妙に寂さびしそうな呟つぶやきは何なのよ？　説明しなさい。出来る限り簡かん潔けつに。分かりやすく。今すぐ」

『ぐっ、そ、それは……』

「そ　れ　は　？」

『そ、それは、お前の寂しい胸が皆に笑われないか、気になっただけダバァ!?』

「そうねぇ。じゃあ後ろの壁かべに犬の標ひよう本ほんを張り付けておくなんてどうかしら。そうすれば、皆そっちに気を取られて、私の胸のことなんて誰も気にしなくなるわよね？」

『やめてごめん俺が悪かった！　謝る！　謝るからそんな般はん若にやみたいな顔しないで！　ほら、そんな怖い顔止めてサイン会に向けて笑顔の練習しようぜ！　スマイル！　スマイル直球勝負!!』

「あら大丈夫よ。別に犬の内ない臓ぞうを引きずり出すぐらい、自然な笑顔で出来るもの。さあ仰あお向むけになりなさい、下手に動くと余計に痛いわよ」

『スマイルウウウウゥゥゥゥ！！！！』




　新たな本は次々と現れて、新たな出会いを繰くり返かえす。

　いつまでも、変わらずに。

　どこまでも、自由に。

　本は、側にあり続ける。

　世界は、読者の側で広がり続ける。

　そう、大切な物はいつだってすぐ側に。

　これは、そんな物語。
















　　　四月　二九日






　起床。

　即読書開始。

　意識が覚かく醒せいするなり、目の前の本の塔とうへと前足を伸ばす。一いち分ぶの隙すきもない完かん璧ぺきな動き。全世界アニマル選手権・寝起き読書部門の入賞はまず間違いなしだ。

『本だぁ！　俺は本を読むぞぉ！』

　気合いの雄お叫たけびを一つ上げ、表紙を開く。

　文字の洪水に飛び込み、本の世界へと没ぼつ入にゆうしていく。

　朝起きて本を読む。

　本ほん田だ書店に本を買いに行って、本を読む。

　夕食を食べ、眠りに落ちるまで本を読み続ける。

　それが、ここ数日の俺の行動パターン。一日二四時間の全すべてが、本によって支配されている。素す晴ばらしい。パーフェクト。ああ、何て美しいんだこの世界は！

　最近の俺の読書ライフはとても充実している。朝から晩まで本のことだけを考えていられるおかげで、肌のツヤや身体からだのキレ、お腹なかの調子も良く、肉体的にも精神的にも健康。理り不ふ尽じんな悪夢に悩まされるという事もない。

　そんなワンダフルデイズを送れている理由ははっきりしている。いつもいつも俺の読書の邪じや魔まをして来る我が飼い主、夏なつ野の霧きり姫ひめが、執筆活動に集中しているからだ。

　ここ数日、夏野はずっと机へと向かっている。朝早くから夜遅くまで、ほぼ一日中。席を立つのは、食事や入浴、就しゆう寝しん時じといった最低限のみ。それ以外の時間は、ひたすら原稿用紙に向けて万まん年ねん筆ひつを振るっている。

　もともと、一度原稿を書き始めたら、すぐ隣となりで強ごう盗とう殺人事件が起きても気付かない程の集中を見せていた夏野だ。そんじょそこらの集中っぷりでは驚おどろかないが、最近のそれは、今まで見てきた中でもトップクラス。鬼き気き迫せまるという表現がピッタリの迫力で。まさに、執筆バカここに極まれり、という感じで書き続けている。

　カリカリカリカリカリと。

　夏野の万年筆が、原稿用紙を削けずる音。

　ペラペラペラペラペラと。

　俺の前足が、本のページを捲めくる音。

　リビングの中でハーモニーを奏かなでる、二つの音。

　それが、俺達を包んでいた。




　だから今日も、安心して読書に勤いそしんでいたのに。

「お早うございます。和かず人ひとさん」

『おわぁ!?』

　突然予期せぬ方向から声を掛けられて、思わず悲鳴を上げてしまう。

　いきなり頭上に現れたのは、見覚えのある無表情。湖こ面めんのように澄んだ瞳ひとみに、直線に切きり揃そろえられた前まえ髪がみ。和わ装そうの少女。

　姫ひめ萩はぎ紅葉もみじが、こちらを覗のぞき込こんでいた。

『も、紅葉!?　何で!?』

　慌あわてて周りを見回すが、そこは見慣れた夏野家のリビング。黒地の毛布を敷しき詰つめた、いつもの寝床の中にいる。良かった。いつぞやのように、知らぬ間に姫萩家へと拉ら致ちられた訳ではない。その証しよう拠こに、夏野が執筆するカリカリという音も聞こえて来る。

「来ちゃいました」

『……はぁ？』

　小首を傾かしげ、囁ささやくように告げられる紅葉の言葉。そこだけを取り上げれば、何だか可か愛わいらしいような、いじらしいような一言に聞こえるけれど。しかし、その言葉を発したのは、基本無表情で無感情な口調でお馴な染じみの紅葉であり。また、その他諸もろ々もろの理由によって、可愛らしさもいじらしさも台無しになってしまっている。

『ちょっと春はる海み君！　せっかく紅葉が多忙なスケジュールの合間を縫ぬって来てくれたというのに、その白けた顔は何事ですか!!　ぶちのめしますよ!!』

　台無しの理由、其その一。お馴染みシスコンガラス。

「全く、今回は侵入するのに苦労したよ。まさか玄げん関かん扉とびらの材質に『どんなドリルでも貫つらぬけない金属』を新たに使用しているとは思わなかったね。でも、あれが斬きれるということは、私もまだまだ成長しているということかね」

　台無しの理由、其の二。お馴染みソルジャーメイド。

　うん、こいつらのせいだ。

『いやお前ら、何でここにいるの？』

　姫萩紅葉・姫萩九く郎ろう・森もり部べ佐さ茅ちの、二人と一羽。三月の終わりに起きた監かん獄ごく島とうでのすったもんだの末、夏野と俺が住むマンション『イマキュレット新しん稲いな葉ば』へと引っ越して来た姫萩家ご一行が、夏野家のリビングに集合していた。

「和人さん、今日は用事があって参りました」

『用事？　何だよ、また何か教えて欲しいことでも出来たのか？』

　先日一緒に出かけて以来、何かある度たびに『これは何ですか？』『あれは何ですか？』と質問をぶつけて来る紅葉。まあ、外の世界を知る為に監獄島から出て来たのだ。その切っ掛けを作った俺としても、質問に答えること自体は吝やぶさかではないのだけれど。

『今、お前に一番教えたい言葉は不法侵入だな』

「不法侵入？　それは、何ですか？」

『今！　お前達がまさに！　やらかしていることだよ!!』

　何でそんな当たり前のように侵入して来ているの。絶対に夏野の許可を取っていないよね!?　つーか、メイドが聞き逃せないことを呟つぶやいていた気がするんだけど、その玄関扉って、まさかうちの扉のことじゃないよね？　斬ったの？　斬ったんだな！

『ちょっと春海君、何ですかその口の利きき方かたは！　紅葉に汚い言葉を教えないで下さいよ、このゲロ犬風ふ情ぜいが!!』

『どの口が言うの!?　そっちの方が億倍汚いよね!?』

　シスコンガラスこと姫萩九郎の、名めい誉よ毀き損そんレベルの暴言はどこに訴うつたえ出でればいいのだろうか。保健所かな？

『……はぁ、もういいよ。それで何なんだよ、用事って』

　何だか分からないが、さっさと済ませよう。読書の時間が惜おしい。

「いえ、今日は和人さんではなく、夏野霧姫さんに用事がありまして」

『夏野に？』

「はい」

　これは意外なことを言う。てっきり、また俺を理不尽な目に遭あわせる為に来たとばかり思っていた。

『夏野なら、向こうで原稿を書いてるぞ。でも今は執筆に集中しているから、話は無理なんじゃないかなぁ』

「そうなのですか？」

　視線の先、夏野は相変わらず原稿用紙に向けて、一心不乱に万年筆を振るっている。ライターズハイまっしぐら。俺達の声なんか、全く聞こえていない。そもそもこうして紅葉達が来ていることにすら気が付いていない様子だ。

『下へ手たに刺し激げきしたら、何をされるか分からないし。また今度にした方がいいんじゃないか？』

　夏野の執筆を邪魔するなんて、寝ているライオンの上でタップダンスを踊おどるような暴ぼう挙きよだ。そんな恐ろしいことはとても出来ない。

『おかしいですね。一応、アポイントメントは取っておいたのですが』

『アポイントメント？』

『ええ。こうして今日伺うかがうことは、秋あき山やま先生には先にお伝えしておいたんです』

『そうなの？』

　それは変だな。

　紅葉達が来ることを事前に知っていたというのなら、夏野も何かしらの準備をしておく筈はず。少なくとも、完全に無視するようなことはしない。まさか、約束を忘れるぐらい、執筆に集中しているということなのか。

『ちなみに、そのアポっていつ取ったの？』

『以前、エレベーターの前で佐茅さんが秋山先生とすれ違った時ですね。その時、確かに刃やいばと刃を交わし、今日のアポイントメントを取り付けたそうです』

『それはアポイントメントとは言いませんよね？』

　何でそれで伝わってると思っちゃったの。刃を交わして伝わるのって、殺意とか敵意みたいなものだけだよね？　つーかマンションの中で刃を交わすのってどうなの。ここは桶おけ狭はざ間までも長なが篠しのでも関せきヶ原はらでもない、平和な居住スペースなんですけど。

「成なる程ほど、アポイントメントとは、刃を交えて行うものだったのですね」

『違うよ!?』

「アポイントメントとは、口こう頭とうもしくは文書にて、お互いのスケジュールを確認し合い、会合の予定を決めるものだと思っていたのですが、まさか刃でとは」

『それで合ってます!!　正解!!』

　紅葉の厄やつ介かいな点がこれだ。紅葉による質問攻め。その質問は、普通に生活している者なら常識として知っていることが主な対象となる。一言で言えば、紅葉は極きよく端たんに世間を知らないのだ。その為、質問される側としては気を抜くことが出来ない。放ほうっておくと、とんでもない質問と、とんでもない回答の結果、普通の言葉がどんどん過か激げきな意味で覚えられてしまうのである。

「あいにく私は刃物の持ち合わせがないのですが、射しや撃げき武ぶ器きでもアポイントメントは取れるのでしょうか。遠くから予定が決められるのなら、大変便利だと思いますが。でも、吹き飛ばしてしまったら意思確認が出来ませんね」

『違うって言っているでしょ!?　変なことばかり覚えないで!?』

『だから春海君、紅葉にその口の利き方は何ですか!!』

『うるっせええええええ！！！』

　このままでは一いつ向こうに話が進まない。本を読めない。

　夏野が邪魔して来ないと思ったら、今度はこいつらが立ちはだかるのかよ。神よ、そんなに俺に本を読ませたくないのか。

　カリカリカリカリカリ。

　そんな中でも、夏野は執筆を続けている。こちらに気が付く様子はない。

『紅葉、九郎さん。悪いけど、やっぱり今日のところは一回帰ってもらえないか。用事があって来たことは、あとでちゃんと夏野に伝えておくから、また後日改め……ってそこのメイド何やってんの!?』

　振り返れば、目の前に大変な光景が広がっていた。

　少し目を離した隙に、執筆中の夏野へと近寄っているソルジャーメイド、森部佐茅。

　佐茅は『穢殺刃ケガレザツパー』という名の物ぶつ騒そうな箒ほうきを両手に構え、夏野に向けて大上段に振りかぶっていた。箒の先端には人間なんて真っ二つに出来そうな、鋭えい利りな刃が生えている。

「ふんっ!!」

　俺の驚きなど気付くことなく、佐茅が動く。

　夏野に向けて振り下ろされる刃。命を奪うばう、その威力。圧倒的な暴力。死の匂におい。

　脳のう裏りをよぎる、いつかの記憶。それは喫きつ茶さ店てんの光景。突然の事態に、戸と惑まどう自分の姿。変わることのない、作家。

　原稿を書き続ける夏野。

　迫る致ち死しの危機。

　その二つが自分の中で結ばれた時。考えるよりも先に、身体が動いていた。

『──やめろ!!』

　動いた身体に、意志が追いつく。

　リビングの端に置かれた夏野の机へと、一心に駆ける。

　佐茅が何を考えているかは分からない。しかしこのまま放っておくことなんて出来る訳がない。言葉が通じないのなら、行動で止めるしかない。

　あの時届いた自分の身体。

　ならば今回も、届く。

『間に、合えッ!!』

　なおも動こうとしない夏野に向かって飛ぶ。振り下ろされる刃はどうにも出来なくても。体当たりして少しでも夏野の位置をずらせば、最悪の事態は回避出来る。

　だから、全力で夏野を目指して飛んで。

　しかし、目の前で佐茅の刃が静止した。

「へえ、この距きよ離りで殺気を当てても気が付かないだなんて、本当に集中しているんだね。さすがは、お嬢じよう様さまと並び立つ作家ってことかね」

『え？』

　呟かれた暢のん気きな言葉。それは、もともと夏野に危害を与えるつもりなど全くなかったかのような、安あん穏のんとした呟きで。振り下ろされた刃は、夏野へと向かうことなく、夏野の横で止まる。その位置は、丁ちよう度ど、俺が突っ込む予定の場所で。

　飛びこんだ俺の軌き道どうが、刃と一点で交こう錯さくする。

　要するに。

『ぶべらっ!?』

　俺は刃の横っ面に激突することになった。


　　　　　　　　



『…………ん？』

　目を開ける。ぼやけた視界の中にあるのは、先程までとほぼ同じリビングの光景。違うのは、夏野が執筆を中断しているのと、佐茅がメイドらしく給きゆう仕じをしていること。

　そして、俺が天てん井じようから逆さかさ吊づりにされていることぐらいか。

『うわぁ、久しぶりの感覚だぁ』

　意識を失っているうちにロープで吊るされる。何と言うか、懐なつかしい仕打ちだった。

　最近平穏な日々が続いていたから、こんな逆さまの視界もご無ぶ沙さ汰ただ。改めて思うけれど、体に良くない体勢だよね、逆さ吊りって。

「あら、起きたのね、逆犬」

『お早うございます、夏野さん。早速で悪いんですが、説明して下さいますか』

「説明？　何の説明が必要だというのかしら？」

『どうして俺が吊るされているのか理由を説明しろって言ってるんだよ!!』

　夏野は、佐茅の淹いれたらしい紅茶のカップを手にしたまま、俺を見つめて来る。そんな昼下がりのティータイムみたいな雰ふん囲い気きを出しておりますが、やっていることは犬の逆さ吊りなんですよね。悪の貴族かよ。

「つまり、逆さ吊りだけでは不満ということかしら？　とは言っても他の吊るし方っていうと、尻尾しつぽだけにロープを巻き付けてとか……うん、これは中々新しいかも。試してみる？」

『話聞いてた!?　吊るすことから離れて!!』

　つーか俺、今回何も悪いことはしていませんよね？　変なことを言わずに、大人しく本を読んでいたし。執筆に集中している夏野の代わりに、来客の応対だってちゃんとやって見せた。だからむしろ褒ほめられて然しかるべき。ご褒ほう美びに、本田書店で好きなだけ本を買ってくれてもバチは当たらないと思うんだけれど。

「……そう。執筆していたら急に上から降って来た挙あげ句く、書き途中の原稿用紙を台無しにした邪魔犬には相応ふさわしい仕打ちかと思っていたんだけど、そんなんじゃ足りなかったみたいね」

『え？』

　急に上から降ってきた？

　原稿用紙を台無し？

『……え？』

　首を巡めぐらせて、机の上を見る。

　そこに置かれていた原稿用紙、先程まで夏野が執筆に勤しんでいたそれは、何やら目茶苦茶に折れ曲がっている。まるで、何かが思いきり突っ込んで来たような、そんな有様で。

「ま、まあ、勘かん違ちがいとはいえ、一応は私のことを心配してくれていたようだし？　丁度休きゆう憩けいしようと思っていたところだったし？　だから、特別に逆さ吊りくらいで勘かん弁べんしてあげたんだけど」

『ま、まさか、その折れ曲がった原稿用紙って……』

　俺がメイドの箒にぶつかって落下した勢いで台無しにしちゃったってこと？

「だけど、本人が納なつ得とくいかないと言うのなら仕方ないわね。普段からあれだけ本を大切にしているんだから、原稿用紙を駄だ目めにするなんてことは、プライドが許さないわよね。大丈夫、重い罰ばつの用意もしてあるわよ……縦と横。どっちが良い？」

『何その選択肢!?』

　その流れで言われても、すっごく残ざん虐ぎやくな刑罰だとしか思えないんですけど!?　まさかそれは、俺の身体を縦に斬るか、横に斬るかっていう問題じゃないですよね!?

「ほら、選びなさい。特別にみじん斬りも選べるわよ？」

『選べるかぁ！　いや本当にごめんなさい！　原稿用紙のことは本気ですいません！　このままで！　吊るされたままでオッケーです！　だからそのハサミをしまって！』

　銀色のハサミをくるくると指で回しながら、紅茶を飲む夏野。その表情は不ふ機き嫌げんながらも、口調はどこか楽しそうで。悪い王様のようだ。

「あら、なかなかイケるわね」

「当たり前だよ。私が、お嬢様の為に、全力で淹れた紅茶だからね」

　夏野の飲み干したティーカップに紅茶を注つぐメイド。いや、目の前で吊るされている可か哀わい想そうな犬に関してのコメントはないのか。優雅に紅茶なんか注いでいるんじゃねぇよ。俺がこうなったのはお前のせいだろ。

「しかし見事な吊るし方だねぇ。拷ごう問もんとはかくあるべきだよ。さすがお嬢様と並び立つ作家だね。ロープの使い方も見事だ」

『褒めるところおかしいよね!?』

　そんな並び立ち方で本当に良いのかよ。

「で、どうしてここにいるのかしら、姫萩紅葉」

　ティーカップをちゃぶ台に置き、夏野は紅葉に向き直る。

「ここは私の家。夏野の家よ。アナタの家は隣でしょ。姫萩は、自分の家に引っ込んでなさいよ。ここは、夏野の家よ」

　いきなり敵意むき出しといった様子で紅葉に食ってかかる夏野。いや何で名字を二回も言ったの？

「そもそも、鍵かぎを特注の物に替えたから簡単には入れない筈なんだけど。まさかアナタが開けたんじゃあないでしょうね、この扉犬」

『滅めつ相そうもないですよ夏野さん』

「ああ、多少手こずったけどね。大丈夫、斬ったよ」

『やっぱり斬ったの!?』

　メイドがあっさり白状した。それ、そんな軽々しく言っていいことじゃないよね。犯罪だよ？　念の為。

「はあ、他人の家に何をしくさってるのよこの駄だメイドは。ちょっと姫萩紅葉、他人の家の鍵を壊こわすなんて、アナタのところのメイド、教育がなってないわよ。主人としてどう責任を取るつもり？」

「何を言うんだい。そっちだって、うちの鍵を壊したんだからおあいこじゃないか。それに、インターフォンを押しても反応がなかったんだから、仕方がないだろ」

「はぁ？」

　紅葉に向けて鋭するどい視線を向ける夏野に、佐茅が横よこ槍やりを入れる。

「今日ここに来ることは、事前に伝えておいた筈だよ。それなのに鍵をかけて、インターフォンを押しても反応がない。これじゃあ押し入るしかないじゃないか。何か間違っているかい？」

『どこから間違いを指し摘てきすればいいんだ』

　それはどこの世界の、どこの層向けの常識なんだ。

「今日来るって、何よそれ、そんな話は聞いていないわよ」

「忘れたのかい？　三日ほど前、エレベーターの前ですれ違った時に、刃と刃で語り合ったじゃないか。出会いがしらの私の袈け裟さ斬ぎりを、そっちが躱かわしてカウンターを入れて来て、そこから何合か打ち合った時のことさ」

『いやだから、それはお前の頭の中の脳内アポイントメントでしかないと言って』

「ああ、そういえばそんな事もあったわね、原稿に夢中ですっかり忘れていたわ。あれは今日だったのね」

『通じちゃってたの!?』

　刃と刃で!?　そんな斬ざん新しんな方法で!?

　何だよそのエクストリームアポイントメント。いい加か減げん、人類が未いまだ到達していないレベルでの約束事を交わすのは止めてくれませんか。どこの星のどこの戦せん闘とう民族なら、そのアポの取り方が成立するんだよ。

　しかし、完全に話は通じているようで、夏野の顔に疑問の色はない。

「確か、姫萩紅葉が私に用事があるとか、だったかしら？」

「はい、そうです」

　と、車くるま椅い子すを動かし、紅葉が前に出る。

　夏野は一度、チラリと俺を見上げた後。強い視線を、紅葉に向ける。

「いいわ、聞こうじゃないの。一体どんな用事なのかしら」

　紅葉は、夏野からの視線を、気にしていないように。いつもの無表情のままで。

「はい。今度行われるサイン会についてお話がありまして」

　そう、静かに答えたのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ライターズハイ】……　作家が執筆活動に集中し続けることで突入する、ある種の解げ脱だつ状態のこと。この状態に至った作家は、外部からの刺激を受け付けず、ただ物語を紡ぐだけのマシーンと化す。締め切り前の修しゆ羅ら場ば状態は、また別。

【エクストリームアポイントメント】……　一分一秒を惜しむほどに多忙なビジネスマンの為に考案された、瞬間約束締てい結けつ術じゆつ。互いの刃を重ね合わせるその角度、タイミング、速度によって、足を止めずに約束を取り付けることが可能なのである。日本の一流サラリーマンは皆当たり前のようにやっている。






　サイン会。

　胸むね躍おどる、その単語。

　それは、近々行われる予定の、秋山忍しのぶ、姫萩紅葉、そして秋あき月づきマキシという三人の人気作家による合同サイン会のことだ。

　最初にその話を聞いたのは、三月の終わりの秋山忍原稿盗とう難なん事件の時。夏野達を集める口実として使用されたのが、この合同サイン会開かい催さいの知らせだった。

　盗難事件からの流れで、カラスとなった九郎さんが登場したり。紅葉に会う為に、皆で監獄島へ行ったり。紅葉達が引っ越して来て何な故ぜか遊園地へと行くことになったり。何だかここ最近は色々なことがあったせいで、すっかり記憶の彼方かなたへ葬ほうむりさられてしまっていた。

　というか、まさか本当に開催されるとは思わなかった。何しろ、あの原稿盗難事件自体が、鈴すず菜なによる狂言だったから、サイン会の話についても、狂言だとばかり思っていたのだ。

　しかし、九郎さんが言うには、サイン会に関して、自分が亡くなった後のことは全て鈴菜に引ひき継ついでいたようで。書店や出版社、関係各所とも調整済み。

　残るは作家達の了りよう承しようを得るだけ、という状態だったらしい。いや、マキシはともかくとして、夏野と紅葉の了承を得るのって、結構な難なん題だいだと思うんですけど。面めん倒どうなことを後回しにしただけなんじゃないの？

　しかし、最初あれほど参加を渋しぶっていた夏野、つまり秋山忍も、結局は参加を表明。更に、姫萩紅葉も参加することとなった。

　この前の遊園地での一件以来、何故か険けん悪あくな間あいだ柄がらが続いている夏野と紅葉の二人である。細かい事情は分からないが、まあ作家同士、色々とあるのだろう。夏野さんってば、歩いているだけで他人と揉もめられるような天てん賦ぷの才能をお持ちですもんね。ナチュラルボーントラブルメイカーだもんね。

　とにかく、その因いん縁ねんに決着を付ける場として選ばれたのが、今回の合同サイン会ということなのである。

　ちなみに、サイン会の会場となる、大型の本屋、大和やまと書店。そこで配布されたサイン会用の整理券は、一瞬で無くなったらしい。それもその筈、これまでメディアの前に一切姿を見せることのなかった覆ふく面めん作さつ家か、秋山忍が初めてその素顔を見せるのだ。秋山忍の読者であるのなら、一族郎ろう党とうを質しちに入れてでも参加しようとするに決まっている。俺だってそうする。五回は並ぶ。

『……って、うわっ!?』

　突然、目の前に銀色の閃せん光こうが走る。俺を拘こう束そくしていたロープが一瞬でバラバラになり、縛しばられていた俺は重力に引かれて落ちる。いきなりのことで、体勢を整える暇ひまもない。机へと真っ逆さま。

「説明ご苦労。ご褒美として、私の膝ひざの上で話を聞く権利をあげるわ」

　机へと直ちよく撃げきするコースの途中、夏野の手が俺をキャッチ。そのまま膝の上へと引き寄せられた。

『あの、たまには普通に下ろして欲しいんですが……』

「何よ、私の膝の上が不満だって言うの？」

『吊るして落とす行為自体が不満なんだよ!!　どうしていつもいつも吊るす必要があるの!?』

「アナタ、低い位置にいるもんだから、視線が合わせにくいのよね。首も痛くなるし」

『そんな理由があったの!?』

　ここに来て衝しよう撃げきの理由が発表されましたよ。じゃあ俺は、夏野の手て間まを解消する為だけに、いつもいつも酷ひどい目に!?

「私の手間を省はぶかせてやっているのよ、感謝しなさい」

『かつてない程、上から目線のコメントだな！　ってハサミを向けないで!?　刺さりそう！　いやチクっとした!?　刺さった!?』

　まあ、俺の現状はともかく。

　秋山忍。

　姫萩紅葉。

　秋月マキシ。

　いずれ劣らぬ、超人気作家達で。

　その三人が集まるとなれば、その重要性、話題性は凄すさまじい。現在の文ぶん壇だんを代表する、三人の若手人気作家を集めて開かれる合同サイン会は、業界内外に拘かかわらず、現在最も注目されているイベントなのである。

　今の俺の苦く境きようなど、このイベントを生きて見られることを思えば、何のことはない。

　多分、ない。




「で、そのサイン会がどうしたの？」

　結局、夏野の膝の上にお座りする形で紅葉の話を聞くことになった。

　何か怖いから逃げ出して本を読もうかとも思ったけれど、逃げたら逃げたで夏野百ひやく烈れつ拳けんみたいな感じのハサミラッシュが襲おそい掛かかって来そうなので大人しくする。まあ、膝の上だろうが床の上だろうが、別に話を聞く分には変わらないしな。

「…………」

『紅葉？』

　しかし、ようやく話をする態勢になったというのに、今度は紅葉が話を始めない。

「…………」

「姫萩紅葉？」

　俺と夏野の問いかけにも、何かを喋しやべり出だす様子は無い。玄関の鍵を断だん裁さい分ぶん離りしてまで夏野宅に乗り込んで来たというのに、話を始めないとはどういうことなのか。様子を窺うかがおうにも、相変わらずの無表情で。いや、少し拗すねているようにも見える気がする。

『おい紅葉、話があるんなら』

「……佐茅さん」

「はい、お嬢様」

　俺の言葉を無視して、紅葉は傍かたわらに立つ佐茅を呼び寄せ、耳打ちをする。

『はぁ？』

　耳打ちの内容は聞こえないが、まさかそれが話というのではないだろう。いくら世間知らずの紅葉といえど、話をしに来たと言って、耳打ちで終わらせる筈がない。

　まさか一回メイドに伝えて、メイドに全て話をさせるという、新たな会話手段を確立するつもりなのだろうか。いや、そんな面倒なことしないで、普通に話してくれないかな。ひょっとして自分の口で話をしたらいけない属ぞく性せいの人なの？　それはどこの国の女王なんだよ。

「かしこまりました、お嬢様」

　数秒して紅葉の口が離れると、佐茅は納得したかのように頷うなずく。

　佐茅は一度紅葉から距きよ離りを置き、手にしていたその武ぶ装そう箒『穢殺刃』を構える。そのまま何回か素す振ぶりをしたかと思うと、一度集中するように目を閉じて。

「──チェストォ!!」

　気合い一閃。

　そのまま、大上段から思い切り振り下ろした。

『なっ!?』

　リビングの中に満ちる、佐茅の気合いの声。その迫力は、先程夏野を狙ねらった時と同じようで。思わずのけぞってしまう程であったが。

「何のつもり？」

　しかしさっきとは違い、間合いが離れている。夏野に攻こう撃げきが届くことはない。箒を振り下ろした勢いで吹いた風が、こちらの鼻先をかすめた程度。それ以外は何の影響もない。夏野も、不ふ審しんそうにそれを眺ながめているだけで、何も起こらない。

『ん、何だ？』

　いや、何か、俺の首元がムズムズしたような。

　そんな微び細さいな違い和わ感かんを確かめようとする、その前に。

「ＦＩＳＨ・ＯＮ！」

　佐茅が腕を大きく振り上げるのと同時に、叫び声が響き。

　飛んだ。

『ほおおぉォォォォォ!?』

　俺が飛んだ。

　物理的に飛んだ。

　バズーカで射出されたかのように。

　逆バンジーで打ち上げられたかのように。

　俺の身体は、リビングの宙を舞っていた。

『はええええェェェェェ!?』

　疾しつ走そうする視界の隅、慌てて俺に手を伸ばす夏野の姿が一瞬だけ映るも、すぐに視界は切り替わる。天井、窓、壁かべ、本棚、床と、目の前にある光景が凄まじい勢いで移動する。

　しかしそれも数瞬のことで。

『ふぎゃっ!?』

　思ったよりも軽い衝撃と共に、俺は何か、柔らかい物の上へと落下した。

「獲・魚・完・了！　どうですかお嬢様」

「はい、ありがとうございます、佐茅さん」

　そして上から降って来るのは、自じ慢まんげな佐茅の声と、抑よく揚ようの無い声。それは、先程までは目の前に座っていた、紅葉の声で。

『……へ？』

　現在、俺の全身を包むのは、柔らかな藍あい色いろの生き地じ。それは、紅葉が着ている衣服。一目見ただけで分かる、高級そうな和服のもので。

　つまり、俺の身体は。

　車椅子に座る紅葉の膝の上へと、一瞬で移動していたのだ。




『何が起きたの!?』

　足下、上質な藍色の布地。柔らかい。

　背中、これまた上質な藍色の布地。超柔らかい。

　頭上、紅葉の無表情な顔と、薄紅色の唇くちびる。良い匂い。

　結論。現在位置は紅葉の膝の上。

『だから何で!?　さっきまで夏野の膝の上にいたよね!?　何でいつの間にか移動してるの、何これ催さい眠みん術じゆつ!?　もしくは地ち殻かく変へん動どう!?』

　まさか夏野の仕し業わざかと疑うたがったが、しかしここからの視界に映るのは、今にも紅葉に飛び掛かりそうな様子の夏野だ。ああ、これあいつの仕業じゃないな。射い殺ころしそうな視線で俺を睨にらんでいらっしゃるように見えるけれど、視界不良による目の錯さつ覚かくだと良いな。

「穢殺刃の追加アタッチメントの一つ、釣つり竿ざお形けい態たい。久しぶりに使ったけれど、まだまだ腕は落ちちゃいなかったね。どんな大魚でも吊り上げる、海っ子さっちゃんとは私のことさ。土と佐さ沖おきで巨大カツオと死し闘とうを繰くり広ひろげた時のことを思い出すよ」

『お前の仕業かぁ!?』

「お嬢様の食卓に並べる魚を獲とる為に、クルーザーで全国の漁場を回ったものだけど。あの巨大カツオとの死闘が、一番記憶に残っているねぇ。一歩間違えば海に引きずり込まれそうな緊きん張ちよう感かん、また味わいたいものさ」

『メイドのやることじゃないよね!!』

　そのまま海へ帰ってくれません!?

「ふうん、釣り針を駄犬に向かって飛ばし、そのまま一本釣りの要よう領りようで引き寄せたってところかしら。私にも見えないスピードとはね、やるじゃない」

『何その危険なフィッシング!?』

　いくらなんでも滅め茶ちや苦く茶ちや過ぎるだろ。夏野に感知出来ないレベルで針を飛ばして釣り上げるなんて、漁業というよりかはむしろ暗殺技能だよね!?

「勝手に姫萩紅葉の膝上に移動するなんて、一体どういうつもりなのかしら。あっちへフラフラ、こっちへフラフラと。本当に見み境さかいのない……このエロ犬が!!」

『俺がいけないの!?』

　おかしい、俺は何もしていないのに、何でそんな絶対零度で燃やし尽くさんばかりの視線を受けなきゃいけないのか。荒あら波なみの如ごとき運命に翻ほん弄ろうされているこの小さな犬を、どうしてそんな目で見るのですか!?

「まあ、今は良いわ。駄犬へのお仕置きは、後日やるとして」

『無期限延期とはいかないんですか！』

「どういうつもりかしら、姫萩紅葉？」

　夏野の視線は俺から外れ、俺を膝上に置く、紅葉へと向けられる。

「どういうつもり、とは？」

「メイドを使ってうちの犬をかっさらうなんて、随ずい分ぶんなことをするじゃない。今日は、話をしに来たんじゃなかったのかしら？」

「はい。今日は、夏野霧姫さんとお話をする為に参りました」

　紅葉は、夏野の視線など何でもないというように、あっさりと受け流す。

「だったら、早くその犬を返しなさい。今なら、ギリギリ三〇秒ルールを適用して、無罪放免にしてあげるから」

「いいえ、それは出来ません。何故なら、和人さんは夏野霧姫さんの膝の上よりも、私の膝の上に収まっている方が、似に合あうからです」

「……はぁ？」

「そうですよね、和人さん？」

『え!?』

　ここで俺に振るの!?

　いやそもそも何を言っているんだこいつら。似合う？　似合うって何のこと？　どう答えれば良いの？　どう答えても詰んでいるような気がしないでもないんだけど。というかこの状況自体何なの？　和人分かんない!!

「成程。沈黙は肯こう定ていということですね。夏野霧姫さん、和人さんもこう言っていることですし。それでは、サイン会についての話を始めましょう」

　しばらく俺の反応を見ていた紅葉は、視線を上げて夏野に告げる。その手はピースサインの形を取っている。

「……そう」

　そのピースサインを見た瞬間、夏野の声色が変わった。

「そういう、つもり、なのね？」

　その声が怖くて、顔を見ることが出来ない。見なくても、激怒していることだけははっきりと分かる。これは以前『お前、映は見みのことを後こう輩はいって呼んでいるけれど、身体の一部分に関してはお前の方が後輩だよな』とつい言ってしまった時の空気と同じだ。

「だ　ま　れ」

『ハイごめんなさい!!』

　肉体が反射的に謝罪を選択する。

「ねぇ、駄犬。ちょっと黙っていてくれるかしら。これから私は姫萩紅葉と大事な話をしなければいけないの」

『ハイ黙ります!!』

「あとでちゃあんと、お仕置きはしてあげるから、楽しみに待っていなさいね」

『ハイお仕置きされます!!』

　もう言われるがままですよ。しょうがない。この期ごに及んでは、反抗は死だ。

「それでは話を始めましょう。そもそもサイン会とは」

　しかし、俺が大ピンチだというのに、紅葉の態度も口調も変わらない。いや、少しは俺を庇かばったりしてくれてもいいのよ。

「あら、何を勝手に話を進めてるのかしら？」

「いえ、他に話はありませんので、サイン会の話を」

「私にはあるわよ。とにかく、その犬を返しなさい」

『うぉっ!?』

　紅葉の態度に、いよいよ夏野は実力行使に出た。手を伸ばし、俺の左前足を摑つかむ。そのまま、自分の方へと引き寄せようと、力を込めて。

「佐茅さん」

「はい、お嬢様」

『グェッ!?』

　しかし、紅葉に従うメイド、森部佐茅がそれを許さない。素早い動きで伸ばされた右手が、俺の右前足をしっかりと摑んだ。

　つまり、夏野霧姫と森部佐茅。いずれ劣おとらぬ力ちから自じ慢まんが、両側から俺の前足を摑み。

『……え、この体勢って……まさか』

　同時に、引っ張った。

『おおおおぉぉぉほああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああええええあううぅううう！！！』

　何これ。何この感触!?　感触っていうか、恥ち辱じよくっていうか!!

　痛い!!　超痛い!!

『イ、イタタタタタタタタ！！！！！』

　ちょっ、ちょっと待って。え、ごめん、止めて。コレ本当に痛い。冗じよう談だんじゃなく、いやいつものだって冗談じゃないけど、完全にいつもとは違うタイプの痛み。引っ張ったらいけない方向に引っ張られている!!　もげちゃう!!　前足がもげちゃう!!

「放しなさい、ホウキ女。これはうちの犬なんだから」

「それは出来ない相談だね、ハサミ女。お嬢様の命だから」

『あ、あの……このままじゃちょっと……危険っていうか……イタタタタ!!』

　当然、俺の話も聞いてくれない。

「放しなさいよ」

「放さないよ」

『いや、あ、あの……タスケテ！』

　ヤバい。このまま行くと、本気でヤバい。俺ってば所しよ詮せんはただのミニチュアダックスフンド。非常にデリケートな身体の持ち主なので、こいつらのパワーには耐え切れないんですよ。このままじゃＲ‐18版大おお岡おか裁さばきみたいな映像になっちゃう!!

　いかん、いったん落ち着こう。

　話せば分かる。放せば分かる。

『いやお二人とも、話し合いましょう。とりあえず小休止、仕切り直しの為に、まずはその手を放すことから始めよっか。そうだな、それがいいよ。お茶でも飲んで、ゆっくり話し合おうじゃないか。だから手を放してぇ！　痛いのぉおおおお！』

「放せ」

「そっちこそ放せ」

『だから、喧けん嘩かは止めて、争わないで。俺の為にいがみ合わないで！　ってか、こういうのって、先に放した方が勝ちなんじゃなかったっけ!?　分かっているでしょ!?　だから率そつ先せんして放しなさいよ!!』

　しかし、俺を引っ張る手は一向に緩ゆるまない。

　片方は、何やら激怒していて、話を聞く気がないし。もう片方には、そもそも俺の言葉が通じない。

　そして、事態は最悪の方向へと転がり落ちて行く。双方の意志が折れるよりも早く。

『ひぎィ!?』

　俺の肉体に限界が来た。

　両側からの力を受けて、背中辺りから、今まで聞いたことのない乾いた音が鳴った。

　ヤバい！　裂さける！　裂けちゃう!!　裂きイカみたいになっちゃう！！！

　斬られることには大分慣れて来たけど、裂けることは初体験だからピンチ！　こんな痛み受けるの初めてなのぉ!!

『あ、ああ、痛い痛い痛い!!　痛い痛い痛い痛い痛いぃ痛痛痛痛痛痛ぁぁぁ！！！』

「ほら、犬は随分痛がっているみたいだけど、放してあげたらどうなの？」

「そうかい。私にはそんな声は聞こえないけどねぇ」

『痛ぁぁああああああああああああああああぁぁぁい！！！！』

　いや、俺が何をしたというの？

　ここまで、ひたすら巻き込まれていただけじゃないの？

　話を聞いて！　つーか放せ！　いっそ殺せ!!

　しかし、どんなに訴えても、俺を引っ張る力が弱まることはない。二人共、手を放そうという気は毛もう頭とうないらしい。紅葉はと言えば、佐茅の淹れた紅茶を飲みながら、優雅にウォーモンガー同士の戦いを観かん戦せんしている。俺を助けようという意思が感じられない。

　駄目だ。もう意識がやばい。痛みでどうにかなりそう。

『全く、何を情けない声を上げているんですか春海君』

『く、九郎さぁん!?』

　今にも真っ二つにされそうな俺の、その上に降り立つ一羽のカラス、姫萩九郎。すぐ目の前で、呆あきれた声をかけてくる。

『春海君がはっきりしないものだから、紅葉の大切な話が進まないじゃないですか。何をやっているんですか全く』

『そ、そそれはこの二人に言ってくれない!?　つーか助けて！　痛い！　本当にこれ痛いのぉ!!　俺の身体のあちこちから、聞こえちゃいけないような異音がするのぉ！　裂けちゃうのぉ！』

『別に裂けちゃってもいいんじゃないですか？』

『いい訳ないでしょおおおお！！！』

　ってか、俺に乗らないでよ、重じゆう量りようが掛かるせいで余計に痛くなるんだよ！

『仕方がないですね、春海君。そこまで言うのなら助けてあげますよ』

『ああああありがてええええ！！！』

　良かった。助かった。目の前のカラスが、神の御み使つかいに見える。

　さすがは俺と同じ境きよう遇ぐうから這はい上あがって来た仲間だな！　人の心を持つ動物同士、仲良くやって行こうじゃないか！　罠わなに掛けられそうになったり、罠に掛けられたり、図書館の軒のき先さきで刺し殺されそうになったり、何か良く分からない薬品を注射されたりもしたけれど、助けてくれるのなら全て水に流そう。過去のことなんかどうでもいい、今の付き合いが一番大事！

『でしたら春海君、これを飲んで下さい』

　そう言って九郎さんが差し出したのは、小さな透明のカプセルだった。その内部には、何やら薄黄色の液体が入っている。

『そ、それを飲めば助かるの!?　この地じ獄ごくから!?』

『はい、助かりますよ』

『い、いいい一応聞くけれど、それって毒じゃないよね!?　助かるって、「これを飲めば楽になるよ」的な物じゃあないよね!?』

『あはは、春海君ってば本の読み過ぎですよ。これが毒な訳ないじゃないですか』

　良かった。毒じゃないのか。じゃあ飲んだらゴムみたいに身体が伸びたり、ヨガマスターみたいに身体が伸びたりする薬なのかな。ああもうこの状況から助かるなら何でもいい！

『そうか、早く飲ませてくれ！　身体が割れる!!』

『はい、これを飲めばたちどころに体調が良くなるという薬です。もう、すっかり元気になりますよ』

『良いから早く！』

　全身からヤバい音が鳴り始めているんだ！

『ええ、もう痛みも消え、逆に快楽になり、いっそ何も気にならなくなって、天にも昇る気分になって、全てがどうでも良くなって、もう最高っていうか最強っていうか、とにかく多幸感に満みち溢あふれますよ!!』

『く、くくく九郎さん!?　も、もう一回聞くけど、それは毒じゃないんだよね!?』

『何度も言わせないで下さいよ。これは毒じゃありません』

『そ、そうか、それなら……』

『猛毒です』

『誰が飲むかぁ！！！』

　ドサクサに紛まぎれて何を飲ませようとしているの!?

『ああ、大丈夫ですよ。これは犬にだけ効きくタイプの猛毒ですから。紅葉や秋山先生には危険はありません。飲んだら、ちょっと身体の内側から裏返っちゃうだけ、血もほとんど出ないので後あと始し末まつも簡単です。さあ、思い切って、ぐいっと逝いってみましょう！　ほら、一気！　一気！　春海君のちょっといいとこ見てみたい！』

『そんなノリで飲むとでも思ったかあああああ！！！』

　もう一切、殺意を隠そうとしてないよね!!

　前までは、俺を自作のトラップに巻き込んでどうにかしようとしていたけど、いよいよ手段を選ばなくなって来てる。シスコン罠ガラスとしてのプライドはないのかよ。今のお前、シスコンデスガラスですよ。

『痛い痛い痛い!!　裂ける!!　裂けちゃうううううう！！！！』

　カラスが、俺を毒殺しようとする間にも、両側からの責め苦は続く。

　俺の肉体は、相変わらず夏野と佐茅によって引っ張られ。

　背後では、紅葉が無表情で紅茶を飲んでいる。

　そして正面からは、デスガラスの襲しゆう来らいと来たもんだ。

　どうだい、この四し面めん楚そ歌か。

『ああもう、なりふり構っていられねぇ!!』

　俺に残された手段は、もう一つしかない。それは最後の手段。俺の身も危険に晒さらしてしまうようなものだが、この際文句は言っていられない。だってこのままだと真っ二つに裂けちゃうもんね。ケルベロスの出来損ないみたいになっちゃうもの。

　覚悟を決めろ春海和人。大事なのは勇気。恐れぬ心。今なら行ける。やるしかない。大丈夫、死ぬよりましさ。

　一瞬、息を止め。

　そして生せい還かんへ向けて一気に吐き出す。

『な、夏野さんって貧乳で──』

　最後まで言い終わらないうちに、俺の左側、銀の光が煌きらめく。視界の隅から飛んで来る銀色の暴力。窓から差し込む陽光によって照らされたそれは。

　期待通りに予想通りに、本日二度目の気絶を俺にもたらした。

　おかしいなぁ。

　まだ午前中なんだけどなぁ。


　　　　　　　　



「あら？　どうしてそんなに、疲れ果てているのかしら、疲犬」

『何でかな、胸に手を当てて考えてみろよ。その小さな胸に』

「もう一回逝っとく？」

『逝きません。許して下さい』

　目覚めて早々、そんな危険なやり取りはあったものの。

　何とか俺の拘束は解かれた。代わりに全身の毛先がざっくばらんに遊んでいる感じになってしまったけれど、左右に真っ二つにされるよりはマシだ。そんな、どこぞの氷ひよう炎えん魔ま団だん長ちようみたいな死に方は嫌です。

「じゃあ、間を取って。これで文句はないわね？」

「はい、問題ありません」

　結局、俺はいつもの寝床の中で、紅葉の話を聞くことになった。

　何故か夏野と紅葉から等距離の場所でなければならないということで、寝床の位置についてもミリ単位でのやり取りがあったことは割かつ愛あいしておこう。そこまで厳げん密みつにやる必要があるのか。何の意味があるんだ一体。

　まあ、下手に口を出すと、また悲劇が起きかねないので、黙って見守ることにする。

　つーか、紅葉は夏野に対して話があるというのだから、俺がこの場に立ち会う理由もないように思うのですが、どうでしょうか。俺の読書時間をこれ以上削らないで欲しいんだけど、駄目なんですか。

「それじゃあ姫萩紅葉。いい加か減げん本題に入りなさい。私だって暇じゃないんだから」

「はい、そうしましょう」

　ようやく、作家二人の話が本題に入る。

「話というのは、サイン会についてです」

「そこはさっき聞いたわよ。そのサイン会がどうかしたの？」

「はい」

　紅葉は、何の抑揚も無く。

　普通に、当たり前のように。

「サイン会とは、何ですか？」

　そう、いつものように質問を告げた。




　一瞬の静せい寂じやく。

『……え、やっぱり、そこからなの？』

　紅葉のこれまでの態度から、何となく見当は付いていたことだけど。孤島に籠こもって作家を続けて来た紅葉にとって、サイン会というものが馴染みがないことは良く分かっている。俺達にとって常識であることでも、紅葉が知らないことはいくらでもある。

　でも。

「はぁ？　アナタね、今まで何度もサイン会サイン会って口にしてたじゃない。まさか、何だか知らないのに言っていたの？」

　そう、カメラのムカデ屋での初めての対面の際に、紅葉はサイン会の話をして、そして不参加を表明していた。だからサイン会がどういったものなのかは、流石さすがに知っていると思っていたのだけれど。

「いいえ、知らない訳ではありません」

「じゃあどういうことよ？」

　夏野の疑問に対し、紅葉は目を閉じて、一瞬考えるような仕し草ぐさを見せる。

「そうですね。私の知っているサイン会とは、書店や催さい事じ場じようを会場として利用し、読者が持ち寄った著作や色紙に対して、作家が自身の署しよ名めいを行うというイベントです。実際に見たことはありませんが、一種のファンサービスであると認識しています」

『……合ってる』

　紅葉のことだから、またぶっ飛んだ自己流サイン会の話を始めるかと身構えていたが、その口から発せられたのはごく普通の、サイン会の説明だった。辞書で引いたような堅い説明ではあったけれど、しかし内容におかしな点は見られない。反射的に火が点つきそうになったツッコミ回路を落ち着ける。さっきのアポイントメントに続いて二連続正解だ。これは奇き跡せきか。

「ちゃんと理解しているようじゃない。それ以上、何を聞きたいって言うの？」

「夏野霧姫さんは、『サイン会で決着を付けましょう』と、そう仰おつしやいました」

「ええ、確かに言ったわ」

「では、どのような形で、決着を付けるつもりなのでしょうか？」

　紅葉の疑問。

「私の知る限り、サイン会とは何かを競きそうようなものではありません。一体、どのような形で、勝負を行うつもりなのですか？」

　確かに、それは至し極ごく真っ当な問いだった。

　サイン会とは、勝負するイベントではない。基本的には来場した読者と作家のやり取りであって、そこに作家同士の勝敗が絡からむ余よ地ちはない。むしろ、読者と作家の貴き重ちような触れ合いの場所であって、争いとは無む縁えんなものだ。

　そんな平和的なイベントで、作家同士が決着を付けるなんて、夏野は一体どうするつもりなんだろうか。

「何よ、そんな事を聞きに来たの？　姫萩紅葉、やっぱりアナタ、サイン会がどんなものなのか分かってないみたいね」

『へ？』

　しかし夏野は、何でもないというように告げる。

「サイン会とは、数十人、数百人の読者が、作家の元に並んで行われるものなのよ？」

　自信たっぷりの様子で。

「だから、より多くの読者を倒した方が勝ちに決まっているじゃない」

『倒しちゃ駄目え!!』

　ツッコミ回路即点火。何を自信たっぷりに言い放っているんだ、このハサミ作家は。

　基本的人格はともかくとして、作家としては真ま面じ目めで真っ当な人格だと思っていたのに。そっち方面にまで毒が回っちゃったの!?

「成程、サイン会とはそういったイベントだったのですか。確かに、倒した数を競うのなら、勝敗は明確となりますね。ありがとうございます。どうやら私の知っているサイン会は間違っていたようです」

『ちょっと待て紅葉！　間違ってないから！　こいつの言っているサイン会の方が間違っているから！』

「あらあらあら、ご主人様の言葉を横から否定するだなんて、お行ぎよう儀ぎのなっていない犬がいるわねぇ。一いつ生しよう涯がい牢ろう獄ごくで冷や飯を食べさせられたいの？」

『暗君を諫いさめるのも、忠臣の仕事だよ!!』

　全く、せっかく紅葉がマトモなことを言ったと思ったら今度はこいつかよ。世間知らずの紅葉が言うのならともかく、まさか夏野まで、そんなことを言うなんて。

『ん、いや……？』

　ちょっと待てよ。

　よくよく考えてみれば、姫萩紅葉とまでは行かないにしても、夏野……秋山忍もまた、ほとんど外部とは関かかわらずに執筆を行ってきた覆面作家である。秋山忍としてサイン会みたいなイベントに出るようなことは無かった。

　つまり、夏野の言は、冗談などではなく。ひょっとして……。

『おい、夏野』

「何よ、バカ犬」

『お前まさか……サイン会がどんなものか、本当に知らないんじゃないだろうな？』

「はぁ？　何を言っているの、知らない訳ないじゃない」

　俺の問いに、夏野は動どう揺ようなど見せず、平然とした様子で答える。

『そ、そうだよな。知らない訳ないよな』

「当たり前でしょう。私を誰だと思っているのよ」

『ああ、俺が悪かった。じゃあ一応聞いておきたいんだけど、サイン会って、どんな感じのものだっけ？』

「簡単なことよ。書店や催事場を会場として利用し、読者が持ち寄った著作や色紙に対して、作家が自身の署名を行うというイベントね。つまりファンサービス」

『絶対に知らないよね！　だってさっき紅葉が言ったのと同じだもんね！』

　何これデジャビュ？　それとも二巡目の世界？

「あら、理論は知っているのよ」

『へえ、理論を知っているのか、凄すごいな』

　要するに、実じつ践せん的てきには知らないって事ですよね？　そもそもサイン会って、理論でどうにかなるものでもないと思うし！

「そうね、知らないわよ、サイン会」

　あっけらかんとした顔で、夏野が告げる。

『清すが々すがしい程に堂々と開き直るよね、お前って』

「仕様がないでしょ、やったことがないんだから。そりゃ、実践すれば分かるでしょうけど、そんな機会も無かったんだし」

『いやだからって、何で知らないんだよ』

「大体のことは分かるけど。それでも、どういう風にやれば良いのかは知らないわね」

『何か、意外だな』

　自分の知らないことについては貪どん欲よくなまでの知的好奇心を見せる秋山忍が、サイン会を知らないとは。ああ、そういえば確かに秋山忍の著作の中には、そんなシーンが出て来たことはなかったか。

「何よ。そんなに言うのなら、当然アナタは知っているんでしょうね」

『え、そりゃ、一般的な説明は出来るけどさ。でも、俺もサイン会って行ったことないから、あんまり詳しくないけど』

「ほら見なさい。自分だって良く知らないくせに、他人の無知をあげつらうなんて、全く程度の低い犬ね。アナタみたいのがいるから、マスコミが調子に乗るのよ。せいぜいメディアに踊らされているといいわ」

『ちょっと言い過ぎじゃない!?』

　何でそこまで言われなきゃいけないの？

「そうですか、分かりました」

『ん、紅葉？』

「読者を倒す方向で了解しました」

『だからそっちに行ったら駄目ぇ!!』

「しかしそうなりますと、カウント方法の問題が出て来ますね。もしもミサイル等の爆ばく撃げきによって読者がバラバ──」

『それ以上言っても駄目ぇ!!　そのサイン会は間違いだって言ったでしょ！』

　サイン会ってのはもっとウキウキとした感じのものに違いないんだよ。もし実際にそんなバイオレンスでスプラッタなサイン会を開催してしまったら、即座にお縄なわだ。作家云うん々ぬんではなく、人間として間違いまくっているので、少しは自じ重ちようして下さい。ただでさえ、お前達は色々とスレスレなんだから。

「そうね、確かにサイン会での具体的な勝負方法については、考えていなかったわ」

『じゃあ、サイン会で決着って勢いで言ってたの？　お前、流石にいい歳なんだから、いい加減勢いで言っちゃうのは止めた方グエラッ!?』

「良い犬は喋しやべらない犬だけよね？」

『何も言ってないです！　年齢なんて知らない！』

　赤い瞳とハサミが怖い。

「ではどうしましょうか。夏野霧姫さんもサイン会についてあまり詳しくないのであれば、有効な勝負方法を考えるのは難しいですね」

「あら、何を言っているのかしら、姫萩紅葉」

「はい？」

　紅葉の呟きに、夏野は首を振りながら応こたえる。

　まるで愚ぐ問もんだというように。

「そんな事で勝手に自己完結しているから、引き籠もり作家だの、世間知らずだの何だの言われるのよ」

「何か良い案があるのですか？」

「丁度良い機会だから教えてあげるわ。知らないことは、間違いではない。今知らないのなら、知ろうとすればいいだけよ」

　夏野は椅子から立ち上がり紅葉の目の前まで移動すると、腰を落として車椅子の紅葉と視線を合わせる。

「知ろうとする、ですか」

「ええ。だから知りに行きましょう。サイン会が、どういうものなのか。知らないならば、知っている奴のところへ聞きに行けばいいのよ」

　夏野は顔を上げ、俺達を見回し。

「じゃあ外出するわよ。メイド、支度をしなさい。お嬢様のお出かけよ」

『は？　出かける？』

「お嬢様を、どこへ連れて行こうと言うんだい？」

「そんなの、決まっているじゃない」

　夏野は笑みを浮かべて、告げる。

「サイン会を良く知る奴のところへ、よ」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【穢殺刃・釣竿形態】……　穢殺刃の追加オプションの一つ。大魚の重量にも耐え得るほどの弾性を持つフレーム部分は弓のようにしなり、目標物を的確にキャッチするという。その後、リリースするかデストロイするかは、使用者次し第だい。

【Ｒ‐18版大岡裁き】……　両側から引っ張る。限界を超えても引っ張る。ほぼ死ぬ。

【小さな透明のカプセル】……　無味無臭の液体としか見えないが、しかしその実態は某国がスパイ用に開発した即効性の犬用猛毒。まず死ぬ。

















　温かな午後の日差しが、天から降ふり注そそぐ。

　まだ四月とはいえ、今日は気温も高く、過ごしやすい気候だ。こういう日は、部屋の窓を軽く開け、そよ風を肌に感じながら読書をするのが一番なんだけど。

　今、俺の鼻をつくのは草と土の匂におい。

　普段の読書環境からはかけ離れた、屋おく外がいだった。

　周りにあるのは、どこか昭和の香りが漂ただよう住宅や商店。ところどころにある大きな空き地。遠くに見えるのは巨大な団だん地ちか。

『……ここ、どこ？』

　まるで知らない土地に、俺は連れて来られていた。




　夏なつ野のの言葉に従い、新しん稲いな葉ばを出ることになったのは午前中のこと。

　サイン会の話をしていただけの筈はずなのに、いつの間にか皆で外出する流れになってしまい、結果としてこんな見たことない場所に来ている。え、何この『一緒に来て下さい、私が本物のサイン会を見せてあげますよ』みたいな展開は。

　突然の外出宣言に戸と惑まどっているうちに、紅葉もみじも夏野も佐さ茅ちも、準備を終えていて。俺が『読書の予定があるからパス』と強きよう弁べんしたところで、誰も聞いちゃくれなかった。

　唯一、俺の言うことを聞いてくれたのは、我が心の友である畜ちく生しようの姫ひめ萩はぎ九く郎ろうであったが。

　その発言内容は『別に春はる海み君は来なくても良いんですよ？　そうすれば、僕が紅葉とドライブが出来ますからね！』などと平常運転この上なく、しかし紅葉が『和かず人ひとさんが行かないのなら私も行きません』と呟つぶやいた瞬間に黙ることになった。

　それ以降、九郎さんからは呪のろい殺ころさんばかりの目で睨にらまれることになったけど、俺は悪くない、多分。

　ちなみに今回の移動は、全すべて佐茅の運転する車によるものだった。

　イマキュレット新稲葉の地下駐車場、その隅すみにいつの間にか置かれていた、戦車のようにゴツい車。もともとは、姫萩家の所有する煉れん獄ごく館かんに置かれていたものだそうだが、今回の引っ越しに際して、使う機会があるかもしれないと持って来ていたらしい。

　機械は駄だ目めとか言っておきながら、佐茅がやけに楽しそうに運転をしていたのは、以前にもどこかで運転していた経験があるからだろうか。全体的に迷めい彩さいのペイントがされていたり、何だか銃じゆう座ざみたいのも付いていたんだけど、一体どこで使われていた車なのかな？　まさか戦場とかじゃないよね？

「で、ここら辺で良いの？」

「そうですね。住所から推測するに、この道をもう少し南へ進んだ方かと」

「南っていうと、こっちの方ね」

　夏野と紅葉の二人は、タブレットと何か白い紙切れを、交互に覗のぞき込こんでいる。

　上から下まで黒尽くめ、赤いホルスターにハサミを携たずさえた夏野霧きり姫ひめと。

　藍あい色いろの和服に身を包み、何やら色んな物を仕込んだ車くるま椅い子すの姫萩紅葉。

　そんな個性的な容よう姿しの二人が、普通の住宅街で並んで会話をしているというのも少し面おも白しろい。こういう光景を見ると、何だか普通に仲が良いように思えるんだけどな。どこか浮うき世よ離ばなれしている点でも共通しているし。

「ほら駄犬、何やってるの？　行くわよ」

『あ、ああ』

　歩き出した夏野達に付いて、住宅街の中を歩く。

『なあ、わざわざこんな遠くまで来なくてもさ。サイン会について知りたいってだけなら、鈴すず菜なにでも電話して聞けば良かったんじゃないのか？』

「それがあの変態、何な故ぜか電話に出なかったのよね、処刑」

『へぇ、それは珍めずらしいな』

　最後に聞こえた単語は無視するとして、珍しいのは確かだ。

　あの変態のことだから、夏野の電話には一も二もなく応答しそうなのに。何か立て込んだ用事でもあったのか。それとも、わざと着信拒否することによって後々のお仕置きを期待しているのだろうか。ありそうで嫌だな。

　しかし、変態以外にも編集者はいる訳で。

『じゃあ、あのカラスに聞けばいいじゃないか。もともと、九郎さんの考えた企画なんだろ』

　と、前を進む車椅子に停とまっているカラスに向けて声をかけようとして。

『ああ、この閑かん静せいな住宅街×ぷりちー紅葉！　これは絵になる！　永久保存！　僕の脳のメモリーに非可逆圧あつ縮しゆく!!』

『やめておこう』

　諦あきらめる。無理だ。自らの期待が、粉々に打ち砕かれる未来が容よう易いに想像出来る。現実はかくも残ざん酷こくなのか。

『あのカラス、本当に変わっちゃったよね。勿もち論ろん悪い方にさ』

　タガが外れるとは、こういうことを言うんだろうか。生前は優秀な編集者だったんだよね？　もうあの頃には戻れないの？

『失礼なことを言いますね春海君』

『あれ、聞こえていたの？』

　てっきり、シスコンが聴覚を侵していて聞こえていないのかと思った。

『確かに僕は死んでしまいましたが、今でも一編集者のつもりです。書しよ林りん社しやに入社し、第二文芸部に配はい属ぞくされてからの約十年。沢山の先生方、十じつ傑けつ集しゆうやビッグファイアと共に過ごしたあの苛か烈れつな日々を、忘れられる筈がありません！』

　九郎さんはこちらを振り返り、声高に宣言する。

『ただ、僕は一人の編集者である前に、一人の男であることに気が付いてしまっただけです。そして我がシスターであるぷりちー紅葉を心から愛しているということにも！　ＯＨ　ＭＹ　ＳＷＥＥＴ　ＬＯＶＥ紅葉!!』

「…………」

　九郎さんを見つめる紅葉が、明らかに嫌そうなオーラを出しているのは気のせいではないだろう。俺もあんまり人のことは言えないが、紅葉の周囲にはどうしてこう、極端な奴らが揃そろっているのだろうか。まさか特異点なのか？

「えーと、こっちね」

　俺達の会話も聞かずに、ひたすらスタスタと進んで行く夏野。

『つーか、いい加か減げんに教えろよ。一体、どこに行こうっていうんだ？』

　ここまで連れて来られているにも拘かかわらず、目的地を知らされていないのはどういう訳だろうか。軽い拉ら致ちだろこれ。

「別に、そんな大層な場所に連れて行こうって訳ではないわよ。ごく普通のところよ、普通の」

『いや、そんなビックリドッキリは全く期待していませんことよ？』

　変なサプライズは要いりません。心穏やかにくつろげるような、俺の身に危険が降りかからないような場所が良いです。欲を言えば、図書館や書店のような場所が。

「どうかしら、本については結構あるんじゃないかしら」

『え、マジで？』

「詳しくは分からないけど。多分、それなりにある筈よ」

『うおおお、テンション上がって来たー!!』

　それは僥ぎよう倖こう。言ってみるもんだな。

　行き先に本があるというのなら、話が違う。苦難の道だと思い込んでいたものが、天国への階段のように思えて来る。いいじゃないか、本へと至る道ならば、俺はいくらでも歩き続けられますとも。くっくっく、一体どこへ連れて行こうと言うのかね。早く連れて行き給たまえ。

「そこの、青い壁かべの商店の角かどを曲がった所ですね」

「その自動販売機のところ？」

「はい」

『……来たか』

　紅葉の言葉に、緊きん張ちよう感かんが漲みなぎる。

　あと少しで、本のある場所へと到着する。

　期待に胸を膨ふくらませる。目の前に訪れるだろう本の山に、期待を寄せる。今日の読分はまだまだ足りていないのだ。今にも走り出してしまいそう。

『カモンブック!!』

「あ、ちょっと駄犬」

　否。走り出した。

　佐茅のエプロンドレスのスカート。紅葉の車椅子の車輪の脇を抜けて、誰よりも早く商店の角を曲がり、目的地へと躍おどり出でる。

　逸はやる心を抑え、期待を込めて見上げたその先にあったものは。




　普通の民家だった。




『………………はぁ？』

　普通の瓦かわら屋や根ね、普通の二階建て、普通の家だった。

　仮に効果音を付けるとしたら『ドーン！』でも『ババーン！』でもなく『ちょーん』って感じになりそうな。ちょっと古いというか、今一つインパクトに欠ける、どこぞの猫型ロボットでも住んでいそうな、ごく普通の民家だった。

『え、何これ？　ＮＧシーン？』

「ここで間違いないのね？」

「はい、間違いありません」

『え、間違いないの？』

　でも、ここってどう見てもただの民家ですよ。お前達みたいなのが仰ぎよう々ぎようしく向かって行くもんだから、てっきり鬼ヶ島とか魔ま界かい村むらとかアトランティスとか、そんなとんでもないところかと思っていたんだけど。いや、そんな場所に行くのは断然お断りだけど。

　でも、この普通っぷりは少し予想外過ぎるんじゃないか。それとも、こう見えて異常な広さの地下室が拡ひろがっていたり、押入れが宇宙空間に繫つながっていたりとかするの？

「じゃあ、行くわよ」

　夏野は、俺の疑問など無視して、玄げん関かんへ向かって敷しき地ち内ないを進んで行く。

　門から玄関までの距きよ離りは僅わずかで。脇を見れば、丁てい寧ねいに草むしりされた庭が広がっている。奥に見える物干し台には、沢山の洗せん濯たく物ものが干されていて、実に生活感に溢あふれている。そんなところも普通の民家にしか思えない。

　玄関に辿たどり着ついた夏野は一度振り返り、俺や紅葉達が付いて来ていることを確認すると、引き戸の脇にあるベージュ色のインターフォンに手を伸ばした。

「～～♪」

　扉の奥から、来客を知らせる高い電子音が聞こえてくる。

「はーい、ちょっと待ってねー」

　数瞬置いて家人の応答の声と、パタパタと廊ろう下かを走る足音。

「……誰だろ？　お父さん達は遅くまで帰ってこないし、何か荷物が届く予定もない筈だけど。ひょっとして、また黒服の誰かのお母さんが、地元の名産品でも送ってくれたのかな？」

『ん、この声って……ギョアッ!?』

　何かを思い出すその前に、けたたましい音が頭上から響く。見上げれば、夏野がとてつもない勢いでインターフォンを連れん打だしている。

「うっさいわね!!　そんなに押さなくても聞こえているわよ!!」

　玄関の引き戸が乱暴に開かれる。インターフォンを連打する無礼者を怒ど鳴なりつけようと、怒りの表情を浮かべた家人が、姿を見せて。

「……」

「……」

　夏野と家人が見つめ合い。

「…………」

「…………」

　引き戸がぴしゃりと閉まった。




　で、一秒後。

「何であんたがここにいるのよ!!」

　再び乱暴に戸を開けて、家人が姿を現した。

「……アナタ、そういうのってどこで学んで来るの？　わざわざ一度扉を閉めてから時間差で開けるって、それもアイドルの技なの？」

「ハッ!?　つい!!」

　次の瞬間、我に返った家人の手によって引き戸が高速で閉じられ。

「ちょっと待ったぁっ!!」

「なっ!?」

　しかし、閉まらない。

　夏野がハサミを挟はさみこみ、引き戸に僅かなスペースを作っている。

「あらあら、せっかく来てあげたっていうのに、その態度はないんじゃないかしら？」

「来てあげたって、あんたなんか呼んだ覚えはないわよ。何よ、何しに来たのよ。来るんじゃないわよ！　帰りなさいよ！」

　引き戸に夏野の手がかかり、更にこじ開けられる。その隙すき間まから漏もれるのは家人の抗こう議ぎの声と、三つ編みにされた金色の毛髪。

「来ちゃいました」

「ひ、姫萩紅葉!?　あんたまで!?」

「いいから開けなさい白いの。この扉ごと斬きられたいの？」

「わ、分かったわよ！　とにかく待ちなさい！　ハサミ！　そのハサミを一回下ろしなさいよ！　こんな場所でそんな物を持ち出すだなんて、全然輝いてないわよ！」

　引き戸を挟み、夏野にぶつけられる抗議の声。

　聞き慣れてしまった、その声。

　見慣れてしまった、その姿。

　アイドル作家、秋あき月づきマキシが、ジャージ姿でそこにいたのだった。


　　　　　　　　



「ちょっと黒いの！　何勝手に上がり込んで、あまつさえ落ち着こうとしているのよ！　不法侵入よ！」

「良く言うわ白いの。アナタだって、いつもうちに勝手に上がって来るくせに。あれだって不法侵入じゃない」

「ぐぬぬ」

「でも、勝手に上がり込むというのは思ったより気持ちが良いわね。それがいけ好かない奴の家ならさらに格別。最高ね。あら、こんな所に埃ほこりが」

「ああもう、何でこういう時に限って誰もいないのよ！　だいもーん！　黒服のみんなー！　不届き者よー！　であえー!!」

「和人さん、この『おうしょう』と書かれている大きな将しよう棋ぎのコマは何ですか？」

「ちょっ、姫萩紅葉！　何車椅子のままで畳たたみに上がって来てんのよ!?　今雑ぞう巾きんを持ってくるからちょっと待ってなさい！　上がるなら、それでタイヤを拭ふいてから……」

「問題ありません。私の車椅子『天あめの鳥とり船ふね』にはピカピカお掃そう除じ機き能のうが実じつ装そうされており、屋外から屋内へもシームレスに移動が可能です。しかも自動的に清せい掃そうも行われます」

「そういう問題じゃないでしょ！　っていうか、あんたも勝手に上がって来るんじゃないわよ!!」

「山やま田だ牧まき子こさんも、うちの屋や敷しきに勝手に上がっていた記憶がありますが」

「ぐぬぬ」

『何やってんだ、こいつら』

　交わされる言葉の応おう酬しゆう。

　結局、引き戸を巡る攻防を制したのは、不届き者こと夏野霧姫の方で。俺達は、秋月マキシこと、本名山田牧子の住む、山田家の玄関を無事くぐることとなった。

　ぶつくさ文句を言うマキシの言葉を完全に無視してズカズカと上がり込み、居い間まと思われる畳の部屋に落ち着く夏野達。家主の許可を得ないのはどうかと思うけれど、こいつらだから仕方ないね。本来ならば警けい察さつ沙ざ汰たかもしれないけれど、こいつらだから仕方がないね。

　俺と九郎さんも、足の汚れを落としてからお邪じや魔まする。佐茅は、罠わなが仕掛けられていないかどうか確認すると言って、庭の方へと消えて行った。一般のお宅に罠とかねぇよ。どこぞの洋館と一緒にするなよ。

「そもそも、何でうちの家を知っているのよ！　都内のマンションの方ならともかく、実家の住所なんて、大だい門もんか黒服の何人かしか知らない筈なのに……ハッ!?　まさか、あたしの光り輝く個人情報が漏れてる!?」

「いえ、ここに書いてあったので分かりました。山田牧子さん」

「だからその名で呼ぶなって言って……それはヒナが書いた手紙!?」

「はい。先日、山田雛ひな子こさんから頂いたお手紙です」

　紅葉が掲かかげたのは、先程外で夏野と一緒に見ていた白い紙切れ。よく見れば、それはただの紙切れではなく、白い無地の封ふう筒とうだった。

　差出人の名前は、山田雛子。

　遊園地で、俺と紅葉が出会った女の子だ。

　お姉ちゃんに買かって貰もらったという大切な絵本を失なくしてしまい、それを探している途中に俺達と出会って、一緒に探すことになった。なんだかんだのすったもんだでアトラクションが倒とう壊かいした結果、絵本は無事に雛子の下へと戻ることになった。その最中に、雛子が秋月マキシの妹であることが判明したのである。

「この封筒の差出人の欄らんに書いてありました。お名前と一緒に、住所と電話番号も。しっかりと」

「ヒ、ヒナ、何てことを……。で、でも、手紙を書く時は差出人の欄もしっかり書きなさいって、教えたのはあたしよ。そう、ヒナは悪くないわ！　むしろあたしが輝いていることの方が罪！　漏れても仕方がない！　ああ、ちょっとしたことから情報漏ろう洩えいしてしまうあたしも輝いてるわ！」

『何を言っているの、この人』

　つーか、光り輝く個人情報って何だよ。金きん箔ぱくか何かでも貼はり付つけてるの？

「ちょっと、この煎せん餅べい湿し気けってるわよ」

「勝手に上がり込んで、何をしているの!?」

　夏野は我が物顔で、テーブルの上の煎餅を頰ほお張ばっている。ＣＯＯＬだね。

「アイドルだからといって、プライベートで手を抜いて良い理由にはならないわ。むしろファンから見えない部分に力を入れてこそ、真のアイドルと呼ぶべきじゃないの。こんな、湿気た煎餅を放置しているようではまだまだね」

「ぐぬぬぬぬ」

「第一、個人情報が漏れてるだなんて、どれだけ自意識過か剰じようなのかしらこの露ろ出しゆつ狂きようは。別にアナタの個人情報なんて、誰も欲しがらないわよ」

「だから、露出狂じゃないって言ってるでしょ！　って、今日のあたしは上下ジャージなんだから、そんな短いスカートを穿はいてるあんたの方がよっぽど露出狂じゃない！」

「そう、だったら今日のアナタはジャージ狂ね」

「何よあんた、ジャージをバカにするつもり!?」

「ジャージをバカにしてるんじゃないわ。アナタをバカにしているのよ」

「なにおうっ!?」

　夏野による挑ちよう発はつ。

　マキシの応戦。

　その横で部屋の中を見回している紅葉。

　勝手知ったる場所という感じで、山田家の居間を占せん拠きよしているけれど、この人達には一般常識ってものが……無かったですね、そういえば。




「はぁ、もういいわよ」

「あらどうしたの。もう終わり？」

「終わりな訳ないでしょ！　決着はきちんと付けるわよ！　あんたらの相手が疲れたって言ってるの!!」

　結局、どうにもならないと観念したらしい。マキシは座ざ布団ぶとんを持って来て、夏野の向かい側に腰を下ろす。紅葉を加えると、丁ちよう度ど三角形の位置関係になる。

「それで？　一体何の用があって来たの？」

「用？」

　テーブルに肘ひじをつきながら、夏野と紅葉を交互に見回すジャージマキシ。ふて腐くされている様子がありありと見える。

「まさか何の用もないのに、この秋月マキシ様の輝けるスイートホームに乗り込んで来たってんじゃないでしょうね？　こんなところで油を売っている暇ひまがあったら、その分本を書くなり、サイン会の準備でもしていなさいよ！」

「ええ、ですから」

　部屋の中を見回していた紅葉の視線が、マキシに向く。

「そのサイン会についてお話がありまして。こうして伺うかがったのです」

「へ？」

「教えて下さい、山田牧子さん。サイン会とは、どのようなものなのでしょうか？」

「……………………はぁ？」

　山田家の居間に、山田牧子の疑問の声が響いた。


　　　　　　　　



「ちょっ、ちょっと待ってなさいよ！　今すぐにお茶を淹いれてくるから！　それと、この前、黒服の速はや水みが持ってきた、オリーブオイルをふんだんに使ったデザートがあるから、それも持ってくるわ！　二切れずつ！」

　そう言って、秋月マキシこと山田牧子はいそいそと居間から出て行った。

『何だあいつ。急にキャラ変わったぞ』

「さあ、何か良いことでもあったんじゃないの？」

　良いことって何だろうか。少なくとも、この居い直なおり強ごう盗とう共の登場は、史上最大最悪のことだと思うんだけどな。

『つーか、マキシの家に行くのなら、最初からそう言えよな』

「驚おどろいた？　ちょっとしたサプライズだったんだけど」

『いらないよそんなサプライズ』

　そもそも、お前が言うサプライズの概がい念ねんが良く分からない。朝起きていきなり襲おそわれたり、いきなり吊つるされたり、そういったペインフルなサプライズイベントが多過ぎるんですよ。

『サイン会を知る人物って、マキシのことだったんだな』

「ええ。サイン会について詳しい奴と言えば、あの白いのが適任でしょう。仮にもアイドルなんだから、そういったイベントには慣れている筈だし」

『そうだよな、アイドルだもんな』

　最近はもはやアイドルらしさがまるで見えて来ない、秋月マキシではあるが。

　それでも、紛まぎれもなく、十全に、今を時めくアイドル作家なのである。

「強調すると、よりうさんくさく感じるのは何故かしらね」

　何でだろうね。




　さて、マキシが去った山田家の居間の中。

　夏野は、お行ぎよう儀ぎ良よく座布団に正座して待ち。紅葉は、日本式の家屋が珍しいのか、部屋の中をきょろきょろと見回している。それにつられて、俺も思わず部屋の中を見回してしまう。

　居間の中央にあるテーブル。使い込まれてペチャンコになっている座布団。すっかり変色している畳。ガラスの引き戸式の戸棚と、その上に置かれた将棋のコマの置物。沢山の写真立て。人の顔のように見える天てん井じようの木目。補ほ修しゆうされた跡のある襖ふすま。少し古くささを感じるが、特に何の変へん哲てつもない普通の家。とても、今を時めくアイドルの実家とは思えないような平凡な、しかし温かみを感じる家である。

　ただ一つ、指し摘てきするとすれば。

『本がない』

　それだ。

『話が違うじゃないか。本があるんじゃなかったのか』

　いくら居間とはいえ、本がないのはおかしい。秋月マキシ、仮にも作家の実家なんだ。常に手の届くところに一冊や二冊、五冊や一〇冊の本があって然しかるべきだろ。

『いや、まさか……どこかに隠されているのか』

　そうだ。そうに違いない。作家の家に本がないなんて、そんな事がある筈ない。きっと海かい賊ぞく王おうの財宝のようにどこかに隠されているのだ。この世の全てがそこに置かれているに違いない。

『どこだ？』

　望む本を求め、居間中を見回す。

『……どこだっ!?』

　全力全開で視線を走らせて。

『ん？』

　それを見つけた。

　本ではない、穴だ。

　補修された襖に、小さな穴が空いている。子供が悪戯いたずらで突つついているうちに空けてしまったかのような、丁度指一本分ほどの小さな穴。その穴から、誰かが覗いている。

『誰だ？』

　空いた穴から覗く、くりんとした瞳ひとみ。気のせいかと思ったが、しかし一度気が付いて見ればそれは明らかで。

『春海君も気が付きましたか？』

『九郎さん？』

　俺の横、座布団の上に停まっている九郎さんが、神しん妙みような様子でこちらを見る。

『ずっと、僕達のことを窺うかがっていたようです』

『え、いつから？』

『分かりません。ひょっとしたら、この居間に上がって来た、その時からかも』

『そんな、最初からじゃないか』

　ということは、マキシとのやり取りも全て見られていたってことか。いや、見られていたというよりも。

『監かん視しされていた、ということでしょうか。いや、ひょっとしたら盗とう撮さつかも』

『盗撮!?　まさか、そんな物ぶつ騒そうな』

『何を言うんですか春海君。ここはアイドル、秋月マキシ先生のご実家なのですよ？　監視カメラの一つや二つ、熱烈なファンがこっそり忍び込んで設置していても、何らおかしくはありません!!』

『どう考えてもおかしいよね!?』

　怖過ぎるだろ。それは一体どこのサイコな世界での常識なんだよ。まだマキシが、自分の姿を撮さつ影えいする為ためにカメラを設置しておいた、とかの方が納なつ得とく出来るよ。それはそれでどうかと思うけどさ。

『でも僕は、紅葉の部屋で同じことをやろうとしていましたよ？』

『まあ、あんたはそうかもしれないけどさ』

　平常運転この上ないな、このカラス。

『全く、僕以外が紅葉を勝手に監視するなんて、そんな事は許せません!!　これはもう肖しよう像ぞう権けんの侵害ですよ！　あと兄貴権の侵害!!』

「…………」

　九郎さんの背後。紅葉が、大変冷たい視線をこちらに向けているのが見えたので、俺の方から特に言うことはないです。このカラス兄の株価については、あと人生を七回繰くり返かえしても底値から動くことはないと思うので放ほうっておこう。そもそも何だよ兄貴権って、あんたの場合は兄危険だろうが。

「…………」

　しかし、そんな会話をしている間にも、襖の穴の中の瞳は俺達に向けられ続けている。正直、気き味みが悪い。夏野達はあの視線に気が付いているのだろうか。

「どう思う、姫萩紅葉。とりあえず斬ってみようかしら？」

「そうですね。撃うってみるのも良いかと思いますが」

『斬っても撃っても駄目だよ!?』

　気が付いていたらしい。そして危ない所だった。何でそんな、暴力的な方向に話が進んでいるんだよ。自分達が招かれざる客だっていうことを忘れているの？　ただでさえ押し入っているんだから、これ以上のトラブルは止やめようよ！

「うるさい犬ね。そんなに気になるのなら、自分で襖を開けてみればいいじゃない」

『え、俺が？』

「大丈夫よ、特に妖よう気きは感じないから」

『そうか、妖気は感じないんだな』

　つまり、それってどういうこと？　俺、学校で『妖気』って習わなかったから良く分からないんだけど、安全っていう認識で良いの？

「しょうがないわね。ほら」

　突とつ如じよ立ち上がり、襖に向かって歩き出す夏野。

　近寄ってきた夏野に驚いて逃げ出そうとしているのか、襖がガタガタと音を立てて揺れる。しかし時既に遅く、夏野の腕が襖の取っ手に伸び、勢い良く開かれた。

「にゃっ!?」

　開かれた襖。その奥にいたのは小さな影。

　今まさに逃げ出そうとしているかのような体勢だったが、既に襖が開かれていることに気が付くと、恥ずかしそうにこちらを見る。

「こ、こんにちは！　車椅子のお姉ちゃん！　ハサミのお姉ちゃん！」

　金髪の三つ編みを揺らし、丁寧にお辞じ儀ぎをする女の子。

　マキシの妹、山田雛子だった。




「こんにちは、山田雛子さん」

「こんにちは、雛子ちゃん」

　雛子の元気な挨あい拶さつに、紅葉と夏野もそれぞれ挨拶を返す。

「えへへー、こんにちは！　ワンちゃんも！　カラスさんも！」

『ああ、こんにちは』

『こんにちは、雛子ちゃん』

　俺も九郎さんも、どうせ聞こえないだろうが挨拶を返す。

　襖の穴の主は雛子だった。良かった。とりあえず九郎さんの想像していたような、最悪の事態は免まぬかれた。斬ったり撃ったりしなくて本当に良かった。危うく、白昼の大だい惨さん事じが訪れるところだった。

『何だ、雛子ちゃんだったんですね。盗撮犯だったら、後で紅葉の写真を譲ゆずって貰おうと思っていたんですが』

　このカラス、まさかのガッカリ反応かよ。凄すごいな、紅葉を撮とられたいのか撮られたくないのかどっちなんだよ。最終的にどういう方向に進みたいんだこのシスコンは。

「えへへー」

　開いた襖から、トテトテと居間の中へと入って来る雛子。

　マキシに買って貰ったという『旅人と白猫』の絵本を大切そうに胸に抱えている。前に遊園地で見た時よりも堂々としているように見えるのは、自分の家にいるという安心感からだろうか。もしくは絵本を抱いているからかな。うん、分かるぞ分かるぞ。俺も、そうしていると精神が安定するもんな。

「あのね、今日は学校がお休みでね。お姉ちゃんと一緒にお留る守す番ばんしていたんだよ！　お父さんお母さんお爺じいちゃんお婆ばあちゃんに小こ太た郎ろうもみんな出かけちゃったから、ヒナとお姉ちゃんの二人でお留守番なの！」

　そういえば、今日は祝日だったな。居間の壁に掛けられたカレンダーの日付は確かに赤く塗ぬられている。

『あれ？』

　でも、さっきマキシは『家には誰もいない』と言ってなかったっけか。それに、どうして雛子は、わざわざ隠れてこっちの行動を窺うようなことをしていたんだ？

「あのね、本当はお姉ちゃんから『ヒナは絶対に出て来ちゃ駄目よ！　絶対よ！』って言われてたんだけど」

「へえ、そんな事を言っていたの？」

　雛子の言葉に、夏野が反応する。

「うん。特にハサミのお姉ちゃんには、絶対に近寄ったら駄目だって。すっごい危ないからって！」

「ほほう」

『まあ、あながち間違ってはいないんだけどな』

　危険ですよね、この人。ハサミを持って、闘争心に満ち溢れた、暴力女。それは危険ですよ、妹を近づけたいとは思わないだろうさ。

「お仕置き決・定」

『ほら、そういうところが危険なんだよ』

　今すぐ雛子には逃げ出して欲しいところだけど。将来の為に。

「でもヒナね。どうしても、お姉ちゃん達に、言いたいことがあって！」

　夏野のハサミが俺に向かって伸びようとしたところで。

「あのね。この前、遊園地で、ヒナの絵本を一緒に探してくれてありがとう！　ヒナを、ガレキから助けてくれてありがとう！」

　小さな身体からだを震ふるわせて、雛子が叫ぶ。

　突然の大音量に、棚のガラスが衝しよう撃げきで揺れる。

「あのねあのね、どうしても、直接お礼を言いたかったの。お手紙にも書いたんだけど。えへへ」

　僅かに目尻に涙を浮かべ、『旅人と白猫』を胸に抱きながら、雛子は満面の笑みを浮かべる。その姿は、まるで太陽のように輝いていて。

「山田雛子さん」

「雛子ちゃん」

　それを見た紅葉と夏野の二人の表情も僅かにほころんで。しかし同時に。

「ちょっと、何か大きな音がしたけど。あたしがいない間に、何か変なことしてないでしょうね!?　余よ所そ様さまの家なんだから大人しくしてなさいよね!!」

「お姉ちゃん！」

　姉が来た。

「ってヒナ!?　そこで何やってるの？　出て来ちゃ駄目って言ったでしょ。その黒いのに近づいたら危険なのよ！　離れなさい！　ほら、今すぐこっちに来なさい！」

「嫌だもん！　ちゃんとお姉ちゃん達にお礼を言いたかったんだもん！　べー！」

「なっ!?」

　雛子は、片目を閉じて舌を出す。

　そんな妹の態度に、マキシは面おも白しろい程に狼狽うろたえる。

「は、反抗期!?　ちょっと黒いの！　あんた、あたしの妹に一体何を吹き込んだの!?　ヒナが不良になったらどうするの!?」

「へぇ。随ずい分ぶんな言いようじゃない。そんなの、アナタと一緒にいる方がよっぽど不良になるんじゃないかしら。姉に似て露出狂にならないよう、気を付けなさいよ」

「ろ、露出狂じゃないって言ってるでしょ!!　つーか、ヒナの前でそういうことを言うんじゃないわよ!!」

　マキシは手に持っていたお茶のセットをテーブルの上に置くと、そのまま夏野に食って掛かる。

　当の雛子はと言えば、紅葉の膝ひざの方にくっついて、二人の言い合いをにこにこと笑いながら見ている。目の前で姉がいじられているというのに、しっかりした子ですね。これで、本ほん田だ書店の本田弥生やよいよりも年下だって言うんだから凄い。まあ、弥生の方も、ある意味ではしっかりしているけれど。向こうは向こうでオッチャンの反面教師っぷりが半端ではないからな。

　うむ、次代を担になう人材は、着々と成長しているな。




「それで、サイン会についてだったわよね？」

　ひとしきりマキシがいじられ、落ち着いたところで、本題に入る。

「はい、今度行われるサイン会について教えて頂きたいのですが」

「良いわよ！　任せなさい！」

　山田家の居間。マキシの持ってきたお茶セット一式が並べられている。午前中に佐茅が淹れていた紅茶とは違う、急きゆう須すで淹れた緑茶と、何だか良く分からない和菓子が振る舞われていた。凄く実家っぽいです。

　テーブルを囲むのは、夏野と紅葉、俺、九郎さん。そして。

　罠捜そう索さくを終えて戻ってきた佐茅。罠は特に見当たらなかったらしい。そりゃそうだ。

　同席を許された雛子。紅葉の隣でソワソワした様子を見せながら体育座りをしている。

　そして、最後の一人にして、最も目立つ人物は。

「さあ、サイン会のことなら！　このシャイニングティーチャー、秋月マキシに何でも聞きなさい!!」

　光ってる。

　超光ってる。

　屋内なのに、つーかこいつの実家なのに、凄く光っている。

　お茶を淹れている間に着替えたのだろうか、先程までのジャージと服装が違う。白いタイトスカートのスーツを着こなし、長い金髪を後ろで纏まとめ、細いフレームの銀ぎん縁ぶちメガネをかけている。背後には、これまたいつの間に用意をしたのか、大きなホワイトボード。手の中には、伸しん縮しゆく自じ在ざいの銀色の指示棒。つまりは、女教師の恰かつ好こうだ。妙に似に合あっているように見えるのは、アイドルとしての実力だろうか。堂々とした様子で、俺達を見下ろしている。

「わーい！　お姉ちゃん格好いいー！」

「そうでしょ、そうでしょ！　大人っぽい色気も出せるあたし、輝いてるっ!!」

「わーい！　シャイニーング！」

　マキシのポージングと衣い装しように対して、しっかりと反応を示す雛子。

　そういう無む邪じや気きな反応が、逆に新鮮だ。最近の俺と来たら、マキシの奇行にすっかり慣れてしまっているせいで、冷めた視線を向けながら『はいはい、輝いてる輝いてる』と適当に呟つぶやくだけになってしまっている。こんな素す敵てきリアクションを取ってくれるとは、実に良く出来た妹である。常にマキシとセットでいて欲しいものです。

　ところで、さっきからマキシさんが、俺の方を一いつ切さい見ようとしないんだけど、ひょっとして存在を無視されているのだろうか。犬嫌い、まだ克こく服ふく出来ていないのか。一回吠ほえてみようかな。マズいかな？




　ひとしきりポージングを決めた後、マキシは大きな声で語り始める。

「っていうかそもそも、今更聞きに来るなんてどういうことなの!?　サイン会はもう来週だって分かってるの!?」

『え、そうなの？』

「確か鈴菜は、五月の連休って言ってたわね。そう考えると……確かに来週ね」

『俺良く分からないんだけど。そんな間近のイベントに対して「サイン会？　何それ分かんな～い」な状態でいいものなの？　俗に言う手遅れって奴じゃないの？』

「作家は、世の中の時間の流れとは別のところで生きているのよ」

『いや、それは世間一般で言うところの駄目人間という奴だよね？』

　ついでに常識とも別のところで生きておられるのですね。

　まあ、さすがに鈴菜がちゃんと準備をしてくれているんだろうけど。さっきの電話に出なかったのは、本当に忙しく働いているからなのかもしれない。

　と、教師の目がこちらを向く。

「コラそこの黒いの！　聞いてんの!?」

　マキシの手によって、チョークが投げられて。

「──ッ!?」

　瞬間、煌きらめく夏野のハサミ。直後に、チョークは空中で粉々に散った。

「あらあら、この暴力教師が、急にチョークを投げつけて来るなんて、一体どういうつもりかしら？」

「何よ、人の話も聞かないでブツブツ独り言を呟いている方が悪いんでしょ!!　このマキシ先生のはちみつ授業を聞く気がないのなら出て行きなさいよ!!」

「何がはちみつ授業よ。アナタのなんて、はえみつ授業よ」

『うん、とりあえず二人とも落ち着いて？』

　一文字違うだけで、街全体がゾンビに侵されるような感じになっちゃっているから。

　というか夏野さん、雛子が見ているので、そういう非常識なハサミの使い方は見せないで欲しいんですけど。あと、ホワイトボードにチョークは不向きだと思うんですが。何それ、ひょっとして投とう擲てき用ようのチョーク？

　ハサミを向ける夏野と、更なるチョークを手に取るマキシ。マキシによる講こう義ぎは、早くも学級崩ほう壊かいの様相を呈ていそうとして。

「聞きましょう、夏野霧姫さん」

　しかし、二人に横から声が掛けられる。

『……紅葉？』

「私達は、知らなければいけないのですから」

　告げられたのは紅葉の抑よく揚ようの無い声。その顔に浮かぶのは相変わらずの無表情ながらも、どこか咎とがめるかのような色も含んでいて。

「違いますか？」

「……分かったわよ」

　その紅葉の言葉を聞いて、夏野はしぶしぶといった様子で腰を下ろす。

「では、お願いします」

「へ？」

「山田牧子さん。講義の続きを」

「あ、講義。サイン会についての講義ね！　分かったわ！」

　紅葉の言葉に、マキシも慌あわてて反応をする。

　紅葉による仲ちゆう裁さいとは珍しい。こんな風に周囲を気き遣づかうような態度を取ることは、もしかして初めてではないだろうか。思わず驚きの視線を送ると、紅葉はこちらにこっそりとピースサインを向けてくる。

　外の世界へ出て、紅葉の中でも何かが変わりつつあるのだろうか。




「じゃ、じゃあ始めるわよ!!　いい？　そもそも、作家にとってのサイン会っていうのはね!!」

　マキシは、クイっとメガネを直す仕草をしてから、語り始める。

「書店や催さい事じ場じようを会場として利用し、読者が持ち寄った著作や色紙に対して、作家が自身の署しよ名めいを行うというイベントなのよ！　つまりは一種のファンサービスね！」

『お前もかよ！』

　もういいよ。そのネタ三回目だよ。それってどっかの辞書に載のっているお決まりの文言なの？　何辞林の第何版掲けい載さい？　それとも全員が無意識で繫がってるの？　阿あ頼ら耶や識しきなの？

「まあ、あくまでもこれは定義だけどね！　ちなみにこの秋月マキシ様クラスになると、サイン会どころか握あく手しゆ会かい、ハイタッチ会など、様々なイベントが開かい催さいされるのよ。勿論個人で！　どれも長ちよう蛇だの列が出来るんだから!!」

「わーい！　お姉ちゃん格好いいー！」

「常に求められ続けるあたしってば、輝いてるぅ!!」

「わーい！　シャイニーング！」

『打ち合わせでもしてんのかよ。もう良いから話を進めろって!!』

　黒服といい、雛子といい、マキシは周りの人間に恵まれていると思う。こいつの周りは何でこんなにマキシのことを好きな奴が多いんだろうか。本人含めてさ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【戦車のようにゴツい車】……　森もり部べ佐茅の愛車として、幾いく多たの戦場を走破して来た装そう甲こう車しや。対戦車砲の直ちよく撃げきにも耐えると噂うわさされるフロント部分、電車が突っ込んで来ても平気だというバンパー、地雷原を無傷で突っ切ると評判のタイヤ。ちょっと最前線を横切ってコンビニに行きたい時などにお勧すすめ。

【兄貴権】……　兄が兄である為の権利。これを失った兄は、兄でなくなり、妹の前に立つことすら許されなくなるという。兄は、この権利を死ぬ気で守らなければならないのだ。ただし妹の側から一方的に破は棄きされることがある。兄は死ぬ。






　マキシによるサイン会講義は長時間に及んだ。

　時折ポージング講座やら、アイドル裏話などを交え、聴きいている者を飽あきさせない工夫は流石さすがであった。しかし正直なところ、講義の内容よりも、サイン会にまつわるエピソードの方に、俺は心を奪うばわれたのだった。

　村おこしの一環として行われた離り島とうでのサイン会のエピソードや、アイドルの地方巡じゆん業ぎようの一環として、ダム建設反対のシンボルに祭り上げられたサイン会のエピソードなどなど。どれも涙無しに聞くことは出来ない話ばかりだった。いつも勝手に自じ爆ばくしていく若手芸人系アイドルだとばかり思っていたけれど、マキシもここに来るまで、結構大変な道を歩いていたんだな。

　是非とも、それらのエピソードを纏めて一冊の本にして貰いたいところだけれど。第一に、読者の求めるものを書くべきだというマキシの作家性からすれば、自分の過去にまつわるエピソードなどは二の次に過ぎないのかもしれない。ここに求める読者がいるんですけど、ＹＯＵ書いちゃわないの？

　しかし、そんなサイン会の講義も、いよいよ終わりを迎えようとしている。

「とにかく！　サイン会ってのは、作家と読者が直接触れ合える場所なのよ！」

　結局何も書かれることのなかったホワイトボードを叩たたき。肩で息をして、頰を上気させながら、力強く宣言する。

「あたし達は作家よ。だから書いた本で勝負をすれば良いと、そう思うでしょ？　別にサイン会に対して、そんな気合いを入れる必要なんてないって、そう考えるかもしれないわ。でもね、そんな気の抜けた作家の姿は、読者にとってはどう映るかしら。わざわざサイン会に来てくれるような熱心なファンの目に、あたし達をいつも支えてくれている読者の目に、わざわざサイン会を開いてくれた皆の目に、一体どう映るかしら？」

　秋月マキシという作家の生き方。

　そのものをぶつけるかのように、言葉が放たれる。

「作家からしてみれば、沢山の読者の中の、たった一人に過ぎないかもしれないけどね。でも、読者からしてみれば、その瞬間こそが唯一、作家と一対一で向き合える瞬間なのよ。だからあたしは、どんな時でも絶対に気を抜かないわ。その日に見た秋月マキシが、気の抜けた秋月マキシだったら。いつもよりも、ほんの少しでも輝いていない秋月マキシだったら。その読者を、ファンを、皆をガッカリさせることになるもの！　そんなの、ぜんぜん、ぜんっぜん輝いてないわっ！！！」

　そう、大きな声で言い放ったマキシ。すっかり冷めてしまったお茶を一気に飲み干すと、居間を見渡す。

「以上よ。何か質問はある!?」

　言いたいことを全力で言い切ったのだろう。マキシはふらつきながらも、しっかりと立っている。あれだけ長く喋しやべり続つづけていながら声が全く嗄かれていないのは、アイドルとしての鍛たん錬れんのたまものだろうか。

「成なる程ほど、それがサイン会というものなのですね」

　静まり返った空気を破ったのは、紅葉。

「良く分かりました。ありがとうございます」

「別にお礼なんて良いわよ。知ろうとしている奴にきちんと教えてあげるのも、先せん輩ぱいの務めだもの。で、黒いのは、質問ある？」

「まあ、言わんとすることは良く分かったわ」

「相変わらず鼻につく言い方をするわね、まあいいけど……って、ヒナ？」

「くー……」

『ん、寝ちゃったのか、雛子』

　雛子は、小さな寝息を立てて、座布団の上に横たわっている。横に停まっている九郎さんが、そっと様子を見つめている。

『無理もありません、結構難しい言葉も多かったですから。小さな子供には、少し退たい屈くつだったかもしれません』

『そうだな。でも、聞けて良かったよ、俺は』

『ええ、僕もそう思いますよ』

　実に有ゆう意い義ぎな時間だった。秋月マキシという作家の想おもい。読者に向けた想い。それを聴くことが出来て本当に良かったと、心の底からそう思う。




　マキシは寝入ってしまった雛子の側に近寄ると、お姫様だっこの体勢で抱きかかえる。

「あんた達、悪いけど今日はもうお開きでいい？　この後、晩ご飯の準備もしなければいけないのよね」

『って、そんな時間か』

　外を見れば、既に日が傾かたむいている。随分と長い時間、マキシの話を聞いていたようだ。確かにこれ以上の長居は迷めい惑わくだろう。

「まあ、聞きたいことも聞けたし、私は問題ないわ」

「私も、問題ありません」

『はい、紅葉も疲れているようですし、この辺で良いでしょう』

「お嬢じよう様さまに無理はさせられないからねぇ」

『じゃあ、帰るか』

　全員一致で、山田家からお暇いとますることにする。

「帰って夕飯の用意もしなきゃいけないものね。ねえ飯犬。今晩は何が食べたい？」

『そうだな。まずは本が読みたいな』

「一度本を煎せんじたスープでも飲ませてやろうかしら」

『絶対に止めろよ。読めなくなるだろ』

　早く帰って本が読みたい。マキシから良い話が聞けたとはいえ、それはまた別腹だ。本を読まないことには、一日は終わらないのだ。

「じゃあ姫萩紅葉、勝負の方法については、帰ってから決めましょう」

「そうですね」

　そんな何気ない、夏野と紅葉の去さり際ぎわの会話を。

　聞きき咎とがめるような声が、あった。




「………………………………勝負？」




「そうね。でもまあ、読者が大勢来るって事は分かったんだから、やっぱり個人個人の撃げき破は数すうを競きそうっていうのが良いんじゃないかしら。バリエーション豊かな撃げき滅めつ方法を繰くり出だせば、来てくれた読者も楽しめると思うわよ」

「成程。それなら私の天鳥船も少し対人用のシステムのバリエーションを工夫して」

『だから止めろっての!!』

　楽しむどころか、トラウマを植え付けられるだけの結果に終わるんだよ！　そんなサイン会、絶対駄目でしょ！　まだサイン会について勘かん違ちがいしているの!?　さっきのマキシさんの話聞いてたの!?

「ちょっ、ちょっと待ちなさい、あんた達!!」

　と、急に響いた叫び声に振り返れば。

　雛子をお姫様だっこの体勢で抱えたマキシが、廊ろう下かに立ちふさがる。いや、そこに立たれると、俺達帰れないんだけど。

「何よ白いの。そこをどきなさい」

「ちょっ、ちょっと待ちなさいよ！　あんた達、勝負って、どういうこと!?」

　マキシの全身が、ワナワナと震えている。

「勝負は勝負よ。アナタ、いつもバカの一つ覚えみたいに、勝負勝負って言っているじゃない。まさか言い過ぎて忘れてしまったの？　まだ若いのに、かわいそう」

「し、知ってるわよ！　勝手に哀れまないでよ！　そんな事より勝負について教えなさいよ！　勝負って、一体いつ!?　　どこで!?　誰と誰が!?」

「はい。今度のサイン会で。私と、夏野霧姫さんが」

「ええ。今度のサイン会で。私と、姫萩紅葉が」

「ちょおっとおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉ！！！」

　マキシが壊れた。

「何で、何でそんな大切なことをあたしに内ない緒しよで進めているのよっ!?」

「はぁ？」

「あんた達!!　珍しくあたしに頼って来ると思ったら、そんな裏があったのね!!　あ、あたしを除のけ者ものにして！」

「別に、除け者にしたつもりは」

「ありませんが」

「信じられない！　あたしがどれほどこの時を待っていたと！」

　夏野と紅葉、二人の言葉に、しかしマキシは聞く耳を持たないというように首を振る。

　抱えていた雛子をそっと足元に下ろすと、すぐに顔を上げ。

「あたしもその勝負、参加するわよ！」

　そう、叫んだ。

「秋山忍！　姫萩紅葉！　勝負よ、勝負しかない!!　この三千世界に輝く秋月マキシ様こそが地上の太陽、並び立つ存在なんていないことを証明してあげるわ!!」

　その瞳に、強い力を宿して。

　その声に、強い力を込めて。

「絶対に、絶対参加するわ！　絶対に負けないんだから！」

　秋月マキシが、叫んだ。

「……まぁ」

「……そうですね」

　そんなマキシの叫びに対し、夏野と紅葉はと言えば。

　一度お互いを見つめ合った後。

『へ？』

　共に、俺を見下ろしてきた。

「駄犬。ア、アナタはどう思うの？」

「和人さんは、どう思われるのですか？」

『え、何で？　何で俺に聞くの？』

「いいから答えなさい。ＹＥＳかＮＯか。今すぐに。三秒以内に。時間切れになったら斬る。三、二……」

『ＹＥＳ！　ＹＥＳで！』

「セイッ!!」

『って、危ねえ!?』

　銀色のハサミから緊きん急きゆう回かい避ひ成功。

　何で斬りつけられたの？　時間内にきちんと答えたよね？

「そう、つまりアナタはあの白いのにも手を出そうというのね？」

『そんな事言ってないよね!?』

　そもそも『手を出す』って何!?

「それが、和人さんの選択なのですか？」

『はぁ？』

　紅葉まで何を言っているの？　いや、そもそもこの展開の意味が全く分からないんだけど。何で選択権が俺に委ゆだねられた上に斬られなきゃいけないの？

「まあ、駄犬がそこまで泣いて懇こん願がんするというのなら、私としても否定するのは忍びないわね。アナタはどう思うの、姫萩紅葉」

「私も、和人さんが一生のお願いと仰おつしやるのでしたら、吝やぶさかではありませんが」

『だからそこまで言ってないよね!?』

　俺がマキシの為に、そこまでやる義理はないんだけど!?

『で、でもまあ、一緒にやれば良いんじゃないのか？』

　秋山忍。

　姫萩紅葉。

　秋月マキシ。

　三者三様に、それぞれの流りゆう儀ぎを持ち、自らの筆を揮ふるう作家達。

　作風も違う、読者層も違う、そして生き方も違う、三人の作家達。

　それがこうして一つの場所に集まり、勝負した結果がどうなるのか。単純に一人の読者として興味があるのは確かだ。どちらにしろ、サイン会自体は三人で行うことになっているのだ。だったら、その勝負とやらも三人でやればいい。普段から勝負勝負とうるさいマキシのことだ。断ったりしたら、後から余計に面めん倒どうくさいことになりそうだし。それにほら、マキシさん、一人除け者にされたせいで完全に泣きそうだ。

「……はぁ、分かったわ」

　夏野がため息交じりに頷うなずき。

「そうですね。和人さんが言うのならしょうがありません」

　次ついで、紅葉も無表情で頷く。

「いいわ、白いの。それじゃあ、三人で勝負をしましょう」

「そうよね当たり前よね！　遅過ぎた決断だわ!!　長く続いた因いん縁ねん、ついにカタを付ける時が来たってことよ！」

　夏野の言葉を受け、マキシは高らかに声を上げる。

「よしあんた達、さっき勝負の方法が決まっていないって言ってたわよね？　ちょっと待ってなさい。こんな事もあろうかと、サイン会をやるって決まった時から考えていた、とっておきの勝負方法があるのよ。今から、それが書かれたノートを持ってくるわ！　そうだ、何だったらうちで晩ご飯も食べていけば良いわ。今晩のメニューはシャイニングチャーハンよ！　あぁ、ライバルに対しても我が腕を存分に振るう器うつわの広いあたしってば輝いてる!!」

　そんなこんなで。

　結局夜遅くまで、サイン会における勝負方法が協きよう議ぎされることになった。

　マキシの用意したホワイトボードが盛大に活かつ躍やくし、サイン会についての議論は白熱したのだった。

　山田家、熱狂の一夜である。

　まあ、賑にぎやかなのは良いことだ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ジャージ】……　秋月マキシの普段着。実家にいる時は、この恰好である。一見して単なるジャージに見えるが、しかしそこは腐ってもアイドル、良く見れば裏地に細かな刺し繡しゆうが施ほどこしてあったり、とても上質な布を使っていたりするという。ただし見た目は単なるジャージだ。

【シャイニングティーチャー】……　面倒見が良いマキシの教え方は中々上手で、ひょっとしたら教師になっていたのかもしれないと思わせる程である。ただし輝き過ぎてホワイトボードが見えない。まず逆光になっているから見えない。


















　　　四月　三〇日






「あ、あの～、秋あき山やま先生？」

　その日、朝一で夏なつ野ののマンションを訪れたのは、秋山忍しのぶの担当編集者である柊ひいらぎ鈴すず菜なだった。鈴菜は部屋に入ってくるなり、夏野のご機き嫌げんを伺うかがうように話を切り出す。

「あれ、秋山先生!?　お胸、ちょっと大きくなられたんじゃありませんか!?」

『過ぎるよ！　ご機嫌伺いが過ぎるよ！』

　何しに来たんだか知らないけど、話題の切り出し方が下へ手た過ぎるだろ。

「う、うるさいですよ！　これも全すべて作戦のうちなんですから！　お犬さんは黙っていて下さいますか!?」

『はぁ？　作戦？』

「そうです！　秋山先生の、有るんだか無いんだか分からないお胸をどうにか褒ほめちぎって良い気分にさせた後なら、多少無茶なお願いをしても押し通せるという、秘密の作戦なんですよぉ！」

　拳こぶしを握り締め、声高に叫ぶ鈴菜。

「いいですか！　この作戦を遂すい行こうするには、大変緻ち密みつで高度なテクニックが必要になってくるんです！　だから」

「ほほう、秘密作戦ねぇ」

「ひいいいいぃいいい!!　聞かれていたのですかぁぁぁぁ!?」

『お前の頭にはメロンパンでも詰まっているのか？』

　秘密作戦とやらをあんな大声で叫ぶとか、頭が日本晴れとしか思えない。秘密なら秘密で、秘密にする努力をしろよ。どうして本人の前で叫ぶんだよ。

「で？　有るんだか無いんだか分からない私のお胸が、どうしたって言うの？」

「はい先生！　私の見立てでは、先日お会いした時と比べて、〇・〇〇三マイクロセンチ程大きくなっているような気がしないでもないというか、いややっぱり気のせいかもしれないというか！　ありがとうございます！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　ご大たい層そうな秘密作戦の志こころざし半ばで、高速の百ひやく烈れつ踏みつけを食らうことになる柊鈴菜である。こいつ、何をしに来たんだ。まさか、踏まれて喜ぶ為ためだけに来たのか？　じゃあもう目的を果たしたんだから帰ってくれないかな。

「ふう、まあいいわ」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！　ありがとうご……って先生？」

「良いところに来たわね、鈴菜。丁ちよう度ど、こっちから連絡をしようと思っていたところだったのよ」

　夏野は、鈴菜の身体からだから足を離すと、リビング中央に置かれたちゃぶ台の前に着席する。鈴菜もまた、突然止やんだ踏みつけに名残なごり惜おしそうな表情を浮かべながら、夏野を視線で追いかける。

「良いところって、まさか新しい拷ごう問もん器き具ぐでも注文なさったんですかぁ!?」

『それはそんなに眼を輝かせるような知らせなのか？』

　本当に何をしに来たんだこいつは。

「違うわよ。真ま面じ目めな仕事の話」

「はい？　仕事の話？」

　夏野の言葉に、鈴菜は首を傾かしげて。

「何よ、何か不満なの？」

「い、いえ、何というか、先生が仕事の話で私を待っていた、なんて事を仰おつしやるのが意外というか想定の範はん囲い外がいというか。えっと、どうしたんですか先生？　お腹なか痛いんですか？　何か嫌なことでもあったんですか？　さっきの踏みつけの回数、ちょっとキリが悪かったみたいでしたけど、もう一回踏んづけておきますか？」

　夏野は、無言で鈴菜にカカト落としを決めた。

「じゃあ、仕事の話をしましょう。ほら、そこの座ざ布団ぶとんに座りなさい」

「はぁい」

『もう嫌だこいつら』

　まあ、鈴菜の反応も分からなくもない。普段なら、第一声が『帰れ』でお馴な染じみの夏野霧きり姫ひめさんである。そんな夏野が、鈴菜の来訪を待ち望んでいたかのような反応を見せたのだ。いつも変態な鈴菜が、いつも以上に挙きよ動どう不ふ審しんな振る舞いをするのも当然と言えよう。

　夏野は僅わずかに苛いら立だった様子で、目の前に座った鈴菜に視線を向ける。

「それでね。今度のサイン会について、ちょっと考えていることがあるんだけど」

「なっ!?」

　鈴菜は息を吞のんだかと思うと、一瞬で壁かべ際ぎわにまで移動する。

　そのまましばらく、壁に張り付いて目をぐるぐると回しながらブルブルと震ふるえていたが、急に前を見て大きく跳ちよう躍やく。空中できりもみ回転をしながら、四よつん這ばいの体勢で夏野の前に着地。

「はぁ!?」

　さすがの夏野といえど、そんな鈴菜の行動は予想外だったのか。反射的に思わず距きよ離りを取ろうとして。

「せ、せんすぇええええええええ!!」

「ちょっ!?」

　しかし夏野の動きを、鈴菜が制する。

「サイン会、サイン会って本当ですかぁ!?」

　鈴菜の伸ばした手が、夏野の両手を左右から包み込む。更にブンブンと上下に振るせいで、夏野もつられて上下に揺れる。どうにかそれを振りほどこうとするが、鈴菜の力が予想以上に強いからなのか、離れることが出来ない。

「本当ですよねぇ!?　噓うそじゃないですよねぇ!?」

「あ、あら、私が今まで噓をついたことがあったかしら？」

『結構あったんじゃないか？』

　少なくとも、片手の指では収まらないくらいには。

「本当のことを言わないのは、噓をついたとは言わないのよ？」

『それはどう考えても詐さ欺ぎ師しの台詞せりふだよね』

「うるさい詐犬ね。ご主人様を詐欺師呼ばわりとは……って、ちょっと鈴菜、いい加か減げん放しなさい。揺らすのも止めなさい!!」

「せ、せんすぇえええええええ！！！」

　鈴菜に向けてハサミを振るおうとする夏野。しかし、鈴菜がなおも身体を揺らし続けている為、夏野の手が太もものホルスターに届くことはない。

「うわぁりがとうごじゃいますううううう！！！」

「だから放しなさいってえええええええ」

　しかも段々と揺れが大きくなって来ているせいか、声にビブラートが掛かって来ている。夏野がここまで、されるがままになっているのは珍めずらしい。それだけ、鈴菜の様子もおかしいということだが。

『ん、いやこれはひょっとしてチャンスか？』

　今現在、夏野の動きは鈴菜によって抑えられ、ハサミによる攻撃も封じられている。この状態なら、どんな悪口を言おうとも問題無しだ。

「わわわ忘れてるかも知れないけど、足の指でもハサミは使えるのよ。斬れ味が、手の時とどう違うのか確かめてみるるるる？」

『アッハイ、何も考えてないでっす』

　危ないところだった。上半身を揺らされながら、足の指をニギニギさせている夏野。調子に乗る隙すきは、微み塵じんもないらしい。良かった。『それだけ揺れても胸は揺れないんですね』とか『目の前で超揺れてる奴の半分でもあれば良かったのにね』とか考えなくて良かった。事実だけど。

「おおおおお仕置き一回ねえええええ」

『ズルい、考えてないって言ってるのに!!』

　まあ、考えていたけども。


　　　　　　　　



　しばらく揉もみ合あいになっていた二人だったが、夏野が一瞬の隙を突いて強ごう引いんに鈴菜を押し倒し、ハサミで数回斬きりつけることで、どうにか落ち着いたらしい。落ち着いたっていうか、これ死んでんじゃないの？

「ともかく鈴菜、サイン会についてなんだけど」

「はぁい」

『あ、生きてた』

　服装の至る所をハサミで斬られているその現状は、どちらかと言えばゾンビみたいだけど、まあ普段からゾンビみたいな動きをする奴だから、特に問題はあるまい。

「先程は申し訳ありませんでした。つい嬉うれし過すぎて取り乱してしまいましたぁ」

「何よ、嬉し過ぎるって」

　ちゃぶ台を挟はさんで二人が向かい合う。

「だってだって、まさか秋山先生の方から、サイン会について考えていることがあるだなんて。そんなこと言って頂けるとは夢にも思わなかったんですものぉ。本当にサイン会に参加して頂けるんですねぇ!!」

「はぁ？　この前、きちんと参加するって伝えたじゃない」

「そ、それはそうですけど。でも、先生のことだから、急に気が変わったなんてことになるんじゃないかと思いまして。今日は、その辺りの意思確認に来たんですよぉ」

　鈴菜はちゃぶ台の上に身を乗り出すと、夏野に向けて大きく口を開けて見せる。

「見て下さい！　ほら、先生が『やっぱり嫌だ』とか言い出した時の交渉用に、奥歯に自決用の劇げき薬やくを仕込んで来たんですよぉ。いざとなったら、私の命と引き替えにでも参加して貰もらおうと思いましてぇ」

『それは交渉用じゃない。脅きよう迫はく用ようだ』

　一から十まで怖い奴だな。死を賭とした交渉などあってたまるか。

「大おお袈げ裟さね。ちなみに、姫ひめ萩はぎ紅葉もみじもちゃんと参加するそうよ。勿もち論ろん、あの白いのもね」

「そうですか！　姫萩先生に、秋あき月づき先生も！」

　鈴菜の顔が更に輝く。

「今回のサイン会は、生前の九く郎ろうさんが企画していたものですからねぇ。大だい門もんさんや、副編集長と、絶対に成功させなくてはならないって話をしていたんですよぉ。でも、先生方が参加して下さるのならバッチリですね！」

「ええ、今度のサイン会には、私達三人全員が参加するわ。それで、アナタも協力してくれるのよね？」

「もっちろんですともぉ！　書しよ林りん社しや第二文芸部十じつ傑けつ集しゆうの名にかけて、必ず成功させて見せますともぉ！　九郎さんの弔とむらい合がつ戦せんと参りましょう！」

　立ち上がり、盛大に拳を突き上げる鈴菜。決意の程が窺うかがえる。

「そう、良かった。それでルールについてなんだけど」

「……はい？」

　拳、ちょっと下がる。

「えーと、まずは参加者全員に通し番号付きの投票用紙を配って。あ、偽ぎ造ぞう出来ないようにしないといけないから、コピーガードも必要よね」

「ちょっ、ちょっと待って下さい先生。ルールって何ですか？」

　拳、肩の高さまで下がる。

「ルールはルールよ。ルールがないと勝負にならないじゃない」

「あ、はい、そうですね。確かに、ルールがなければ勝負になりませんよね……って違いますよ！　しょ、勝負って何ですか!?」

『まあ、そりゃ戸と惑まどうよなぁ』

　サイン会の話をしていると思ったら、いきなり勝負とか言い出すのだから。

「私達三人で勝負するのよ。誰が一番票を集められるか、サイン会で競きそうの」

「競うって……そ、そんな事、いつの間に決められたのですか!?」

「昨日」

「昨日!?」

『まあ、これも戸惑うよなぁ』

　寝耳に水にも程があるだろ。そりゃ突き上げた拳も、行き場を失って地に落ちざるを得ない。

　しかし、夏野は全くもって悪びれることなく。

「じゃあそういうことだから、手配をよろしくね」

「い、いえ、あの、先生、手配とか以前に話が全く見えてこないのですが。というか、勝手に色々決められると困るのですが。そういった話は事前にきちんとお話しして頂かないと……」

「別に、勝手じゃないわよ？　昨日話をした時、関係者はきちんと揃そろっていたもの」

「か、関係者って？　どなたが？」

「私と、姫萩紅葉と、あの白いのと、あとは姫萩九郎ね。登とう壇だんする作家全員と、そして企画の発案者が揃っていたのだから、何も問題はないでしょう」

「く、九郎さん!?」

『ああ、確かにいたなぁ。でもあのカラスってば、基本的に「紅葉が可か愛わいい」以外の意見を全く述べていなかったけど。つーか、ほとんど無視され続けていたけど』

「く、九郎さあああああん!?　何をされてるんですかああああ!?」

　優秀な編集者であった姫萩九郎は、肉体と共に死んだのだろう。残ったのはただのシスコンだ。

「ちょ、ちょっと待って下さい先生。そんな、いきなり勝負だなんて言われても。既にサイン会の内容は決まっているんですよぉ!!」

「協力すると、そう言ったわよね？」

「うっ!?」

　しかし夏野に容よう赦しやは無い。先程取った言げん質ちを盾たてに、言葉の刃やいばを鈴菜に向ける。

「姫萩九郎の弔い合戦、なのよね」

「ううぅっ!?」

　怯ひるんだ鈴菜を追いつめるようにして、言葉を重ねて行く。

「弔い合戦というか、弔われる当人も了りよう承しようしている話なのよね」

「ううううううぅっ、で、でもぉ!!」

「協力してくれたら、ご褒ほう美びとして『好きな時に、好きなだけ折せつ檻かんして貰える券』をあげるわよ？」

「そ、そんな、バカにしないで下さい！」

『おお、鈴菜がドＭ話に食い付かないとは珍しい』

　いつもは夏野に責められたら、割とチョロいのに。それだけ、今回のサイン会には思い入れがあるということだろうか。それが編集者としてあるべき姿なんだよね、本来は。普段がおかしいんだもんね、この人は。

「だ、駄だ目めですよ、今回ばかりは！」

　夏野に迫られながらも、首をブンブンと振って必死に抵抗の意思を見せる鈴菜。

　頑がん張ばれ鈴菜！　ここを逃したら、お前は一生変態のままだぞ！　編集者として、最後のチャンスをものにするんだ!!

　そんな鈴菜を試しているように。夏野はハサミを振りながら、悪魔の囁ささやきを続ける。

「ほら、五枚綴つづりを十セット。週一で使っても、一年分近くあるわね。夢のようなドＭライフが送れるわよ」

「た、確かにその券は魅み力りよくですが！　出来ることならばボーナス一いつ括かつ払いでお買い求めたい一品ではありますが！　しかし今回は無理です！　もう決まっていることですし、そもそもこのサイン会が失敗したらビッグファイアからどんな目に遭あわされるか！　そんな券如ごときでは動きません!!」

「あら、オプションも自由に付けられるのに」

「そ、それでも動きません！」

「これまでは使わなかった、新オプションが火を噴ふくというのに。この間、某ルートから仕入れた、某国の航空宇宙局製の器具もあるのよね」

「そ、それは魅力……魅力ですが、まだ！　もう一声!!」

「そういえば、某国の宇宙航空研究開発機構製の拷問器具も手に入れていたような」

「た、楽しみ過ぎる……いえいえいえ、まだ行けるでしょう、先生!!　もっと！　もっと！」

『おい』

　抵抗の意思はどうした。もう既にボッキボキに折れてるだろ。完全に、夏野に下ることを見越した交渉の段階に突入しているじゃねえか。

　夏野もそれを見極めているようで、鈴菜に対し最後の攻こう撃げきに入る。

「今、アナタが決めないというのなら。今私が用意した全ての特典は、そこにいる駄犬が引ひき継つぐことになります。あらゆる苦痛も拷問も、全てを」

『……はぁ!?』

　凄すごいところからとばっちりが来たぞ!?

「くっ!?　ズ、ズルイですよ、お犬さん!!」

『そんな恨うらみがましい目でこっちを見るんじゃない！』

　お前が早く決めないからこういうことになるんだろ。さっさと折れちまえ、いや折れてくれよ。そうしないと俺が大変な目に遭うだろ!!

　夏野と俺の視線を一身に受けた鈴菜は、一瞬ぶるりと身体を震わせて。

「わ、分かりましたぁ！　そこまで言われてしまっては、この柊鈴菜、協力しない訳にはいきません!!　勝負でも何でも、やりましょう!!　この私にお任せ下さい!!」

　柊鈴菜、陥かん落らく。

　やっぱり、こいつには真っ当な編集者は無理だったのか。

「ふう、結構簡単に堕ちたわね」

『いや、お前は何をナチュラルに俺を巻き込んでるんだよ』

「大丈夫よ、拷問器具はみんなの財産だから、アナタも体験していいわよ」

『絶対にノゥ！』

　別に羨うらやましい訳じゃないです。本を読む拷問とかなら受けてみたいけど、痛いのとかキツいのとか辛つらいのとかは嫌です。本を読ませて下さい。本が読みたい。




「それで、先生。一体どのような勝負をお考えなんですか？　先程は、何やら投票用紙の用意という話でしたが」

『お前も、立ち直るの早いな!!』

　鈴菜は、すっかり真面目な様子に戻っている。緩かん急きゆうの差が激し過ぎるんだよ。

「そうね、簡単に言えば人気投票よ」

　夏野は、昨日マキシや紅葉と協きよう議ぎの上で決定したことを、鈴菜に語る。




【ルール】

　一、勝負は、投票によって行う。

　二、サイン会参加者には、入場時に投票用紙を一枚ずつ配布する。

　三、退場時に『今日一番良かった作家の名前』を書いて投票箱に入れて貰う。

　四、サイン会終了後、一番得票数の多かった者の勝利とする。

　五、サインを妨さまたげる行為は厳げん禁きん（物理攻撃、執筆術による妨害、来場者に対して危害を与える行為）。

　六、作家名の書かれていない白票は、全て無効票とする。




「と、まあこんな感じかしら」

「ふむふむ」

　夏野の告げたルールを手帳にメモしながら、鈴菜は安あん堵どしたように呟つぶやく。

「成なる程ほど、分かりました。それくらいの追加事項でしたら、予定していたサイン会と組み合わせても無理はなさそうですし、問題はないかと」

「まあ、そこら辺は場数を踏んでいる奴がいたからね」

　ルールの基本的な部分を決めたのはマキシだった。

　勝負方法についてのマキシの指し摘てき事項は微び細さいに渡り、何より来場者に危険が及ばないように、楽しめるように、といった点についてはかなりのこだわりを見せていた。さすが超銀河系アイドルと豪ごう語ごするだけのことはある。

「でも、思ったよりもマトモで安心しました。あ、勿論良い意味で、です。先生のことですから、ひょっとしたら来場者を物理的に倒した数が一番多い人が勝ちとか、そんな勝負方法が来るものだと」

「何言ってるの、そんな物ぶつ騒そうなことを考える訳がないじゃない」

「ですよねー」

『…………うん』

　黙っておこう。世の中には、真実を告げない方が良いこともあるのだ。

「分かりました。今度のサイン会は、これで行きましょう」

　メモを終えたのか、鈴菜は手帳から顔を上げる。

「他の皆には私から伝えておきます。っと、秋月先生も一緒にこのルールを考えていたということは、既に大門さんもご存じということですよね。大変ですねぇ、大門さんも」

『まあお前も、他人事では全くないけどな』

「姫萩先生の担当編集者、うちの副編集長にも、私からしっかり伝えておきますので、ご安心下さい!!」

「しっかり伝えるって、その副編集長とやらはまだ現れてないの？」

「はい、まだ忙しいようでして」

「何よそれ。まさか副編集長はデータだけの存在だとか、実は存在しないとかなんじゃないでしょうね？」

「いえ、さすがに実在していますよ。今朝だって、私の向かいの机で原稿用紙を頭から被かぶってうんうん唸うなっていましたし」

『一体どんな状況なんだよ』

「まあ、サイン会までには現在抱えている案件も全て片付くらしいので、当日は出て来ると思いますよ。その際に、姫萩先生とお引き合わせをする予定です。なので、サイン会までは引き続き私が、姫萩先生のお世せ話わをさせて頂くことになります」

「ふうん、そう」

　夏野は、何かを考えるような仕し草ぐさを見せる。

「ですから、先生方の勝負に関して、私は中立の立場ということにしましょう。サイン会を無事成功させる意味でも、秋山先生、姫萩先生、秋月先生のどなたにも肩入れをしない方が良いでしょうからねぇ。ああ、勿論当日のサイン会では、担当編集者として秋山先生のお側に控ひかえさせて頂きますが」

「勿論よ。変にどっちかに肩入れされても面おも白しろくないものね。勝負は、公平じゃないとつまらないわ」

　微笑ほほえむ夏野の、その瞳ひとみには静かな炎が灯ともっている。なんだかんだ言ってこいつも、マキシに劣おとらず勝負を楽しみにしているのか。

「ですが、差し出がましいことを言わせて頂きますと」

　鈴菜は、一瞬迷うような顔を見せ。

「恐らくこの勝負は、秋月先生の勝ちとなるでしょうね」

　そう、告げた。




『……はぁ？』

　鈴菜の口から、突然告げられた秋月マキシの勝利宣言。それはつまり、秋山忍が敗北するということで。勿論、そんな事を言われた夏野が、黙っている筈はずもなく。

「何よそれ。私が、あの白いのに劣っているとでも言うの？」

　刹せつ那なの動きで、鈴菜の首にハサミが迫る。その切っ先は、確かに首筋の太い血管を捉とらえていて。

「い、いえいえいえ！　別に先生が秋月先生に劣っているとか、そういうことじゃありません!!　そんな、まさか!!」

「じゃあどういうことなのよ。回答によっては斬るわよ」

「え、えっとですねぇ」

『おいやめろ』

　鈴菜が『良し、このまま行けば斬って貰える』みたいな顔をしているぞ。放ほうっておくと、自分の欲望のままに動き、そして事じ態たいの収しゆう拾しゆうがつかなくなってしまう。話を進めてくれませんか。せっかく真面目な感じでサイン会の話が続いているのだから、当日までこの勢いで行こうよ。たまにはさ。

『おい、どういう事だよ。夏野が負けるって、何でそんな事が分かるんだ？』

　こいつらに任せたままだと話が進まないので口を挟む。

「……誤解のないように先に言っておきますが、決して秋山先生が劣っているという訳ではありません。それだけは、絶対にありません」

「そんな事分かっているわよ。前置きはいいから、早く本題に入りなさい」

　突き付けられたままのハサミ。鈴菜は、その状態のままで咳せき払ばらいを一つ。ドＭ顔から真剣な顔に戻って。

「問題なのは、今回の勝負方法です」

『勝負方法？』

「そうです、サイン会にて行う勝負の方法。これが執筆戦のような、作家としての力量を競うようなものであるならば、あるいは、著作の部数といった純粋な数字を競うような勝負であれば、話は違うでしょう」

　しかし、と鈴菜は続ける。

「今回の勝負方法は人気投票です。その勝負方法において、アイドル作家、秋月マキシの存在はきわめて有利に働きます。そんな状況下で、秋月先生を上回るというのは、相当難しいと言えるでしょう。それは秋山先生だけではなく、姫萩先生も同じです」

　表情と同じく、真剣なままの声。さっきまでのおちゃらけた雰ふん囲い気きとは違う。ただ事実だけを伝えるかのような、冷たい声音。

『おいちょっと待てよ。そんなのおかしいだろ』

「何がですか、お犬さん？」

『そりゃ、マキシは人気アイドルだし、世間的な知名度で言ったら一番かもしれないけどさ。でも、今回の勝負の場はサイン会だ。場所は書店。秋月マキシのファンだけじゃなくて、秋山忍や姫萩紅葉の読者達だって沢山来るんだぞ。その人数が、マキシに比べて劣るだなんて思えない』

「はい、私もそう思います」

　あっさりと、鈴菜は首しゆ肯こうする。

『だ、だったら！』

「では、秋山先生や姫萩先生の得票数を減へらすことが出来るとしたら、勝負はどうなりますか？」

『得票数を減らすって……まさかサイン会を、全部マキシの読者で埋うめ尽つくすって言うんじゃないだろうな』

「いいえ、秋月先生はそのようなことはしないでしょう」

　しかし、俺の想像を、鈴菜は否定する。

「それはお犬さんも、そして秋山先生も良くお分かりの筈ですよね？」

『ああ、そうだな。あいつはそんな事、絶対にしない』

　サイン会に来る読者を、自分の読者で埋め尽くす。

　全ての票の独占。

　それは、今回のような勝負においては、何よりも有効な戦術だろう。マキシのアイドルとしての力を活用すれば、それは容よう易いだ。一つの会場を埋める程の人数を動員することなど、現役アイドルであるマキシであれば造ぞう作さもないことだ。

　しかし、マキシはそんな事は絶対にしない。

　何な故ぜなら、秋月マキシが、秋月マキシであるからだ。

　サイン会の会場内を、自分の読者や身内で埋め尽くすということ。それは逆に考えれば、秋山忍の読者を、姫萩紅葉の読者を締め出すということだ。秋山忍や姫萩紅葉にとっての、作家と読者との場を、奪うばうということだ。

『そんな事を、あのマキシがする筈がない』

　誰よりも読者のことを大切に思うマキシが、そんな、読者をないがしろにするような事をする筈がない。それは、自分以外の作家の読者に対しても変わらない。

　それに、こんな大層なお膳ぜん立だてまでしておきながら、出来レースで終わらせるなんて、マキシ風に言うのならば『そんな輝いていない』ことをする筈がない。

「そうですね。私もそう思います。ちなみにサイン会の整理券配布時、どの先生のサインを希望しているかの簡単なアンケートを取ったのですが、希望は概おおむねバランス良く分かれていたらしいですよ。不自然な偏かたよりはなかったそうです」

『そうか』

　良かったと、そう安心して。

『でも、じゃあ何で、マキシの勝利だなんて言えるんだ？　読者の数が拮きつ抗こうしているのなら、結果なんて分からないじゃないか』

「読者の数が減らなくても、票の数を減らすことは出来ますよ？」

『……はぁ？』

　鈴菜は、変わらず真剣な瞳のままで俺を見つめてくる。

「そうですね。皆さん当日は、お目当ての先生のサインを貰う為にいらっしゃるでしょう。単純な投票方法、例えば列に並んだ数を競うようなものであれば、それぞれの読者の数で結果が決まると思います。しかし今回は違う。投票をするのはサインをした瞬間ではなく、サイン会の会場から出る瞬間です。つまり、サインと投票のタイミングに、ズレが生じるということです。数十秒から数分の時間のズレが」

『確かにそうだけど。それがどうかしたのか？』

　そこに時間差があるから何だって言うんだ。

「その間に、投票する作家を変えさせることが出来るとしたらいかがですか？」

『なっ!?』

　思わず出てしまった声に、一瞬リビングの中が静まりかえる。

「その、サインと投票の間の、空白の時間。ルール上、その時間をどう使うかについては、特に決め事はありませんでしたよね？　ということは、何をやっても自由、ということになります」

『そ、それはそうだけど、そんな長い時間じゃないんだぞ。そんなとんでもない事が出来る訳がないじゃないか』

「確かに、そんな短い時間の間で、他の作家の読者を、自らの読者に仕立て上げるということは難しいでしょう。しかし、少しだけ興味を引かせる。強く印象づける。自分の方を向かせる事が出来れば、ひょっとして投票先を少し変えるくらいなら、可能だと思いませんか？」

　そして、と鈴菜は続ける。

「読者の好みは、そう簡単には変わらない。しかし、その一瞬で印象を塗ぬり替かえるくらいならば、可能性はある。そんな電でん撃げき的てきな手て管くだ、短時間で自分の印象を強きよう烈れつに叩たたき込こむ手段なら、恐らく、秋月先生の右に出るものはいないだろう、と。そういうことです。ちなみに、この投票ルールを提案したのは、どなたですか？」

『……マキシだ』

「やはり、そうでしたか」

　確か『その場ですぐ投票して貰うよりも、少し余よ韻いんを持たせてから投票して貰った方がみんなに楽しんで貰えると思うのよね。例えば、会場の出口に投票箱を置いておくとかどうかしら！』と、雛ひな子この髪かみをいじりながら提案をしていた。

「拮抗した読者の数の中、他の先生方に入る筈の票を自分に入れさせる。それは、大変大きなアドバンテージになると思いますよ」

　マキシの奴、最初からそこまで計算してルールを提案したっていうのか。サイン会に不慣れな夏野と紅葉の隙を突くような、しかし決して卑ひ怯きようとは呼べない策を仕込んで。

「……成程、言いたい事は良く分かったわ」

『夏野？』

　それまで、無言で鈴菜の言葉を聞き続けていた夏野は、鈴菜の首筋から離したハサミを一回転させて、太もものホルスターへと納める。

「つまり、秋山忍は、秋月マキシの強烈な印象の前に、あえなく敗北すると。そう言いたいのね？」

『おい、お前まで何を言い出すんだよ』

　しかし、言葉の内容とは裏うら腹はらに。夏野の顔に浮かぶのは、実に楽しそうな笑みで。

「慌あわてるんじゃないわ、この慌犬。この私が、良く分かったと、そう言っているのよ。それ以上何か必要だって言うの？」

『あ、いや、それは』

「どうなの？」

『いや、ないけど、さ』

「よろしい」

　そう言われては、それ以上何も言えなくなってしまう。




「それでは先生、今日はこれでお暇いとまさせて頂きますね。姫萩先生のところにも、サイン会のお話をしに行かなければいけませんので」

　夏野の笑みを見て、鈴菜は脇に置いた鞄かばんを手に立ち上がる。そのままリビングを出て行こうとする背中に、夏野が声をかける。

「そう、だったら隣となりの姫萩紅葉にも伝えておきなさい。さっきの話をね」

「……よろしいのですか？」

「勿論よ。勝負は公平じゃなくちゃ面白くないでしょ」

「はい、分かりました」

　夏野の言葉に、鈴菜もまた笑みを浮かべる。それは、いつもの歪ゆがんだ笑みとは違う、ある種清すが々すがしいとすら言える笑顔で。

　それを見た夏野もまた、同じような笑みを浮かべていた。

「念の為確認ですが。サイン会は五月三日に、カメラのムカデ屋ビルの九階にある催さい事じ場じようで行われます。以前、秋月先生がライブをやられていた場所ですね。当日の朝、お迎えに伺いますので。ご準備の方、よろしくお願いしますね」

「はいはい、分かったわよ」

「いいですか、五月三日ですよ！」

「そんなに何度も言わなくても分かっているわよ、子供じゃあるまいし。ほら、さっさと行きなさいよ」

　夏野は手をヒラヒラさせて、鈴菜を追い出そうとする。

「い、いえ、決して心配しているという訳ではありませんが、ただ先生はこういうイベントは初めてですし。お家うちの中に籠こもることが多い分、日付の感覚が曖あい昧まいなのではないかと思いまして。あの、カレンダーか何かに書いておきましょうか？」

「はぁ？　いらないわよ、そんなの」

『でも、この前、完全にサイン会の日程とか忘れていたよな。紅葉が話をしに来なかったら、スルーしてたんじゃないのか？』

「ほ、ほらほらぁ!!」

　鈴菜は鞄を足下に下ろすと、凄い勢いで夏野に食ってかかる。

「せ、先生！　こうなったら絶対に忘れないように、お身体のどこかに書いておきましょう！　どこが良いですか？　手の甲ですか？　太ももですか？　そうだ、ここはもういっそのこと、胸に書いちゃいましょう!!」

「……はぁ？」

「ほら、私も経験あるんですよぉ。手に書くと確かに目には付きやすいのですが、書けるスペースが少ないから内容も断片的で、良く分からなくなっちゃうんですよね。でもでも、お胸なら書けるスペースも広いですし。身体を洗う時に必ず目にするから忘れようがありません！　それに何より先生のお胸は真っ平らだから書きやすありがとうございます！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」




　リビングの中に、変態を踏みつける音と、変態が悦よろこぶ声が響き渡る。

　結局、鈴菜が姫萩邸のドアを叩いたのは予定より大分遅く、既に日も落ちかけていた時刻であった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【好きな時に、好きなだけ折檻して貰える券】……　この券を、警けい察さつ官かんなどの目の前で使った場合、色々と面めん倒どうなことになる恐れがあるので、実際には様々な使用制限が課せられている。ただ単純に折檻するだけでも、現代日本ではしがらみがあるのだ。

【新たに仕入れた拷問器具】……　宇宙開発の過か程ていで偶然作成された拷問器具。無重力空間でも適度な拷問が出来るという触れ込みで販売されている。


















　　　五月　三日






「良くもまあ、こんなものを」

「和かず人ひとさん、これは何ですか？」

『これは……えーと、何だこれ？』

『何でしょうね。一言で言えば、お城の舞ぶ踏とう会かい場じようでしょうか？』

「へぇ、良いねえ。なかなか掃そう除じしがいがありそうじゃないか」

　サイン会当日。

　カメラのムカデ屋ビルの九階にある催さい事じ場じよう。

　サイン会の会場に到着した俺達を迎えたのは、なんたら宮殿や、なんたら城もかくやというような、煌きらびやかな光景だった。

　天てん井じように吊つるされているのは、外国の映画の中でしか見たことのないようなキラキラピカピカしたシャンデリア。光こう沢たくのある白い壁かべには、俺でも名前を知っているような絵画や、見事に咲さき誇ほこった花々が飾られ、華やかさを演出している。花が生けられた花か瓶びんも何だか名のある一品のようだ。床も、鏡のように磨みがき上あげられていて、覗のぞき込こめば、見慣れたミニチュアダックスの顔が見返してくる。

　そんな、まるで王おう侯こう貴族達の社交場のような会場を、皆が啞あ然ぜんとしながら見つめる中。ただ一人、目玉が飛び出さんばかりの顔で驚おどろいている人物が一人。

「な、何ですかこれぇぇぇぇ!?」

　柊ひいらぎ鈴すず菜なである。

　ここまで来るエレベーターの中で『今回のサイン会の実行責任者は、私ということになっておりますので、何か問題があったら私に仰おつしやって下さいね。まあ何もないのが一番良いのですが』と冗じよう談だん交じりに語っていた鈴菜だが。しかし、現実にはエレベーターの扉が開き零コンマ何秒で問題発生だ。出会い頭にトラック衝しよう突とつって感じですよ。

「ちょっ、ちょっと待って下さい!?　ええ、この階で間違いないですよね。確かに会場は九階、鈴菜合っていますよ……ってやっぱりこれ聞いてないんですけど!?　誰か、誰かいないんですかぁ!?」

『まあ、確かにおかしいけど』

　サイン会会場の設営を発注して、こんなどえらい物が用意されていたら、まずは場所を間違えたか、自分の脳を疑うたがうのが先だ。いやアラブの石油王のサイン会とかなら、こんなのもアリかもしれないけど。そもそも石油王ってサイン会をやるのか？

「来たわね、秋あき山やま忍しのぶ！　そして姫ひめ萩はぎ紅葉もみじ！」

　と、煌びやかな会場の奥から聞こえて来る、高い声。すっかりお馴な染じみ、その良く通る声の持ち主は。

「何よそのマヌケな顔は。ちょっと輝きが過ぎてしまったのかしら？　オーバーシャイニングだった？」

「秋あき月づき先生!?」

　額ひたいに浮かんだ汗を拭ぬぐいながら現れたのは、秋月マキシ。お馴染みの白一色の装よそおいだ。登場と同時に、ビシッとポージングを決めるのも忘れない。

「すまん柊、昨日の夜までは確かに普通の会場だった筈はずなんだが、今朝方からこいつが色々と準備をしていたらしい」

　マキシの後に続くように現れたのは、禿とく頭とう巨体の黒服。秋月マキシの担当編集者、仏ほとけ坂ざか大だい門もんである。

「何を言っているの大門！　この光り輝くあたしがサイン会を行うというのに、あんな飾り付けじゃ地じ味み過ぎる。全然輝いてない。ドリーム感が足りないわ！　だから、あたしがちょこっと手を加えてあげたの！　感謝しなさいよね！」

「お前はやり過ぎということを学べ」

　こめかみを押さえながら苦々しく告げる大門。しかし、マキシはそんなことお構いなしというように、右人差し指を天に掲かかげながら高らかに叫ぶ。何だよドリーム感って。

「これこそが、満天の星空よりも輝くあたしの考えた、光輝くサイン会会場！　その名も高き、マキシオブザラウンド!!　ああ、素す晴ばらしく輝きつつも下品にならない境界ギリギリを攻めるあたしってば、輝いてる!!」

「「「「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!」」」」」」

　いつの間にか現れていた黒服達の声せい援えんを受けて、マキシは更に気分良くポージングを決める。その大おお仰ぎようなポージングに、衣装の所々にあしらわれた羽がパタパタ揺れている。動くのか、それ。

「と、いうことらしい」

「そ、そうですか。秋月先生が……」

「放ほうっておいた俺の落ち度だ。最近、何だか妙に張り切っているなとは思っていたのだが、まさかこんなことを考えていたとは」

　大変そうですね大門さん、本当に。

「何か問題があれば、俺が責任を持って片付けさせるが。柊、どうする？」

「え、えーと、そうですね」

　鈴菜は僅わずかに迷うように辺りを見回し。

　その視線が、夏なつ野のの前で止まった。

「……どうしましょうか先生」

「何で私に聞くのよ。アナタ、実行責任者じゃなかったの？」

　懇こん願がんするような鈴菜の目を、夏野は呆あきれたように見返す。

「別にこれでいいんじゃないの。私は、どんな会場だろうが構わないわよ」

「あ、秋山先生!!」

「どんな場所だろうが、やることは何も変わらないもの。姫萩紅葉、アナタは？」

「私も、特に問題はありません」

　紅葉も、あっさりと了解の意を返す。

「ひ、姫萩先生も!?　ありがとうございます!!　ありがとうございます!!」

「成なる程ほど、サイン会とはこのような場所でやるものなのですね。初めて知りました」

『いや、違うからね？』

　紅葉の知識が間違った方向に増強されているので、後でちゃんと訂正をしておこう。この、明らかにお金が掛かりすぎている内ない装そう。これがスタンダードと思われてしまっては、今後の姫萩紅葉の活動がとんでもないことになりかねない。

「あの空中で回転している棒ぼう状じようの物は何でしょうか？」

　紅葉の視線は、なおも会場をうろうろしている。恐らく後で質問攻めに遭あうのだろうが、どうやって説明すれば良いのだろうか。纏まとめて『あれは風ふう雲うんマキシ城だよ』とか、適当に言ったら駄だ目めかな。

「で、では先生方の了りよう承しようも得られたところで。本日の予定について説明をさせて頂きます。皆さん、ステージの前に集まって頂けますでしょうか」

　鈴菜の言葉に従って、部屋の中央にあるステージへと移動する。そのステージ自体が純白で、これまた更に派は手でな装そう飾しよくが付いている。周囲の輝きに混ざって、見づらいことこの上ない。

「時間になりましたら、こちらの机でそれぞれサインをして頂きます。本来は、当日に購入した新刊などにサインして頂くのですが、今回は特別なイベントということもありまして、サインをする書籍は特にこちらから指定はしていませんので、よろしくお願いします」

　ステージの上にはそれぞれ二メートル程の間かん隔かくを空けて、三つの机が置かれている。机の上にはそれぞれ、作家名を示すネームプレート。

「お席は、ネームプレートに書いてある通り、向かって左から姫萩先生、秋月先生、秋山せんすぇ!?」

　鈴菜が嚙かんだ。

　盛大に嚙んだ。

　何事かと顔を上げて、その理由を即座に理解する。

　原因は机の上に置かれたネームプレート。つまりはサイン会の座席。

　向かって左の席が紅葉なのは良い。それは別に何の問題もない。問題なのは、残りの二つ。ステージ中央の机に置かれているのがマキシのプレート。そして右に置かれているのが秋山忍、つまりは夏野の物だった。

「あ、あれ、えっとぉ、秋山先生が中央の筈……では？」

　鈴菜の動どう揺ようも無理はない。こうしてステージに三人で並んだ場合、一番格上として扱われるのは、当然中央の人物である。鈴菜としては、今回が初お披ひ露ろ目めとなる秋山忍を、真ん中に配置したつもりだったのだろう。

　しかし現在、その中央の席を占しめているのはマキシだった。

　その理由は簡単。この会場の設営を行ったのはマキシなのだ。もとの席順を見たマキシが、自分と秋山忍の席を交こう換かんするのは、火を見るよりも明らかなことで。

「あ、あの……席は……」

　鈴菜が恐る恐る、夏野の方を見る。

　秋月マキシがセンターで、秋山忍がその脇に追いやられるなど、夏野が認める筈もない。もし、ここで夏野の機き嫌げんを損ねたら、サイン会どころではなくなってしまうかもしれない。サイン会中止のお知らせの後、残ざん酷こく博はく覧らん会かいが開かい催さいされてしまう。俺も巻き込まれて、展示物の一つになってしまうかもしれない。

　だから、俺も恐る恐る、そちらを見て。

「何をしているの？　早く続けなさいよ」

「へ？」

　しかしそこには、意外なほどに冷静な夏野の姿があった。

「あ、あの、秋山先生。お席については？」

「別に問題ないわ。私が一番右で、それからどうしたの？」

「い、いえ！　何でもないです。何も問題ありません！」

　夏野は、そんな事何でもないというように、鈴菜に先を促うながす。

『……意外だ』

　ともかく、惨さん劇げきは避さけられた。残酷博覧会なんて無かった。




　咳せき払ばらいを一つ。改めまして、と鈴菜が話を続ける。

「秋山先生から、お話は伺うかがっております。何でも、今日は先生方の間で、サイン会とは別に勝負を行うとか」

　鈴菜は、会場の出入り口の方を指し示す。

「勝負の方法は『投票』。サイン会に来場された読者の方にそれぞれ投票券を配布し、会場から出る際、出口にある投票箱に投とう函かんして頂きます。そして、得票数の一番多い先生の勝利。このような感じで、間違いありませんでしょうか」

「ええ」

「ＯＫよ！　輝いてるわ！」

「問題ありません」

「秋山先生からご指示頂いた通り、投票券については私達の方で用意をさせて頂きました。投票には、こちらを使用します」

　鈴菜が胸ポケットから取り出して見せたのは、手の平サイズの白い紙。

「来場された読者の方には、この白い紙に『秋山忍先生』『秋月マキシ先生』『姫萩紅葉先生』のどなたかの名前を書いて頂き、投票して貰もらいます。どなたの名前も書かれていない票は無効票とします」

　粛しゆく々しゆくと説明を行う鈴菜。単純で分かりやすい話だ。

「今回のサイン会は、全部で一〇〇〇名の読者の方が来場される予定です。よって、投票券は全部で一〇〇〇枚ということになりますね。事前の調査では、先生方の人気はほぼ三分割だそうですよ」

『一〇〇〇人か』

　純粋に三分割として考えても、一人三○○人強。それだけの人数分、サインをしなければならないということになる。とんでもない量だ。犬である俺なんか、少し文章を書くだけでも疲れ果てるのに。

「ちなみに読者の方には、この勝負のことは伏せております。粗そ品しなの当たるアンケートという形で投票をして貰う予定です。これは、来場者の方に純粋にサイン会を楽しんで貰おうという、秋月先生からの提案ですね」

「べ、別に言わなくても良いわよ。そんな事！」

　マキシは、恥ずかしそうに手を振る。

「以上です。何か質問はございますでしょうか？」

　説明を終え、鈴菜は再度三人の作家を見回す。

「ないわね」

「ないわよ！」

「問題ありません」

　秋山忍。秋月マキシ。姫萩紅葉。

　三人の作家は、それぞれに返事を返しながら、しかし互いをけん制し合うように視線を交わしている。相手の力量を、見定めるかのように。




「それでは今回のサイン会、そして先生方の勝負の進行については、私、書しよ林りん社しや第二文芸部十じつ傑けつ集しゆうの柊鈴菜と」

「平へい安あん堂どう第一文芸部九きゆう大だい天てん王のうの仏坂大門が、万事取り仕切らせて貰う」

　柊鈴菜。仏坂大門。

　二人の編集者が、名乗りを上げる。

「勿もち論ろん、大和やまと書店の書店員さん達の手もお借りしている。足りない部分はうちの黒服達も使わせて貰う。ただ当然、俺達の立場は公平だ。安心して欲しい」

　大門の言葉と共に、背後に控ひかえた黒服達がビシッと整列する。

『…………』

　そんな編集者達を見つめる、二つの瞳ひとみ。

　姫萩九く郎ろう、元編集者。

　無機質な黒い瞳、そこに去来するのは、どんな思いだろうか。

「それでは先生方、諸もろ々もろの取り仕切りは、全すべて私達にお任せ下さい」

　鈴菜は、深々と頭こうべを垂れて。

「ですからどうか、良いサイン会を」

　そう、結んだのだった。


　　　　　　　　



『……あのさぁ、確認しておきたいんだけど。サイン会をして、ついでに投票をしようって、それだけだよな？』

「はぁ？　何を言っているのよ、今更」

　光り輝くサイン会会場を離れ、用意されている控え室に向かう。各自の私物も、既に運び込まれているらしい。そこで開始時間まで大人しく待たい機きしておくように、と鈴菜から懇こん願がんされたのだ。

「そう事前に取り決めたでしょう？　鈴菜も、そう言っていたし」

『いやまあ、そうなんだけどさ』

　何とも、説明の出来ない奇妙な感覚を覚えるのは、変態の真ま面じ目めな姿を見たせいだろうか。先程の鈴菜は妙に真剣な様子で、普段のアヒャアヒャ言っている奴と同一人物とはとても思えない。

『でも、何だかただ事じゃあなかったぞ。服も含めて全体的にピシッとしていてさ、あんなの、鈴菜じゃないだろ。良く似た偽にせ物ものじゃないの？』

「そりゃぁピシッとぐらいするでしょ。一大イベントなんだし」

『……まあ、そうか』

　秋山忍の初お披露目となるサイン会。その責任者でもあるのだ。いくらあいつでもビシッとするか。

「それに、命も懸かかってるんだから」

『そうだな、命も懸かってるんだもんな』

　そうだよな。命、命が懸かってるんだ。

　そりゃ真面目にならざるを得ないよな。

『って命懸かってるの!?』

「当然でしょう」

『当然なの!?』

　え、何それ、全然知らないんだけど。いつの間にそんなデッドオアアライブな世界に踏み込んじゃってたの？　楽しいサイン会が、どうして一瞬にして修しゆ羅ら場ばと化しちゃったの？

「何を甘いこと言っているのよ。作家と作家が真剣勝負をするって言うんだから、負けた方の担当編集者は腹を切る。それが常識、古代からの習わしじゃない。古事記にもそう書いてあるわよ」

『そんな常識聞いたことないよ!?』

　え、それって何年生の何の授業で教えて貰えるの？　おかしいな、義務教育は結構真面目に受けていたんだけど。知らないよそんな常識。

『で、でも、今までだって色々あったじゃないか。映は見みと東ひがし川かわ高校で戦ったり、マキシと新しん稲いな葉ばタワーで戦ったりさ。じゃあ、あの時も誰かの貴き重ちような命が喪うしなわれていたって言うの!?』

　冷静に考えると、戦ってばっかりだなこいつ。

「誰も死んでないわよ」

『そら見ろ。そんな事で死ぬ訳ないじゃないか』

　良かった。死んだ編集者はいなかったんだ。

「だって映見の時は、突然決まったゲリラ勝負だったし。新稲葉タワーのは、姫萩紅葉が途中で出て来て結局引き分けになっちゃったんだもの。しょうがないわよ。でも、今日の勝負は、きちんと事前に決められていたものだし、引き分けになんかなりようがない。確実に決着は付くわよ」

『なっ!?』

「だから、必ず誰かが死ぬことになるわね。まぁ、確実に編集者がって訳じゃあないけど。でも、一番確率が高いのは、その作家の担当編集者ね。うちだったら鈴菜、あの白いののところだったら仏坂大門ね。姫萩紅葉のところだったら、誰になるのかしら」

『おいおいおいおい』

　何だよそれ。聞いてないぞ。サイン会や勝負って聞いても割と暢のん気きにしてたけど、そんな人死にが関かかわって来るような事態だっていうなら話は別だ。こんな事してる場合じゃない。

　脳裏に浮かぶのは、先程の会場での鈴菜と大門の姿。あの、覚悟を決めたような表情はそういうことだったのか。自らの命すら、自分の信じる作家に託たくして。

『いや、そんな事を考えている場合じゃない！　早く止めないと！』

　後ろ足に力を込め、今来た通路を戻る。止めなくちゃ。いくら何でもこんな事に命を懸けるなんてバカげている。

「まあ、噓うそなんだけどね」

『噓なのおおおぉぉぉ！！？』

　衝しよう撃げきの告白。走り出した勢いそのままに、通路の床に突っ込む。

「当たり前でしょ」

『息をするように噓を吐つくのはもう止やめてくれない？』

「え、まさか信じてたの？」

『信じちゃいけませんか!?』

「サイン会如ごときで人が死ぬだなんて、常識的に考えてあり得ないじゃない」

『お前、さっきも常識って言ってたよね。お前の常識って何なの？』

　良く分からない勝負とか、おかしな兵器とかしょっちゅう出てくるせいで、もう常識が分からなくなってしまっている。むしろいつものパターンから考えれば編集者だけじゃなくて、作家自身とその愛する者も命を落とすとか、そういう少年漫画的な奴もアリかと思っていた。アリじゃねーよ。怖えよ。




『おや、何をやっているんですか春はる海み君』

『九郎さん？　それに、紅葉も』

　と、控え室前でやり取りをしている俺達に声を掛けてきたのは、姫萩家ご一行様。佐さ茅ちが押す車くるま椅い子すに乗った紅葉と、その取っ手部分に停とまった九郎さんが、サイン会の会場の方から現れる。

「あら、どうしたの？　アナタ達、先に控え室に行っていたんじゃなかったの？」

「柊鈴菜さんに、呼び出されたのです」

「鈴菜に？」

「はい。ですが、それも済みました」

　紅葉は、相変わらず抑よく揚ようの無い語調で質問に答えながら、夏野の前で停止する。

「ここが、控え室でしょうか？」

「そうみたいね。ご丁てい寧ねいに、名前まで書いてあるわよ」

　扉に貼はられたネームプレートには『姫萩紅葉　先生』の文字。奥を見れば同じように『秋月マキシ　先生』『秋山忍　先生』と書かれた扉が並んでいる。個室の控え室とは豪華なことだ。マキシの扉だけやけにピカピカと輝いているのは気のせいだろうか。

「では、夏野霧きり姫ひめさん。後ほど」

「ええ、そうね」

　紅葉は夏野に向けて軽い会え釈しやくをして、佐茅が外から開いた扉をくぐり控え室の中に入る。次ついで、俺のすぐ目の前で、佐茅が扉を内側から閉めようとして。

　……ん？

「って、ちょっと待ちなさい!!」

　閉じられそうになった扉に、夏野の手が掛けられる。

「何だいハサミ女。何か用なのかい？」

「このホウキ女。また何を堂々とうちの犬を拉ら致ちしようとしているのよ」

『あるぇ!?　いつの間に!?』

　さっきまで通路にいた筈の俺が、気付いたらメイドの背中が見える位置、つまりは紅葉の控え室の中に移動していた。何が起きたの!?　時間でも止められたの!?

「私に初動を気付かせないとは、中々やるじゃない」

「それはもう、メイドたるもの、これくらいは簡単だよ」

『いやメイドはそんな事出来ない』

　それはメイドじゃなくて、もっと恐ろしい何かの仕し業わざだ。

「ふん、何を自信満々に。種はバレているのよ。扉を開くその一瞬、エプロンドレスのスカートがはためいたその一瞬に、位置を変えたのね」

「へぇ、良く気が付いたねぇ」

「当たり前でしょ。そんなのミスディレクションの初歩の初歩じゃない」

『いや、初歩も何も』

　何でこいつら、知覚を上回る動きを当たり前のように行うんですか。心しん臓ぞうに悪いから、そういうのは事前に言っておいて欲しいんだけど。というかそもそもやるなよ。バスケットボール選手とかマジシャンじゃねえんだから。

「いいから、さっさと返しなさいよ。私達だって控え室に行くんだから。ほら室犬、行くわよ」

『あ、ああ』

　目が怖い。逆らうと未来が怖い。だから、夏野の手によって開いたままになっている扉の隙すき間まから外へ出ようとして。

「何故、返さなければいけないのですか？」

　背後から、紅葉の声が掛けられる。

　振り返れば、控え室の中。車椅子をその場で回転させた紅葉が、無表情な顔をこちらに向けている。

「和人さんがこちらの控え室にいて、何か問題があるのでしょうか」

「はぁ？　何言ってるの。その犬は、うちのだって何度も言っているでしょ。勝手に連れて行こうとするんじゃないわよ。ほら駄犬、さっさと出て来なさい」

『うわっ!?』

　扉の隙間から伸ばされた夏野の手が、俺の前足を捕まえる。

「うちの犬？　それを決める為ための本日の勝負ではなかったのですか。佐茅さん」

「はい、お嬢じよう様さま」

『のわっ!?』

　紅葉からの指示を受けた佐茅が、俺の後足を捕まえる。控え室の扉越しに、反対方向に引かれる上半身と下半身。

　ああ、この流れはいけない。

「あら、きちんと覚えていたのね。わざわざ白いのの家までルールを聞きに行ったり、勝負のルールを考えたり、随ずい分ぶんと温ぬるいことばかりしているから、てっきり忘れているのかと思っていたわ」

『あ、あの夏野さん、ちょっとお話をきぎゃあっ!?』

「私は、必要だと思ったことをやっていただけですが。夏野霧姫さんこそ、きちんと覚えてくれていたようで安心しました。佐茅さん」

『みょ、みょみじさん。早くこのメイドをとぎゃあっ!?』

　夏野と佐茅によって、俺の右半身と左半身が裂さかれそうになったのはつい先日のこと。その記憶も鮮やかなうちに、今度は上半身と下半身がお別れしそうです。俺が何かしたのか？　どんな犯罪をすれば、こんな刑けい罰ばつを受ける羽は目めになるの？　それでも俺はやってねぇよ!!

「……そうね、あの白いのがしゃしゃり出て来たせいで、何だかあやふやになっていたけど」

「……そうですね。本来これは、私と夏野霧姫さんの間の勝負です」

『痛い。痛い。痛い。いたい。イタイ。ＩＴＡＩ!!』

　あれ、これもうどうしようもなくない？

　意見を奏そう上じようしたくとも、痛みで意識が飛びそうだから無理です。完全にこの前の再現なんだけど、そのやり方では結果は出ねえって分かって下さいよ。こいつらには学習能力というものが無いのか。やっぱり痛くないと覚えないとか、そういうスパルタな事なのか。でもこの場合、痛いのは俺だけだから、ただの理り不ふ尽じんだよね。

　夏野と佐茅の手は、一切緩ゆるむことなく。

　緩むのは、俺の意識ぐらいのもので。

「でも、まだ勝負が始まっていないのだから。今日までと同じく、この犬は私の控え室に連れて行くべきよね？」

「いいえ、それは公平ではありません。ここ数日、夏野霧姫さんのお宅にお預けしていたのですから。本日はこちらに来るべきです。佐茅さん」

「了解です、お嬢様。ふん、単純な腕力勝負っていうのも、中々楽しいじゃないか」

『くくく九郎さん、助けて!!』

　脳筋どもを見限って、カラスに助けを求めれば。

『え？　ごめんなさい春海君、新作の罠わなのことを考えているので聞こえませんでした』

『絶対に聞こえているよね!?』

　やはり俺に味方はいないのか。

「はーなーしーなーさーいーよー」

「はーなーすーもーんーかーいー」

『そ、そそそそそれ以上らめぇ！！！！　裂けちゃうからあああぁぁぁ！！！』

　しかし現実は無常で。明めい滅めつした意識が、何かの破壊音を聞いた。

　それが、俺の意識が落ちる音か、それとも俺の肉体がぶちっと行っちゃった音なのか、分からないけれど。

　結果、暗転する意識。

　サイン会、まだ始まってもいないのに。

　何でこんな目に遭わなければならないのか。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【実行責任者】……　サイン会の運営を任された人物のこと。その肩に課かせられた責任は重大である。現場で何が起ころうとも、全てはこいつのせい。こいつのせいではなくても、こいつのせい。

【オーバーシャイニング】……　秋月マキシの輝きが臨界点に達した時、あまりの眩しさによって、逆に眩しさを全く感じなくなる状態に陥るという現象。だったら最初から光らなければ良いのではないだろうか。






『……んあ？』

　目を開く。蛍けい光こう灯とうの明かりの下、薄ぼやけた視界の中心にあるのは赤と黒。

「良かった。起きたわね」

『……夏野？』

　視界がクリアになり、俺を覗き込んでいた瞳と目が合う。赤みがかった大きな瞳。夏野霧姫の瞳だ。

『あ、あれ？　ここ、どこ？』

　背中の下にあるのは、茶色い革張りのソファ。夏野の家の物とは違う硬い肌触り。ソファのすぐ側に置かれているのは淡い色のテーブル。机の上に置かれているのはペン立て。室内を見回せば、壁にはめ込まれた鏡や、壁に掛かった沢山のハンガーが見える。生活感のない部屋。まるで、どこかの楽屋か控え室のような。

『そうだ、サイン会だ!!』

　飛び起きる。ようやく意識が覚かく醒せいした。

　そうだ、ここは作家用に用意された控え室だ。

『おい夏野。サイン会だぞサイン会！』

「はぁ？　何を寝ぼけているのよ、この呆犬」

　しかし、俺の興こう奮ふんとは裏腹に、夏野は呆れたように俺を見下ろして来て。

『ってか何で俺寝てたの!?　大丈夫だよね。まだサイン会終わってないよね!?』

「安心しなさい。大だい盛せい況きようのうちに終了したわよ」

『噓だぁぁぁ！！！』

　告げられた無む慈じ悲ひな宣告に、再び意識を手放しそうになって。

「噓だけど」

『やったぁぁぁ！！！』

　次の言葉で、意識を取り戻す。

「噓だけど」

『どっち!?　どっちが本当なの!?』

　駄目だ。完全にテンションが迷子になってしまっている。このやり取り、ちょっと身体からだとテンションがもたないので、結果だけを教えて貰えませんかね。真実はどっちだ？

「大丈夫。まだ終わってない、というかまだ始まってもいないわ。アナタが気絶してからそんなに時間は経たってないもの。サイン会の開始までは、まだあるわよ」

『そうか、俺が気絶してから時間は経ってなかったのか……だったら安心だな』

　もう気絶することが当たり前になってきていることは放っておこう。どうせ今回も夏野のハサミによって俺の意識は……。

『ん？　いや、あれ？』

「何よどうしたの？」

『いや、変なんだよな。何でか、気絶をする直前のことが思い出せないんだ。ん、あれ、何でだ？』

　ソファの上に身を起こし、頭を振る。しかし、記憶を探さぐろうにも、頭のどこかに霞かすみがかかっているかのように思い出すことが出来ない。

『えーと確か、控え室の廊ろう下かで紅葉と会っオギャオゥ!?』

　覚えているところから記憶を辿たどろうとした瞬間、右耳のすぐ横、僅わずか数センチの場所にハサミが突き立てられた。

『な、何で!?　ひょっとして俺そんな逆げき鱗りんに触れるようなことしちゃったの!?　ごめんなさい！　覚えていないけどごめんなさい！』

　ソファの革を破り、完全に中へ突き刺さっちゃっているハサミ。銀色の刃やいばに、全力で謝罪をする俺の顔が映り込む。

「……別に、何もなかったわよ？」

『はぁ？』

　しかし、夏野の放った言葉はといえば、何とも拍ひよう子し抜ぬけなもので。その反応を訝いぶかりながら見上げれば、何でかそっぽを向いたままでこちらを見ようとしない。

『な、夏野さん？』

「ええ、そうよ。何も、何もなかったわ」

『え、何を言ってるの？　それに、何でそんなに明後日あさつての方向を向いたままで話してるの？』

　駄目だよ、正面から目を見て話さないと。何かやましいことがあるみたいじゃないか。

「そう、私もメイドも姫萩紅葉も、何もしていない。アナタの上半身と下半身のつなぎ目、特に背骨付近の違い和わ感かんについて、私達は何も関知していない。絶対に知らない。だから思い出さなくてもいいの。オーバー？」

『俺の背骨に何をしたの!?』

　何その不自然なまでの念の押しようは!?　逆に凄すげえ怖いんだけど。俺が気を失う前後にどんな事態が勃ぼつ発ぱつしちゃったの!?

「う、うるさいわね。何もしてないって言ってるでしょ！　と、ところで、さっき妙な姿し勢せいで寝てたけど。寝違えたりしてないでしょうね？」

『え、いや大丈夫だとは思う、けど……？』

　四本足で立ち上がり軽く身体を動かしてみるが、特におかしなところは感じられない。気絶する前後の記憶が曖あい昧まいなこと以外は特に問題はなさそうだけど。

「そう、良かったわ」

『何だよ。気持ち悪いな』

「背骨は何ともないのね」

『だから俺の背骨に何をしたの!?』

　そこまで確認しなきゃならない程の何かをしたの!?

「そのうち鈴菜が迎えに来るから。それまで、大人しく本でも読んでなさい。『スーパー戦国ベースボール大戦Ｗ』が良い？　それとも『アラブ』が良い？　ほーら、よりどりみどりよ。背骨のことなんか忘れて本を読みなさい」

『もうやめて!!　背骨には触れないで!!』

　怖過ぎるんだよ!!　何か埋め込んだとか、抜き取ったとか、そういうグレイ的なことをした訳じゃないよね？　僕はまだ犬でいられていますか？




『……はぁ、もういいよ』

　とにかく、思い出せないということは、きっと大したことではないのだ。そう前向きに考えるとしよう。そうでもしないとやっていられない。具体的には本を読もう。本の放つブックイオンによって心を癒いやそう。

　夏野の手によって、鼻先へと突き付けられた本達。待ち時間の間に読もうと持ってきた本だ。どれも俺の読書心をビンビンに刺し激げきするカワイコちゃん達だ。表紙から漂ただようかぐわしい香りに、思わず涎よだれが垂れそうになる。

『いや』

　肉体と精神の求めるままに本へと前足を伸ばそうとして。

　しかし、本に届く前に、その足を引っ込めた。

「何よ、読まないの？　わざわざマンションから持って来たっていうのに。結構重かったのよ？　運んだのは鈴菜だけど」

『あ、あのさ、サイン会の開始まではまだ時間があるんだよな？』

「ええ。開始時間の少し前に、鈴菜が迎えに来るって言っていたわ。それにもまだ余裕はあるわね。あと一五分ぐらいは」

　夏野は、壁に掛けられた時計を見上げながら呟つぶやく。

『一五分か。それだけあれば行けるかな』

「はぁ？　行けるって、どこに行くつもりよ」

『あ、いや、それは……えーと……』

「何？　私には言えないような場所へ行くつもり？」

『いや、言えないっていうか、何というか』

　まあ、別にそんな隠すような場所ではないのかもしれないけど。ちょっとだけ言いにくいというか。

「そう、分かったわ。セイッ!!」

『グヘラッ!?』

　一いつ閃せん。ソファに突き立てられていた銀色のハサミが高速で引き抜かれ、そのままの勢いで俺へと襲おそい掛かかって来る。ソファの弾力を利用して、ギリギリで斜め後方へと回かい避ひするも、逃げ遅れた顎あご先さきの毛が空中に飛び散った。

『何で!?　今度は何で!?』

「あそこへ、行こうっていうのね」

『はぁ？』

「大丈夫、大丈夫よ。みなまで言わなくても私には分かっているわ。アナタがどこへ行こうとしているのか」

　ゆらりと、ハサミを右手に構えた夏野が俺を見下ろして来る。その瞳に浮かぶのは、数瞬前まではなかった狂気の色。素直に怖い。

「姫萩紅葉の部屋に行こうっていうのよね？」

『微み塵じんも分かってなかった!!』

　一切理解されていなかった。完全に濡ぬれ衣ぎぬだった。この状況下で、俺が紅葉の部屋へ行く意味が何かありますか。つーか、紅葉の部屋に行って何をするっていうんだよ。あのカラスと決着でも付けて来いというのか？

「じゃ、じゃあ、あの白いののところに……」

『行かねえよ!!』

　そっちの方がよっぽどねえよ。あんな犬恐怖症のところなんか行ったらどんな衝撃的な事態が起きるか分かったもんじゃない。最悪の場合、マキシ失しつ踪そうにつきサイン会そのものが中止だなんて事態にもなりかねないじゃないか。

「だ、だったら、どこへ行こうって言うのよ！」

　ハサミを構えたまま、再度告げられる夏野の問い。先程よりは多少パワーダウンしているものの、その怖さは変わらない。早く答えないと、何をされるか分からない。

『あ、いや、ちょっとさ。下の大和書店に行って来ようと思って』

「……はぁ？」

　今俺達がいるのは、カメラのムカデ屋ビル九階にある催事場の控え室。このワンフロア下には、全国有数の書店である『大和書店』が居きよを構えているのだ。俺の目的地はそこ。ちょっと行って帰ってくるだけなら、そんなに時間もかからない筈だ。

「大和書店って、アナタまさか、今更新しい本を買いに行こうって言うんじゃないでしょうね。何よ、読むんなら、ほら、持って来た本を読みなさいよ」

　ハサミを構えたまま、あからさまに呆れたような顔を見せる夏野。

『い、いや、違うんだ。本を買いに行く訳じゃなくてさ』

「じゃあ何の用なのよ。アナタが書店に行って、本を買う以外に何か用があるの？」

『い、いや、何をするかって聞かれると、それは……』

「分かった。大和書店に行くフリをして、やっぱり姫萩紅葉のところへ行くつもりなのね。もしくはあの白いののところに……それならいっそのこと、この場で」

『サインだよ!!　サインを見に行こうと思ったの!!』

「……サイン？」

　危ねえ。また良く分からない濡れ衣を着せられるところだった。

『ああ、言っていたじゃん。秋山忍のサイン、下の大和書店に飾られているんだろ？　それを見に行こうと思ったんだよ。この前は見に行けなかったからさ』

「私のサインを？　どうして？」

『だってさ、俺、お前のサインを見たことないから』

　そう、よくよく考えてみれば。

　俺は、秋山忍のサインというものを見たことがないのだ。

『いやさ、これからサイン会だっていうのに。秋山忍のサインを求めて、沢山の読者が集まってくるっていうのに。俺が、秋山忍のサインを見たことがないっていうのは何だか悔くやしくてさ。だからせめて、書店に飾ってあるっていう秋山忍のサインを、先に見ておこうかと思ったんだよ』

「悔しいって……何よそれ。意味が分からないんだけど」

『いやまあ、そうなんだけどさ』

　目の前に秋山忍本人がいて、しかも半年以上も一つ屋根の下で暮らしているって時点で、今更サインも何もあったものではないんだろうけど。でも、それは、秋山忍の読者をずっと続けてきた俺として、けじめを付けておきたい部分なのだ。

『なあ、ちょっと行ってきても良いだろ？　すぐに戻ってくるからさ！』

「……駄目、よ」

『はぁ？　何でだよ。サイン会の開始時間までには絶対に戻ってくるって！』

「確かに、時間的には問題ないだろうけど。アナタ、この前は何でサインを見に行けなかったのか忘れたの？」

『へ？』

　夏野は、ソファに腰を下ろしながら呆れたように告げる。

「前も言ったけどね。犬が我が物顔で書店の中を歩き回るなんて許される訳ないでしょ。ここは通い慣れた本ほん田だ書店じゃない。突然アナタみたいな見み境さかいのない犬が現れたら、混乱するに決まっているでしょう？」

『そ、そんなぁ……』

「下へ手たに騒ぎにでもなったらどうするのよ。最悪、サイン会の開催にも影響するかもしれないわよ。それでもいいの？」

『そ、それはマズイけど……そうだ！　変へん装そうでもして行けば何とかならないかな？　例えば頭の上からダンボールを被かぶったりすればさ!!』

「そんな奴がいる書店で、無事サイン会が開始されると思うの？」

『思わないです』

　確かに、いつ背後から絞め落とされないか気が気じゃなくて、サイン会どころじゃないよね。

「とにかく、サインを見に行くのは諦あきらめなさい」

『……どうしても？』

「どうしても、よ。大人しくここで本でも読んでいなさい」

　机の上に置かれた本、待ち時間中に読むようにと、マンションから持って来た本の中から、夏野が一冊を手に取る。

『全く、何だってんだよ。この前といい、今回といい。俺は秋山忍のサインを見られない呪のろいでも掛けられているのか？　それともあれか。犬はサインを見ることすら出来ないのか』

「……バカね。そんな訳ないでしょ」

　夏野は、手にした一冊の本。『白い執事とアラブの王』の表紙をめくると、そこに、ペン立てから引き抜いたサインペンを走らせる。

「はい」

『へ？』

　そして、俺の足下に置かれる『アラブ』。秋山忍の本。

　その、表紙を開いた一ページ目。空白のページ。

　そこに、文字が書き込まれていた。

『秋　山　忍』と。

　ただそれだけが。

「それがサインよ。秋山忍の、私のサイン」

　ただの楷かい書しよで書かれた文字。

　しかし、それは確かに作者本人、夏野霧姫が書いた署しよ名めい。

　紛れもなく、秋山忍のサインだ。

『お、おおおおおおお！！！』

　意思に反して、思わず喉のどから声が出てしまう。

　何しろ、俺が求めた物がそこに。

　手を伸ばせば、すぐ届く場所にあるのだ。

『え、何コレ!?　いいの!?　貰っていいの!?』

「大事にしなさいよね。私が誰かの為にサインを書くなんて、滅めつ多たにないんだから」

『うん、大事にするよ！　絶対に！』

「絶対に絶対？」

『絶対に絶対！』

「絶対に絶対に絶対？」

『ああ！　絶対に絶対に絶対に!!』

「そ、そこまで喜ばなくても」

『絶対に絶対に絶対に絶対に大事にする!!　一生大事にする!!　ありがとう!!』

「ど、どう、いたしまして」

　俺のあまりの剣けん幕まくに、若じやつ干かん引いているような表情を浮かべる夏野。しかしそこには、僅かに照れの感情が含まれているようにも見える。何しろ、長らく覆ふく面めん作さつ家かを続けてきた秋山忍のことだ。特定の誰かの為にサインを書く機会など、なかったに違いない。

「……ちょっ、ちょっと待って。いっ、一生大事にするってことは……今のって、ひょっとしてプロ……プロポ……」

　更に気恥ずかしくなったのか、夏野はソファに再び腰を下ろし、ブツブツと何かを呟き始めた。その声が小さ過ぎて、何を言っているのかはいまいち聞き取ることが出来ない。何だか、妙に顔が赤いような気もする。

　しかし、今の俺にはそんな事は関係無い。何しろ、俺の手の中には、熱望した作家のサイン本があるのだ。目の前のサイン本が、輝いて見える。

『いやあ、嬉うれしいなぁ！　まさか貰えるなんて思ってなかったもんなぁ！』

　何という僥ぎよう倖こう。どうせ犬の身体では、サイン会の列に並ぶことなんて出来ない、サインを貰うことなんて出来ないと、完全に諦めていた。まさかこんな抜け道があるとは思わなかった。

『いや、ちょっと待てよ。この手段を使えば、他の奴らのサインも手に入るんじゃないのか？』

　春海和人に電流走る。何という悪魔的閃ひらめき。

『秋山忍』『秋月マキシ』『姫萩紅葉』という三人の作家が身近な場所にいるというこの状況。この生活に随分と慣れてしまっているせいで見逃しがちだったけど、よく考えればこれは凄い状況だ。何しろ、夏野と同様に、直接頼めばサインを貰えるかもしれないのだから。

　若干公こう私し混こん同どうをしているようで気が引けるけれど。サイン会が全て終わった後でなら、サインを貰ってもいいんじゃないだろうか。うん、多分大丈夫。多分ギリギリオッケー。

『よし、イケる!!』

　そうと決まれば、準備をしなければならない。何しろ、作家のサインは、その作家の著作に書いて貰ってこそなのである。しかし残念ながら、今日俺が持って来た本の中に、マキシと紅葉の本は含まれていない。

　だから。

『おい夏野！　やっぱり俺、下の大和書店に行ってくるよ！　姫萩紅葉と秋月マキシの本を買ってくる！　サイン会が終わったら、あの二人にもサインを貰うんだ！』

　そう言った瞬間。室内の温度が急激に下がり。

『へ？』

　同時に、足下のソファが音もなく真っ二つに割れた。

　勿論、そんなことをやってのける人物の心当たりは、一つしかなくて。

「そう、やっぱり他の女のところへ行こうって言うのね？」

『な、夏野さん!?』

「大事にするって、一生大事にするって言ったのに……舌の根も乾かぬうちに、この浮気犬は……」

　目の前で、まるでメデューサの如く拡ひろがった髪かみが、尋じん常じようではない怒りの度合いを表している。ソファを斬きったばかりの銀色のハサミが、またも大上段に振りかぶられ。

「それならいっそのこと、この場で……」

　室内の明かりを反射して、より一層凶悪な光を放ったハサミが。

　俺の身体へと、振り下ろされた。


　　　　　　　　



『……危なかった、何とか逃げ切れた』

　何故か怒り狂う夏野から、命からがら逃げ延びる事に成功した。

　正直、ほとんど奇跡の所行だったと思う。部屋の隅すみに追いつめられた時は完全に死を覚悟したけど、丁ちよう度どタイミング良く入って来た鈴菜のおかげで事なきを得た。『秋山先生。まだ少し時間はありますがご準備の方はいかがですか？』と、いたって平静な様子で室内に入ってきた鈴菜は、室内にいる殺意の波動に目覚めた夏野の存在を確認すると、態度が一変した。勿論ドＭサイドに、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する感じの方にだ。

　ともかく、夏野が鈴菜に気を取られている隙を突いて、何とか窮きゆう地ちから脱することが出来た。グッジョブだ変態。今回ばかりはドＭに乾杯。

『そもそも、何でまた急に怒り出したんだあいつは』

　いいじゃないかよ。別にマキシと紅葉のサインを貰おうが。何が問題だと言うのか。

　何だか、いつも以上に沸ふつ点てんが低くなっているような気がする。普段ならば、もう少し俺をいたぶろうという意思が感じられるが、今回は完全に最初から殺やりに来ていた。

『……あいつ、ひょっとして緊きん張ちようしているんじゃないだろうな』

　妙にピリピリしているというか、余裕がなくなっているような。

　考えてみると、さっきから様子がおかしい。サイン会場の装飾や席順について、マキシの提案を妙に素直に承しよう諾だくしていたし。俺が目を覚ましてからの対応も、何だか変だった気がする。なんつーか、色々とキレがなかった。

『あいつでも、緊張するなんてことがあるんだなぁ』

　柄がらにもないことだと、そう思うけれど。

　しかし、事は初めてのサイン会。初めて、衆しゆう目もくの前にその姿を現すのだから、緊張くらいしてもおかしくはない。たとえ、鋼はがねの心臓を持つ夏野霧姫であっても、自分の読者の前に出るということは初体験なのだ。

　そういう意味では、あの変態の行動は正しいのかもしれない。自らの身を挺ていして、作家の緊張をほぐしているようにも見える。まあ、手段がどうかしているけども。

　と、そんな事を考えながら会場脇の通路を歩いているうちに、階下へと続く階段へと到着した。

『そうだ！　書店に行けないのなら。せめて、様子だけでも！』

　ここから見るだけなら、誰にも迷めい惑わくはかからないだろう。本を読めなくても、せめて本を感じたい。ここからでも頑がん張ばれば、本の背表紙ぐらいは見られる筈。ブックパワーをドレインするぐらいは出来る筈だ。

　階段の手すり部分に飛び乗って身を乗り出し、隙間から階下の様子を見て。

　そこに溢あふれる人の波を見た。

『……すっげぇ人だな』

　階下には、沢山の人達が溢れていた。

　ここは以前、俺達がこの階に上がってくるのに使用した階段。大和書店に来たお客さんの大半はエスカレーターかエレベーターで移動をする為、この階段が使用されることはほとんどない。あるとすれば、この階にある催事場でイベントが開かれる時ぐらいだろう。

『あれが、全部サイン会の参加者達なのか……』

　黒山の人だかりという表現がピッタリな程の人の山が、老若男女入り乱れた人の波が、大和書店の広い階段を埋うめ尽つくしている。

『あれは……ひょっとして、メリーさんじゃないか？』

　人波の中で一ひと際きわ異い彩さいを放つ人物。それはピンク髪のツインテール、本の中から抜け出して来たような非現実的服装。間違いなく秋山忍の著作『外法少女　マジ駆るストーカー★メリーさん』に登場する『メリーさん』だった。

『凄いな、コスプレなんかしてる奴までいるのか。あ、あっちのは「超従者黙もく示し録ろく」の「織おり部べ沙さ希き」か？　はは、あのメイドが見たらどう思うのかなぁ』

　偶然隣り合った人と、好きな作品の話をしている人もいる。

　一心不乱に、手にした本を読んでいる人もいる。

　落ち着かない様子で、辺りをキョロキョロと見回している人もいる。

　彼ら彼女らに共通しているのは、溢れんばかりの熱気。

　同じ作家を好きだという共通点を持つ、他人でありながらも良く似た人々。

　作家が生み出した本を、確かに受け取った読者達だ。

　皆一様に、目を輝かせて。その胸に、自分のお気に入りの一冊を抱えている。

　自分の愛する作家に会う為に、この場に集まっているのだ。

『……うん』

　その光景から、言葉に出来ないほどの、満足感を覚える。

　今の俺はこうして、そっと覗き込むだけだけど。一緒に並び、サイン会に参加することはなくとも。自分もまたその一員であることを誇らしく思う。皆、同じ志を抱いた仲間なのだ。鈴菜ではないが、このサイン会はきっと素晴らしいものになると、そう思う。ここに集まったその熱意が、あまりにも鮮せん烈れつだから。

『戻ろうかな』

　夏野も、そろそろ本番に向けて精神を集中させている頃だろう。あの変態を斬ったことで、俺に対する怒りも薄れているに違いない。もし駄目だったら、メリーさんのコスプレを見つけたことを教えてご機嫌を伺おうじゃないか。

　そう、決意を込めて。

　階段から目を離し、控え室に向けて一歩踏み出そうとして。




　くすくすと。

　心の奥底まで染み渡るような。

　その、笑い声を聞いた。




『──ッ!?』

　突とつ如じよ、聞こえた笑い声に、身が竦すくむ。心臓を直接鷲わし摑づかみにされたかのような悪お寒かん。

　それは悪意でもなく。あるいは善意でもなく。喜怒哀楽、どのような感情が秘められているか、不確かで不安定な、しかし粘ねばり付つくような笑い声。

　見なければならないと、振り返らなければならないと、そう何かが告げた。身体は震ふるえ、得え体たいの知れない悪寒に支配されていても。それでも、俺の心が、存在そのものが、そこにいる何かを見るべきだと、そう告げている。

『……なっ!?』

　ゆっくりと振り向いた、その先。通路の先、控え室へと続く方向とは逆方向の、もうその先には壁しかないような場所に。天井の照明すらも届かない、暗く、狭せまいその場所に。誰かがいた。

　くすんだ色のロングヘアー。暗くら闇やみでなお光を湛たたえた、金色の瞳。

　そしてはっきりと、三日月の形に歪ゆがんだ、その口。

　笑顔。

　そう、呼べるのだろうか。

　口の端を大きく吊り上げた笑み、しかし全く楽しい気分にはならない。ただひたすらにこちらを不安にさせるような、そんな、色を失った笑みだ。

　三日月の笑みを張り付けた顔が真まっ直すぐに、俺に向けられる。仄ほの暗ぐらい闇の底から、まるで射抜くように、真っ直ぐな視線。目を離すことが出来ない、それは捕ほ食しよく者しやの眼まな差ざしか。

　間違いない、さっきの笑い声は、こいつが発したものだ。

『……誰だ』

　問うたところで、意味は無く。

　しかし何も言わないままでは、吞のまれそうで。

　渇かわいた喉のどを、無理矢理に動かそうとして。




「─────ね」




　その歪んだ口が動く。

　三日月に引かれた形のまま、呟かれた言葉。

　彼ひ我がの距離は数メートル。本来なら、周囲の喧けん騒そうにかき消されて、決して届く筈のない言葉が。何故か俺の耳に届く。

『……何を言っているんだ？』

　しかし、告げられた言葉の意味がすぐには理解出来ず。

　何も言えず。何も動けず。会場の喧騒も、ひたすらに遠く。

　そのまま、全身が泥と化して崩くずれてしまいそうな、そんな違和感に襲われて。

「……お犬さん？」

『──ッ!?』

　背後から掛けられたその声で、我に返った。




「そんなところで何をされているんですか？」

『……何だ、鈴菜、か』

　振り返れば、そこにいるのは柊鈴菜。控え室側の通路からこちらを覗き込んで、呆れるような視線を俺に向けて来る。

「あとは先生方に最後の準備をして頂いて、開始の時間を待つだけです。ほら、お犬さん、秋山先生も落ち着いたみたいですから、そろそろ控え室に戻った方が……って、どうしたんですか？」

『い、いや』

　深呼吸。とにかく、心を落ち着ける。

『何か、怪しい奴がそこにいてさ』

「怪しい奴、ですか？」

『ああ。ほら、そいつだよ。そっちの突き当たりの壁のところに』

「はい？　誰もいませんが？」

『……へ？』

　鈴菜の言葉に従って後ろを振り返るも、確かにそこには誰もいない。壁と、薄い闇が拡がっているだけだ。

「怪しいって、どんな人がいたんですか？　全身に針が突き刺さっているとか、そんな感じの人ですか？」

『お前の怪しさの定義が分かんねえよ。いや、特に何かしていた訳じゃないんだけどさ。そこの突き当たりの所に立っていて、何か俺を見つめて来て』

「それ、怪しいですか？　こんな所に犬がいたら誰だって見るのでは？」

『いや、まあ、そう言われるとなぁ』

　拍子抜けしたかのような顔をする鈴菜。確かに、何か危害を加えられたりした訳ではない。首を傾かしげる俺に、鈴菜はため息を吐いて。

「まあ、これだけの規き模ぼのイベントですから、変な行動をするような方の一人や二人くらいは、紛まぎれ込こむんじゃないですか？　突然土ど下げ座ざしたり、突然叫びだしたりするような人とか」

『それは普段のお前だよね？』

「でも、その辺りに関しては、秋月先生のところの黒服さん達が、きちんと警けい備びを担当してくれているので、何かあっても大丈夫だと思いますよ？　怪しい人物がいたら、すぐさま駆けつけて来る筈です」

『だったら今、お前の所に駆けつけないのはおかしいよな？』

「あはは、面白い冗談ですね」

　結構本気で言っているんだけども。

「しかし分かりました。お犬さんがそう仰るのであれば、警備を少し強化しておきましょう。バックアップの黒服部隊が書店の外にも詰めているようですから、人員をちょっと増やして貰いましょうか」

　鈴菜は、携帯電話をこちらに見せながら告げる。

「心配しなくても大丈夫ですよぉ。お犬さんも、ちょっと神経質になってるだけですって。今日のサイン会は秋山先生にとっても大切なイベントです。誰にも邪じや魔まはさせませんから。ええ、私の命に代えても、ね」

『……ああ』

　そう語る鈴菜の顔は、妙に真剣で。

「さあ、そろそろサイン会が始まりますよ。残りの進行は全て、書店員の皆さんと黒服の皆さんにお任せしました。私達も秋山先生のところへ行きましょう。大門さんも、秋月先生のところに行かれている筈です」

『そうだな』

「はい、行きましょう！」

　後ろ髪を引かれるような思いを感じながら、鈴菜の後ろに付いて夏野の控え室に戻る。




　いつの間にか現れて、いつの間にかいなくなっていた、謎なぞの人影。いなくなったことに驚くと同時に、どこか納なつ得とくしたような気持ちが俺の中に浮かび上がる。

　何故なら。

　あの、残ざん響きようを含んだ笑い声が。

　あの、金色の視線が。

　あの、三日月の笑みが。

　とても、現実のものとは思えなかったから。

　あの呟きが、今なお耳の奥に残る。

　胸に刺さった棘とげのような、呟き。

　あの人影は、確かにこう言っていたのだ。




　──サイン会、無事に終わると、良いね。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【スーパー戦国ベースボール大戦Ｗ】……　秋山忍の著作。現代の野球選手達が時空を超え、宇宙を越え、戦国武将や宇宙人、未来人達と野球対決を繰くり広ひろげる。作中で登場する斬ざん新しんな魔球の数々が話題を呼んだ。

【マンションから持ってきた本】……　『夢見シリーズ』や『アラブ』など、全て秋山忍の著作。サイン会前で、集中して読めないかもしれないという理由により、春海和人が既読の本が選ばれている。超重い。

【メリーさんのコスプレ】……　『外法少女　マジ駆るストーカー★メリーさん』のヒロインであるメリーさんの恰かつ好こうを忠実に再現したファンメイドの一品。ほんのり危険な武器を装備しているけれど、刃は潰つぶしてあるから大丈夫。




















「サ、サインお願いします！　あ、あの、私、ずっとマッキーのファンで！　ファンクラブにも入ってて！」

「うん、今日は来てくれてありがとう！　宛あて名なは『さおりん』で良い？」

「え？」

「あれ『さおりちゃん』の方が良かった？　でも『さおりん』ってあだ名、とっても可か愛わいいと思うんだけど」

「え、いえ、あの、どうして私のあだ名のこと、知ってるんですか？」

「どうしてって、この前くれたファンレターに書いてあったでしょ。高校に入って出来た友達があだ名を付けてくれたって。あだ名を付けて貰もらうの初めてだったから凄すごい嬉うれしいって！　その友達とは、仲良くやってる？」

「ファ、ファンレター、読んでくれたんですか!?」

「あったり前じゃない。せっかく少ないお小こ遣づかいの中から、レターセットのお金を捻ねん出しゆつしてまで書いてくれたんだもの。あ、ちなみにこれは先々月にくれたファンレターに書いてあったわよね。この前のファンの集つどいは楽しんでもらえた？」

「う、ううう」

「ちょっ、ちょっと!?　何で泣いてるの!?」

「ご、ごめんなさい、余りにも嬉しくて。だってだって、マッキーが、私なんかの事を覚えていてくれるなんて」

「当たり前でしょ。あたしはブラックホールすら照らすような存在なのよ！　お天てん道とう様の代わりに輝いてるの。みんなの事だって、いつも見ているんだから！」

「あはは、マッキー、サイン会でもいつものまんまだ」

「うん、いいわね笑顔！　そっちの方がよっぽど輝いているわ！」

「笑顔？」

「ええ、笑顔よ。スマイル！　あたしのファンなら、常に笑顔でいなさい。そうすれば世界はいつだって輝いて見えるわ。どうしても笑顔でいられないのなら、あたしの本を読めば良い。あたしの歌を聴けば良い。あたしのライブに来れば良い。あたしの出ている番組を観みれば良い。それも駄だ目めなら空を見上げれば良いわ。あたしは、太陽のように常に皆の頭上にいるんだから！　あぁ、惑わく星せい規き模ぼに公転するあたしってば輝いてる！」

「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!」

「それで、宛名は決まったのかしら？」

「は、はい、『さおりん』でお願いします！」




「あ、秋あき山やま先生。女性だったんですか!?」

「ええ、実は女性だったのよ。頭の天てつ辺ぺんからつま先まで正しよう真しん正しよう銘めい女性よ。そうね、さしずめ職業は作家で、生き様は女ってところかしら」

「はい？　生き様は女？」

「……別に何でもないわ。気にしないで」

「そ、そうですか」

「おかしいわね。場を和なごます為ための小こ粋いきなジョークのつもりだったんだけど。『そこまで言われると逆に怪しいよ！』ってツッコんでくれたらスムーズに進んだのに。これはあの駄犬のツッコミ力がおかしいだけなのかしら。それとも……」

「あ、あのー秋山先生？　そういう分ぶん析せきは別の機会にして頂けませんか。ほ、ほら、サイン会もう始まっちゃってますからぁ！」

「そ、それもそうね。で、どの本にサインをすればいいのかしら？」

「是ぜ非ひこれにお願いします！」

「あら、『夢ゆめ見み』の『望ぼう郷きよう編』ね」

「はい！　もう大好きなんです！　夢見はスレンダーにボーイッシュでカッコいいし。出てくる刑事達も皆スタイリッシュで色気があって、読んでてゾクゾクしちゃいます。特に『望郷編』のラスト。夢見の上司のやまいだれ警けい部ぶが、トンネルに刻きざまれていた落書きから汚お職しよく事件の全ぜん貌ぼうに気が付いて、でも幼おさな馴な染じみの名めい誉よを守る為に一人苦悩するシーンとか最高です！　あれぞ男泣きですよね！」

「……ふうん。作家を前にして饒じよう舌ぜつに感想を語りたがるのは変わらないのね。ああでも、うちの駄犬の方がもっとしつこくて馴なれ馴なれしいかしら」

「せ、せんすぇ!?　ですからぁ!!」

「う、うるさいわね。分かっているわよ」

「あの秋山先生。この夢見って、実在のモデルがいたりするんでしょうか？」

「あらどうして？」

「いえ実は、私の同どう僚りようの教え子の保ほ護ご者しやの女性刑事さんが『ユメミ』って呼ばれていて、もしかしたらと思ったんですけど」

「ええいるわよ、モデル。多分、アナタの言うその刑事で合ってるわ」

「わぁ、やっぱりそうなんですか!?　その子に色々聞いたりしたんですけど、実在のユメミさんは何だかボンキュッボンらしくて、スレンダーな夢見とは似ても似つかないな、なんて思っていたんです。でも、そんなところまで似せる訳ないですよね！」

「先生！　先生！　別にその方は何もおかしなことは言ってないですよぉ!!　ただちょこっと、好奇心が旺おう盛せいなだけですからぁ!!　普通の会話ですからぁ!!」

「それじゃあ秋山先生！　サインお願いします!!」




「はじめまして姫ひめ萩はぎ先生。先生の著作、いつも拝はい見けんさせて頂いております」

「はい、ありがとうございます」

「あっはっは、今日はこの為にはるばる島しま根ねより飛行機で来たんですよ。終わったらすぐにトンボ返り。妻に怒られてしまいますが、しかし先生にお会い出来るのならお安い物ですな」

「はい、ありがとうございます」

「いやはや、先生の著作はどれも素す晴ばらしいです。最初は友人から勧められたのですが、読み始めてすぐに姫萩先生の世界に引き込まれてしまいました。こんなにお若いのに、いやあ本当に素晴らしい」

「はい、ありがとうございます」

『紅葉もみじ紅葉！　この前話したよね、サイン会っていうのは、読者の方とのコミュニケーションも重要なんだよ!?　ほらせめて「はい、ありがとうございます」以外のことを喋しやべってみてもいいんじゃないかな！　いくら僕の前だからって気を遣つかわなくてもいいんだよ!?　ほら佐さ茅ちさんも、こういう時の為に後ろに立っているんですから！　何か話しかけてあげて下さい！』

「ほほほほ本日は遠えん路ろはるばるお嬢じよう様さまのサイン会にににににに！！！」

『何で佐茅さんが緊きん張ちようしているんですか!?』

「流石さすがは姫萩先生、このまま作品の話に花を咲かせたいところですが、後ろに同好の士たちも並んでいますから、この辺にしておきましょう。では、この『金色の火』にサインを頂けますでしょうか。私が一番好きな作品でしてね」

『ほら紅葉！　すぐに受け取って！　その初老の方のお名前とサインを！』

「……ん、カラス？　こ、これはもしや……素晴らしいです姫萩先生!!」

『へ？』

「このカラス！　この緊張したメイド！　そして後ろに貼はられているポスター！　一いち輪りん挿ざしに活いけられた百ゆ合りの花！　更には、姫萩先生のお着物のデザイン！　成なる程ほど、これは先生なりに『宇宙』を表現されているんですね!?」

『……はぁ？』

「いや違う。私という存在がこの場にいることで『宇宙』ではなくなってしまう。ということは『無限』!?　いやそれとも……」

「では、本を」

「いえ先生！　何も言わないで下さい！　私には分かります！　分かりますよおおおおお！！！」




　いよいよ開始されたサイン会。

　カメラのムカデ屋ビル九階の催さい事じ場じよう。マキシによって無む駄だに豪ごう華かな感じに装そう飾しよくされたサイン会会場、通称マキシオブザラウンドには、多くの人が集まっている。人の波が向かうのは会場中央、純白のステージ。

　ステージ上には、現在三人の作家と三人の読者が並んでいる。

　秋あき月づきマキシと、黒くろ髪かみおかっぱの女子高生。

　秋山忍しのぶと、メガネのキャリアウーマン風の女性。

　姫萩紅葉と、カジュアルな服装の初老の男性。

　三者三様、それぞれに読者に向き合い、サインをしている作家達。

　俺がいるのは夏野の足下、丁ちよう度ど読者側から見えない机の陰である。場所なんてどこでも良かったんだけど、何な故ぜか夏野によってここに押し込まれた。この位置からだと、皆の会話内容がかすかに聞こえて来る。

　さて、三人のファーストコンタクトを、それぞれチェックしてみたところ。

『何というか、マキシはさすがの一言だな』

　アイドル作家として、読者の前に出ることが多かった秋月マキシの、本ほん領りよう発はつ揮き。慣れている、という段階を軽く通り越しているかのような、そつのなさ。自著にサインをしながら、女子高生と、まるで友人のような気安い会話を繰くり広ひろげている。

『夏なつ野のは……まあ、初めてだし、こんなもんかな？』

　いかにも不慣れな様子で、読者との会話を試こころみている。

　いつも唯ゆい我が独どく尊そんな夏野が、こうしてアタフタしているところは少し面おも白しろい。まあ、鈴すず菜なのフォローもあるし、変なことにはならないだろう。ギャグが盛大に滑すべっているところは小こ気き味み良よさすら感じてしまう。って、下へ手たな事を考えると机の下でも即蹴けりが飛んで来るので程々にしておこう。

　そして最後。

　問題なのは、姫萩紅葉。

『……あいつのところは、一体何をやっているんだ？』

　会話内容を盗ぬすみ聞ぎく限り、読者による突発的芸術的解かい釈しやくで、サイン会自体がまるで紅葉の芸術作品のような扱いにされてしまっている。

　当の紅葉は、その解釈を無表情で聞き続け、カラスは慌あわてふためき、メイドは緊張でガタガタと震ふるえている。サイン会というものに不慣れな姫萩紅葉。本来であればそこに担当編集者のサポートがあるべきなのだが、今ステージ上に紅葉の担当編集者の姿はない。

『だからって、やっぱり、カラスとメイドが付くっていうのは無理があったんじゃないのかなぁ』

　結局、サイン会の間、側に付く筈はずだった紅葉の担当編集者の副編集長は、開始時間までには到着が間に合わなくなってしまい、急きゆう遽きよ代わりの人間を手配することになった。サイン会前に、紅葉達が鈴菜から呼び出されていたのは、この件について協きよう議ぎする為だったようだ。

　代わりに黒服か書店員さんにお願いしようかという案も出たのだが、何故か紅葉がそれを固こ辞じ。本人の立りつ候こう補ほもあり、姫萩九く郎ろうと森もり部べ佐茅の、カラス＆メイドが紅葉のお付きとしてステージ上に上がることになったのだった。

『いやだからって、良いのかあれは』

　客観的に見てみれば、カラスにメイドに車くるま椅い子すの着物少女という組み合わせの姫萩紅葉陣営である。濃こい絵え面づらであることこの上ない。そりゃ、読者が深読みしたくなるのも当たり前だろう。『宇宙』だか『無限』だかは分からないけどさ。




「ありがとうございました！　次も絶対に来ますね！」

「ありがとうございます！　お会い出来て嬉しかったです！」

「ありがとうございます！　感動しました！」




　同時に上がる読者の声。一人目のサインが終了したのだ。

　それぞれに感謝の言葉を述べ、たった今手に入れたばかりのサイン本を胸に、彼らはステージを降りようとして。

　瞬間。閃せん光こうが会場内を包み、ステージが大きく揺れた。次ついで聞こえるのは、何か重いものが動く音。足下から、何かがせり上がって来る音。

『な、なん、だ!?』

　突とつ如じよ生じた異変に、思わず机の陰から飛び出す。

　開けた視界。そこにあるのは、それぞれの作家の前に並んだ沢山の読者達。

　三人の作家と、それのお付きとなる編集者・カラス・メイド。ついさっきサインを終えたばかりの三人の読者。そこには、おかしなところは見当たらない。

　おかしなところは、ただ一つ。

　人ではなく、周囲の光景。

　俺は、巨大なコンサート会場のステージに立っていた。

『……はぁ？』

　会場全体の雰ふん囲い気きが変わっていた。天てん井じよう近くのスピーカーから流れ出すのは、軽快でポップな音楽。会場を縦じゆう横おう無む尽じんに舐なめ尽つくすスポットライト。光と音のイリュージョン。そして、コンサート会場を覆おおい尽つくす、数万人の観客。

『……………………………………はぁ!?』

　意味が分からない。突然目の前に現れたものの情報量が多過ぎて処理しきれない。

　考えられるのは、このサイン会の会場ごと、どこかのコンサート会場にでも空間転移したとか、それくらいしかないんだけど。俺だけではなく、並んでいる読者達も皆、口をポカンと開けて、突然の異常事態を見回している。

『な、何だよこれ。おい夏野、一体何が……』

　そう、すぐ側にいる夏野に向けて疑問をぶつけようとして。

　しかし、爆発にも似た怒ど号ごうが、あらゆる音をかき消した。

　それは歓声。

　地平の果てから聞こえて来るような、歓喜の声。数万人の観客が発するその声は、幾いく重えにも重なり、波のように寄せては弾はじけて行きながら。

　一つの名前を、告げている。

　その歓声に応こたえるようにして。

　全すべての音が止まり。

　全ての光が、一点に集中する。

　ステージ上。光を反射して輝く、純白の衣い装しよう。背中には、羽根をモチーフにした意い匠しよう。

　手には、これまた純白のマイクを持ち、挑ちよう戦せん的てきな笑顔を浮かべている。

　言うまでもない。

　秋月マキシが、そこにいて。

「それじゃあ皆!!　秋月マキシ☆サイン会＆スーパー☆シャイニングライブの、始まりよっ!!」

『お前かあああああああ！！！！』

　いやいやいや、一体何を始めちゃってるんだよ。ここは由ゆい緒しよ正ただしきサイン会の会場ですよね!?　なのにどうしてあのアイドルは歌って踊おどって輝いて、賑にぎやかな感じでライブやってんの!?　サイン書けよ!!

　マキシの叫びによって、ようやく我に返ったのだろう。啞あ然ぜんとしていた読者達は辺りを見回し始める。皆、一様に混乱している様子で、会場内がざわめき始めた。

　いや当たり前だ、みんなサイン会に来たのに、いきなりライブとか始まったらそりゃ驚おどろくに決まってる。

　しかし。

「「「マッキ─────!!」」」

『なっ!?』

　目の前の読者の列から、怒号とも言える声せい援えんが上がった。一際大きな声を上げたのは、秋月マキシの列に並んでいる一団だ。

「「「マッキー！　待ってましたぁー!!」」」

『はぁ!?』

　彼らは目を輝かせて、それぞれ鞄かばんの中から、ペンライトや長方形のタオルを取り出し始める。それらに書かれた文字は『ＭＡＸＩ　ＡＫＩＺＵＫＩ』。

「「「シャイニーング！！！」」」

『ええええええ!?』

　アイドル、秋月マキシのライブグッズを携たずさえた読者達。

　彼らの顔に驚きはなく、ただはち切れんばかりの期待の色と熱を浮かべ、マキシに声援を送っている。それは、今日このサイン会の場において、マキシがライブを行うことなどお見通しだったかのようで。

『な、何て良く訓くん練れんされた読者達なんだ!?』

　いや、ちょっと訓練され過ぎだろ。普通はこんなところでライブなんて考えねぇよ。

「今日のライブはサイン会をしながらのスペシャルシャイニングバージョンよ!!」

「わー！　マッキー！　わー!!」

　見れば、一番最初にサインを貰っていた女子高生の子も、目の前でサイリウムをブンブンと振っている。

「歌って踊りながらサインをするわよ！　皆、本を頭上に掲かかげて、あたしの前に来なさい。いい、きちんと二列になって順番を守るのよ。追い越し、割り込み、迷めい惑わく行為は絶対に駄目！　違反したら、こわーい黒服のお兄さんが来ちゃうんだから!!」

「「「ＨＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!」」」

　ステージ上から、自分の読者達に向けて注意事項を叫ぶマキシ。会場内に響き渡るその注意事項すらも歌声のようで、観客のボルテージもグングンと上がっていく。

「秋山先生、姫萩先生のサイン会に来た皆さん、驚かせてごめんなさい。でも大丈夫。絶対にご迷惑はおかけしません。どうぞ、サイン会を楽しんで行って下さい。そして、出来たら皆さんも、あたしの、秋月マキシのライブを楽しんで行って下さい!!」

「「「…………!?」」」

　秋山忍、姫萩紅葉の読者の列に向けて礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げるマキシ。さっきからの急展開に混乱する読者達は、いきなり頭を下げられて、更に困こん惑わくの色を見せる。

「じゃあ……そろそろ始めるわよ？」

　頭を上げるマキシ。一度、自分の読者達の方を睨にらむと、片腕を大きく頭の後ろに回し、上半身を前に突き出して見せる。秋月マキシの、お馴染みのポージングが決まった。

「「「ＹＥＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ！！！！」」」

　そのポージングを見て、マキシの読者達のテンションは、マックス近くまで上がっている。それを満足そうに見回すと、マキシは純白のマイクに向けて、叫んだ。

「一曲目行くわよ!!　『チョコレート・ウォーズ』!!」

「「「ＹＥＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ！！！！！！！！」」」

　こうして数万人の歓声に包まれて、秋月マキシ☆サイン会＆スーパー☆シャイニングライブが、ここに始まったのだ。




『いやだから始めるなよ!!　何を自然な流れで始めちゃってるんだよ!!　サイン会だよ!?　サイン会って言ってるじゃんよ!!』

　しかし、俺のツッコミも空むなしく、ステージの中央は秋月マキシオンステージ。音楽に合わせて歌ったり踊ったりしながら、読者の差し出した本にサインをしている。しかもサインに加えて小さなイラストを添そえたりと、細かなサービスも忘れない。器き用ようにも程がある。

　つーか、俺達は今どこにいるの!?　書店にいるんじゃなかったの？　いつの間にこんなコンサート会場にワープしてたんだよ。この周りの観客はどこから出て来たの!?　ああもう、訳が分からない!!

「成程、やってくれたわね」

『夏野!?』

「あの白いの。なかなか面白いことを考えるじゃないの」

『お前、何をそんなに落ち着いてるんだよ。ワープしちゃってるんだぞ!!』

　頭上から落とされる声。ところどころ、ライブの音にかき消されながらも、何とか聞き取ることが出来る。

「落ち着きなさい驚犬。これは、別にワープした訳じゃないわ。勿もち論ろん、時空が歪ゆがんだ訳でもない」

『はぁ？　じゃあ何だってんだよ』

「会場の壁かべを、良く見てみなさい」

『……壁？』

　夏野に促うながされるまま、サイン会会場の壁を見つめる。壁と言うか、さっきまで壁があった所には、熱狂的な観客達がいるだけなんですけど。

『……いや、壁じゃない。あれは、モニターか？』

「そう、モニター。あの観客は、この会場に実際にいるんじゃない。モニターに映っている映像よ」

『どういうことだ？』

「あの白いのは、今回のサイン会を、ライブビューイングで別会場と繫つなげているみたいね。確かに、この会場だけなら、限られた数の読者しか集めることが出来ないけど。この方法なら、もっと沢山の読者に向けてアピールが出来るものね。全く、こそこそ会場の設せつ営えいをしていると思ったら、こんなことを考えていたのね」

　呆あきれたような夏野の言葉。いや、その通りだ。だってこんな大掛かりな仕掛けを打った所で、勝負の結果には何の影響もない。

　何故なら、今回の勝負は、一〇〇〇人の投票によって決まるのだから。

　確かに、画面の向こうにいる数万の観客を加えれば、数だけはマキシの読者が圧倒的になるだろう。しかし、画面の向こうにいる彼等に投票権は無い。どれだけ派は手でな演出を行ったとしても、票の上限は一〇〇〇票で固定されている。

『なのに、何でマキシはこんなことを……』

「あら、分からないの？」

『へ？』

「簡単なことよ。あの白いのがこんなバカなことをする理由なんて、ただの一つしかないじゃない」

　歓声に紛まぎれて揺れる、夏野の声。

「思い出しなさい。この前鈴菜はなんて言っていたかしら？　秋月マキシは、今回のサイン会で、何を企たくらんでいると？」

『そ、そう言えば』

　夏野の言葉に、鈴菜の語った言葉が思い出される。




　──投票をするのはサインをした瞬間ではなく、サイン会の会場から出る瞬間です。つまり、サインと投票のタイミングに、ズレが生じるということです。数十秒から数分の時間のズレが。




　──その、サインと投票の間の、空白の時間。ルール上、その時間をどう使うかについては、特に決め事はありませんでしたよね？　ということは、何をやっても自由、ということになります。




　──確かに、そんな短い時間の間で、他の作家の読者を、自らの読者に仕立て上げるということは難しいでしょう。しかし、少しだけ興きよう味みを引かせる。強く印象づける。自分の方を向かせる事が出来れば、ひょっとして投票先を少し変えるくらいなら、可能だと思いませんか？




　──読者の好みは、そう簡単には変わらない。しかし、その一瞬で印象を塗ぬり替かえるくらいならば、可能性はある。そんな電でん撃げき的てきな手て管くだ、短時間で自分の印象を強きよう烈れつに叩たたき込こむ手段なら、恐らく、秋月先生の右に出るものはいないだろう、と。




『ちょっ、ちょっと待てよ!!　じゃあ、まさかこのライブ自体がマキシの考えた作戦だっていうのか!?　勝負に勝つ為の!?』

「相変わらず理解が遅い犬ねえ。それ以外ないじゃないの」

『そ、そんな!?』

　今回のサイン会を訪れるのは、勿論マキシの読者だけではない。ひょっとしたら秋月マキシの本を知らない、マキシの本を読んだことがない人だっているかもしれない。

　しかし、目の前でこうして、派手なイベントが起こったら。

　数万人の観客が熱狂する、この様子を見せつけられたら。

　印象は、変わるかもしれない。秋月マキシに、目が行くかもしれない。

　投票という、たった一瞬。その瞬間だけ、印象を上書きすることが出来れば、投票先は変わるかもしれない。

　その為だけに。上う手まく行くかどうかも分からない、そんな計画の為に。こんな、熱狂的なライブを、実現させたのか。

　確かに、マキシが何かをやってくるだろうとは思っていた。アイドルとして、サイン会というものに、夏野や紅葉よりも慣れている。そのアドバンテージを活いかす作戦はあると、そう思っていた。しかし、これはあまりにも大規模過ぎる。

　モニターに映る観客は、サインをしながら歌うマキシを一心に見つめ、そして歓声を送っている。モニターに隔へだてられているといっても、その熱意は変わることはない。今ここに数万人が揃そろっているかのような、そんな熱狂が会場を支配している。

　マキシもまた、その熱狂を受け止めて、いつも以上に輝く笑みを浮かべる。歌も踊りも一切妥だ協きようすることなく。そして、すぐ目の前にいる読者を忘れることもなく。全身全霊で、読者を惹ひき付つけている。

『でもまさか、そんな事の為に、こんな大規模な仕掛けをして、こんなライブまで開かい催さいするだなんて……』

「そんな事の為、だからかもしれないわね」

『へ？』

「それだけ、今回のことは、あの白いのにとっては特別な事だという事ね。私達とは違う理由だろうけど、今回の勝負は本当に完全に本気みたい。正々堂々と、自分の持ってるものを全部使ってきた。正直、ここまでのことをやってくるとは思わなかったわ。別に侮あなどっていた訳じゃあないけど、少し甘く見ていたかもしれないわね。やるじゃない、秋月マキシ」

　夏野の顔に浮かぶのは、楽しそうな笑み。自分が不利になっている、この状況下で、なおもふてぶてしい笑みだ。

「それにほら、効果も抜群みたいよ？」

　夏野が指した先、先程秋山忍のサインを受け取ったメガネの女性の視線は、今、マキシのステージに釘くぎ付づけになっている。

　彼女は秋山忍に会う為に、秋山忍の読者としてこの場に来た。しかし、今その瞳ひとみに映るのは、秋山忍ではなく秋月マキシの姿。その右手には空白の投票用紙が握られている。今、彼女の心を摑つかんでいるのは、果たして誰か。

『お、おい夏野』

「分かってるわ駄犬。アナタはそこで黙っていなさい」

　ゆらり、と夏野の右手が机の下に伸びる。

「さすがに、目の前で自分の読者を横取りされる趣しゆ味みはないのよ」

『え、お前ちょっと待て。ひょっとして……』

　掲げられた夏野の右手。そこに握られているのは、見慣れたハサミ。会場の照明に照らされて、まばゆい銀色の光を放つ。

『だ、駄目だ！　それはいけない!!』

　まさか、マキシの行動を妨ぼう害がいする為に物理的な手段に打って出るつもりじゃないだろうな!?　駄目。それだけは絶対に駄目だ！　そんなことしちゃったらもう警けい察さつ沙ざ汰たどころの騒ぎじゃない。何かしらの特殊部隊が出動してしまう。熱気冷めやらぬサイン会の会場が、一転して鮮血飛び散る暗黒の地じ獄ごく絵え図ずに変わってしまう!!

「バカね、そんな事をする訳ないじゃない」

『じゃあハサミで何をするの!?』

　夏野は、ステージの最前面まで進み出て、右手に構えたハサミを、高々と掲げ。

「こう、するのよ」

　たった一度だけ。




　──シャキン、と。




　その刃を、鳴らした。

　瞬間、辺りに静せい寂じやくが訪れた。

　聞こえるのは凜りんと鳴る、ハサミの音色だけ。

　他には何も聞こえない。ただ静寂だけがある。

　刃やいばの如ごとくに澄み渡る、その音色は。

　会場を覆い尽くしていた熱狂を。

　そしてマキシのライブから伝わって来る喧けん騒そうを。

　形のないものですら、ばっさりと。

　完全に、斬きり裂さいた。




『……はぁ？』

　ハサミの残ざん響きようが境界線を形作るかのように拡ひろがる。俺達と、その目の前の秋山忍の読者の列だけが、隔かく絶ぜつされたかのように静まり返る。

『え、何これ？　何が起きたの!?』

　先程まで全身に叩きつけられるようにして聞こえていた、マキシのライブの喧騒は、今はもう聞こえない。それはまるで、夏野のハサミがライブの喧噪ごと斬って捨てたかのようで。

　突如訪れた静寂の中。夏野は俺の混乱など無視して、目の前に立つ女性、自らの読者に向けて声を掛ける。

「ねえアナタ、名前を教えて貰えるかしら」

「秋山先生!?　な、名前ですか？」

「ええ、サインを書くのに名字は聞いたけど、下の名前は聞いてなかったわよね」

「あ、彩あや花かです。『彩る花』で、彩花。小お埜の木ぎ彩花」

「成程、良い名前ね。良かったら、もっと私の本の話を聞かせて欲しいんだけど、どうかしら？」

「……え？」

　夏野の問いに、彩花は目に見えて戸と惑まどいの反応を返す。

「何を驚いているの。さっきは、あんなに楽しそうに喋ってくれたじゃない。私が書いた本を読んでくれたのよね。私の本を好きでいてくれたのよね」

「さ、さっきのは勢いというか」

「勢いでも何でも良いわ。私の書いた本の話を、聞かせて欲しいの」

「……本気ですか？」

「勿論。他でもないアナタの話を、私が聞きたいんだから」

　夏野の顔に浮かぶのは笑み。それは、彩花が手にした自身の本へと向けられた笑み。そして彩花自身へと向けられた笑み。それを見て、彩花の顔にも笑みが浮かぶ。

「い、いいんですね。私、語り始めると長いですよ？」

「ええ、望むところよ」

「分かりました……じゃあ!!」

　彩花は、一度覚悟を決めたように頷うなずくと、すぐに顔を上げ。

「あ、あの私、さっきはテンパっていて言えなかったんですけど。本当はお礼を言いたかったんです。私、この本のおかげで、喧けん嘩か別わかれしていた昔の友達と、仲直りすることが出来て……あ、私、秋山先生の本の感想を書くウェブサイトを持っているんですけど、そこで偶然ですね──」

　堰せきを切ったかのようにしゃべり出す彩花。秋山忍の本を読んで感じたもの。想おもいのたけを夏野に向けて吐き出す。対して夏野は、彩花の話を熱心に聴いている。聴くだけではない、時に質問を返し、確かに読者と会話をしている。それはお世せ辞じにも、マキシのように手慣れたものとは呼べないが。しかし、目を逸そらすことだけは、決してしない。目の前に立つ読者と、向かい合っている。

　作家と読者が語り合っている。

「──とにかく、もう、秋山先生、大好きです!!」

「……ありがとう。こちらこそ」

「そんな私の方こそ、ってあぁ!?　す、すいません！　私ばかり話しちゃって。次の人が待ってますよね……あの、秋山先生。サイン、どうもありがとうございました！」

　彩花は、背後のサイン会の列を振り返り、本を抱えて一歩を踏み出そうとして。

「待ちなさい」

　名残なごり惜おしそうに去ろうとした彩花の背中に、夏野はもう一度声をかける。

「秋山先生？」

「まだ話は終わってないわよ。さっきの『夢見』の、サインを書いたページ。そこをもう一度開いて貰えるかしら？」

「サインのページ、ですか？」

「いいから、早く」

「は、はい」

　言われるがままに彩花は本を開く。開かれたページに書かれているのは、秋山忍のサインと、宛名の文字。

「ええ良いわ。そうね、もう少し上に持って貰えると更に良い」

「上？　こうですか？」

「ええ、そこで良いわ」

「秋山先生、これがどうしたんですか？」

「じゃあ、動くんじゃないわよっ!!」

「えっ!?」

　閃光が走った。

　サイン会会場の右端。小埜木彩花に向けて、右手を高速で振るう。それは、明らかに尋じん常じようではない速度。ペン先で皮ひ膚ふごと切り裂いてしまいそうな凶暴さで。

『ななな夏野さん!?　何をやってるの!?』

　何をそんな急に万年筆を振り切ってるの!?　さっきまでいい顔でいいこと言っていたけど、もう時間切れなの!?　やっぱり暴力に訴うつたえちゃうの!?

「……はい、もういいわよ」

『え？』

　見上げた視界、そこには先程までと違う文字が存在していた。

　ついさっき、夏野がサインを書いた『夢見』の空白ページ。先程見た時に書かれていたのは、秋山忍のサインと宛名のみ。そのページには、まだ大きな空白が残されていた。しかし今、その空白が新たに書き込まれた文字で埋まっている。

『文字……文章……？』

　いや違う、これは。

『小説!?』

　空白を埋め尽くすようにして密度濃く書き込まれた文字。こんな短時間で書いたとは思えない程の筆量。『夢見』の空白ページ、そこには、秋山忍の手によって、新たな物語が生み出されていた。

「あ、秋山先生、これ……」

「せっかく話を聞かせて貰ったのに、ただサインだけじゃあ帰せないものね」

「!?」

　驚きよう愕がくの表情と共に、彩花の視線が、たった今書かれたばかりの掌しよう編へん小説へと落ちる。

「それはアナタだけのものよ。秋山忍が、小埜木彩花、アナタの為だけに書いた小説」

　その掌編小説の登場人物の名前は『小埜木彩花』。メガネをかけたキャリアウーマン風の女性、自らが手にした本で過去の友情を取り戻した女性の物語。それは、紛れもなく目の前の人物。実在する、小埜木彩花その人で。

　それは、紛れもなく、彼女自身が登場する掌編小説だった。

「気に入って貰えたら良いんだけど」

「そ、そんな！　あ、ありがとうございます！　ありがとうございます！」

「ちょっ、ちょっと、そんなにお礼を言われる程のことじゃあないわよ」

「いえもう！　本当にありがとうございます！　ゾクゾクしちゃいました!!」

「こちらこそ、いつも応援してくれてありがとう。これからもよろしくね」

「はいっ！」

　彩花の返事を聞いて、夏野は立ち上がりステージの一番前まで歩き出す。そのまま、目の前で起きた光景に戸惑う読者達に向けて告げる。ハサミの音のように澄んだ、しかし鋭するどい声色で。確かに読者に届く声で。




「私の名前は秋山忍。作家よ。今まで、読者の前にも出ることなく、正体を隠して、覆ふく面めん作さつ家かを続けてきた。読者とは、離れた場所に居続けていた。私達は、本を通してしか触れ合うことの出来ない存在だった。読者の声をこうして直接聞く機会は、無かった」




「だけど今。今日ここに、この場所には、私と、アナタ達がいるわ」




「だから、聞かせて貰えるかしら。アナタ達の話を。私の本を読んで、何を思い、何を感じて、何を見たのかを、教えて。その言葉で、私に伝えて欲しいの。どんなに小さなことでも良い。どんなに些さ細さいなことでも良い。感想でも、批評でも、思い出でも良い。どんなものであっても、それは私が初めて手にする、読者そのものの想いだから。私が、これからも書き続ける糧かてになるものだから」




「アナタ達の想いを、一つも取りこぼしたくはない。私が、秋山忍という作家が、どのようにしてここまで来たのか、その道筋を知る為に、聞かせて」




「アナタ達の言葉を、話を、この秋山忍に聞かせて!!」




『……夏野』

　夏野の言葉に、何か反応が返ってきた訳ではない。

　しかし、確実に変わっているものがあった。目の前の、秋山忍の読者の瞳が、夏野だけを映している。意思を秘めた真まっ直すぐな瞳で、夏野を見つめている。そこに、他のものが入り込む余よ地ちはない。

　俺もまた、夏野の言葉に、身を震ふるわせていた。自分が秋山忍の読者だからこそ、ここに並んでいる皆の想いが、分かるのだ。

　誰もが俺と同じように感じている。

　自分が、読者が、目の前にいる作家に求められているという、その喜びを嚙かみ締しめている。

「あ、あの、秋山先生！」

　すぐ目の前で秋山忍の宣言を聞いていた彩花は、メガネをずらし目尻に浮かんだ涙を拭ぬぐいながら、右手に握っていた投票用紙に大きく『秋山忍先生』と書き込む。

「こ、これ！　秋山先生に投票しますね！　本当にありがとうございました！」

　そう、心底満足したような表情で告げ、彩花は秋山忍の下を離れる。その足取りは軽く、確固としたもの。ただの一度も後ろを振り返ることなく、サイン会のステージから降りて行った。




「……ありがとう、って言うのはどっちなのかしらね」

　ステージから離れる彩花の背中を見ながら、独り言のように呟つぶやく夏野。しかし、視線をすぐに右手に持つ万年筆へと向け。

「まあそれはともかくとして、ぶっつけ本番だったけど上う手まくいったわね。速度はまあまあと言ったところかしら。もう少し振りを小さくした方が、手首への負担は軽けい減げん出来そうだけど……」

『そうだよ！　さっきのって何!?　一体何をやったの!?』

　何かちょっと良い話風になってたけど、忘れちゃならない異常現象が発生していたよね!?　何で万年筆を振るだけで小説が書かれてるの!?

「何って、ただちょっと小説を書いただけよ。いつもやってるでしょ？」

『絶対いつもと違ったよね!?』

「うるさいわね。別に、あの白いのが本気でかかって来るというのなら、私だって本気で応えるってだけよ。勿論、作家としてね」

『作家として？』

「ええ。良いじゃない。ライブとサイン会を同時に行って、自分に注目を集めさせる。確かに、秋月マキシにしか出来ない芸当よね。作戦としては面白い。悪くないわ」

　夏野の口の端が吊つり上あがる。

「私は作家よ。作家とは書く者。自らの想いを、作品として外に吐き出す者。読者に伝える者。だったら私は、作品で応えてみせようじゃない」

　夏野は告げる。

　自らの矜きよう持じを、不ふ屈くつの意志を。

　手にした万年筆に込めて、書かき連つらねる。

「ここでは、読者の生の声を聞くことが出来る。読者の声を聴いて得たインスピレーションから、超高速で小説を書いて、読者に読んで貰う。ただ一人の読者に対し、ただ一人の作家となって書く。私にしか出来ないことを、書くことだけを、極限まで突き詰めてあげるわ」

『……お前、そんなことを考えていたのか』

「勿論、メインは読者と直じかに触れ合うことだけど、ね」

　それこそが秋山忍の考えた策。読者一人一人に対して、世界に一つだけの掌編小説を書くということ。自分が愛する作家が、自分の為だけに物語を書いてくれる。読者にとってこれ程の喜びがあろうか。

『ってか何それズルい！　秋山忍がオリジナル掌編小説を書いてくれるだなんて聞いてないぞ！　お、俺も書いて欲しい！　よし、待ってろ今から列に並んでクギュウ!?』

　陸上選手もかくやというようなスタートを切った俺だったが、しかし上から夏野に押さえつけられる。足で。

「今から行っても、定員オーバーで並べないわよ」

『不覚だ！　いやでも、チャンスがあるかもしれない!!』

「無いわよ」

『いや、時空の歪みが生じて、一人か二人分余裕が出来ている可能性だって!!』

「安心しなさい。アナタには後で特別に小説、刻み込んであげるから」

『え、マジ!?　やったー！』

　やった。俺も、秋山忍のオリジナル掌編小説が読める！

『って刻むって何!?』

　危なかった。喜びに我を忘れて、肝かん心じんな言葉を聞き逃しそうになったぞ。書くだけで良いんだよ、刻まなくても。

「ほら、鈴菜もいい加か減げんに目を覚ましなさい。あんなライブなんて、何の問題もないんだから。さもないと褒ほめるわよ」

「ハッ!?　申し訳ありません！　つい！」

『やっぱりそれで起きるのかよ!!』

「ちょっと犬。アナタ、さっきからうるさいからどっか行ってなさい。読者の話を聞くんだから。アナタとお喋りしている暇ひまはないのよ」

『はぁぁッ!?』

　夏野の紅あかい瞳が光ったのと同時、むんずと身体を摑まれ、空中に放ほうり投なげられる。俺の身体からだが、ステージの上を横断する。

「さあ、アナタ達の話を聞かせて頂ちよう戴だい。一〇〇人でも一〇〇〇人でも、この身体の動く限り、書いてやろうじゃないの!!」

　目の前に迫る読者達を真っ直ぐに見つめ。

　秋山忍が吠ほえた。




『も、紅葉紅葉！　何だか秋月先生も、秋山先生も凄いことをやっているみたいだよ。僕達は何もしなくてもいいのかい？　あ、別に紅葉が負けるだなんて思っている訳じゃないよ？　でもね、でも、もしもこのまま何もしないでいたら、せっかくの紅葉の名前に傷が付いてしまうというか……』

「私は、何もする必要はありません。だから兄さんも、その場から動かないで下さい」

『な、何もするなって、それじゃあ、紅葉への愛の言葉を囁ささやくことも出来ないよ……というか、この集まっている読者の方々は一体？』

『ヌオワアアアアア!?』

『春はる海み君!?』

　夏野に投げ飛ばされた先、辿たどり着ついたのは紅葉のステージの背後。正確には、メイドの持つ殺さつ人じん箒ほうきの穂先で。

『ブベッ!?』

　箒の柄えにぶつかり、そのまま空中で垂直に一回転。結局穂先に引っかかる形で停止した。

『あ、あぶねえ!?　助かった!!』

　いつも通り、箒の先が刃物だったら、完全に突き刺さっていた。ザクッブシャアアアってなって、百も舌ずのはやにえバージョン犬が完成するところだったよ。つーか、今回は俺の肉体的には割と平和に進行するもんだと思ってたんだけど。そんな事はないの？　俺の命って、やっぱり危うく死ぬレベルの軽さしかないの？

「佐茅さん」

「ひゃ、ひゃい！　お嬢様！」

　紅葉の言葉に、佐茅は明らかに緊張しきった声を返すと、箒に引っかかった俺をぎこちなく外し、紅葉へと渡す。

「和かず人ひとさん。少し遅い到着でしたね。お待ちしていたんですよ」

『はぁ？　待ってた？』

　間近で見る紅葉の顔。湖こ面めんのように澄んだ瞳が、心まで見透かすように見つめてくる。その表情は、無表情ながら僅わずかに拗すねているようにも見える。

『な、何を言ってるんだい紅葉！　そんな犬、今すぐ放しなさい。今はサイン会中なんだよ。そんな犬を抱えたままでサインなんか出来る筈がないだろう！　どうしても抱えたいというのであればこの僕を！』

『おう黙れよカラス』

　どさくさに紛れて自分の欲望を出してんじゃねぇよ。

　しかし、九郎さんの言うことも、前半だけに限れば合っていなくもない。俺がこんなところにいては、紅葉がサインを出来る筈がないのだ。

　だから膝ひざから降りようとして。

『ムギュアッ!?』

「和人さん、どこへ行くのですか」

　しかし、紅葉の両腕が俺の身体を押さえつける。

『いや、邪じや魔ましたら悪いと思って』

「別に、邪魔ではありません。むしろそこを動かないで下さい」

　腕の中で動こうとした俺を、紅葉の両腕が締め付ける。着物越しに感じる紅葉の体温と感触。思わず、遊園地でガレキに閉じ込められた時のことを思い出してしまう。

『春海君！　こ、このゲロシャブ！　てめえ、五体満足で朝日拝おがめると思うなよ!!』

「兄さん。黙って動かないでいて下さいと、言いましたよね」

『も、紅葉!?　で、でも！』

「お、おおおお嬢様！」

　九郎さんの恫どう喝かつを切って捨てる紅葉。背後のメイドも、緊張で硬くなって使えないことこの上ない。周りの制止の声すら届かず、紅葉の両腕が、そのまま俺の身体を締め付けたかと思うと。

「はい、どうぞ和人さん」

『へ？』

　そのまま前後反転させ、俺の身体を読者側へと向ける。

　瞬間。地響きすらも起こしそうな歓声が、俺の身体を打つ。

「ＹＥＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！」

「ＢＲＡＶＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！！！」

「も、紅葉せんせぇぇぇぇぇぇぇぇ！！！」

『……へ？』

　先程聞いたマキシへの歓声とは違う感覚。様々な感情の込められた、言語すらも統一されていない歓声が、紅葉の腕の中の俺を打つ。目の前には、姫萩紅葉のサイン会の列、読者の波。さっき離れて見た時は気が付かなかったが、それは秋山忍や、秋月マキシのものとは明らかに違っていた。

　紅葉の前に集まっている人の波は、一言で言えばバラバラだった。年齢、性別はもとより、肌の色、髪かみの色、瞳の色、言語に至るまで、まったく統一されていない。ここだけ、異国のような雰囲気を持っている。

「ありがとうございます、佐茅さん、セバス＝チャンさん。もう結構です」

「ひゃ、ひゃい、お嬢様！」

「いえいえ、姫萩先生のお役に立てるならお安いご用ですとも！　久し振りに興奮しましたよ」

　紅葉の言葉に応えるのは、メイドの佐茅と。先程、最初に紅葉からサインを貰っていた初老の男性。セバス＝チャンって名前なのかよ。

『い、いやいやいや、そんな事はどうでも良い。何これどういうことなの？』

　ここは日本だ。なのにどうして、この姫萩紅葉の列だけは、国際色が豊かな感じになっているのか。

　確かに、姫萩紅葉は、その芸術性を世界中から認められた作家だ。そのネームバリューは、日本国内に止とどまらず、世界に鳴り響いている。だから姫萩紅葉の読者は、国内だけに止まらず、むしろ海外の方にこそ多いとも言えるのだけど。

　しかし、いくら何でもこんな事があり得るのか。こんな時に、都合良く世界中から姫萩紅葉の読者が集まるなんて事が。

『紅葉、いつの間にこんな事に？　この読者の方達は一体……』

『え、九郎さんも知らなかったの？』

『はい、僕は紅葉の日々の生活をつぶさに観察するのに忙しかったので、サイン会についてはあまり関かかわっていませんから』

『あんた発案者じゃなかったの？』

　もう少し気合いを入れてサイン会に臨のぞみなさいよ。ドＭとか大だい門もんさんとか、お前の遺い志しを継ついだ人達が頑がん張ばっているのに、それは発案者としてどうなんだ。もう少し何かやれなかったのか。

「柊ひいらぎ鈴菜さんのお話は、私も伺うかがいました」

『え？』

「山やま田だ牧まき子こさんが、サインをした後の時間を利用して読者の意識を操そう作さし、得票数を操あやつろうとするのではないか、と。勝負を有利に進めようとするのではないか、と」

『あ、ああ』

　そうだ、あのドＭは、夏野に言った事を、紅葉にも伝えると言っていた。

「驚きました」

　言葉の内容とは裏腹に、紅葉は淡々と語り出す。

「読者の意識など、考えたことすらありませんでした。そんな概がい念ねんがあること自体初めて知りました。しかし、それもその筈です。何しろ、私はつい先日まで読者の存在すら認識していなかったのですから」

『……紅葉』

　机の上の九郎さんが、何かを言いたげな視線を向ける。

　しかし、紅葉はなおも淡々と。

「おかげで知ることが出来ました。考えることが出来ました。そして、今日、この場で見て、理解することが出来ました。そして、それらから導みちびき出だされた答えが」

　紅葉は、相変わらず抑よく揚ようの無い声で。

「私です」

　どん、と。力強く宣言。

『……？』

『……？』

「私です」

　二度目。

　同時に、ピースサインが俺と九郎さんに向けられた。

『…………？』

『…………？』

　えーと？

『も、紅葉さん？』

「何でしょうか、和人さん」

　変わらず、無表情のままの顔が向けられる。

『ごめん、ちょっと分からないんだけど。そのピースサインが答えって訳じゃあないんだよね？』

『は、春海君には分からないんですかぁ？　えー本当にぃ？』

　おい黙れカラス。お前も絶対に分かってないだろう。さっき、俺と同じぐらいに絶句していたじゃねえか。

「分かりませんか、和人さん」

『ああ、別に何も変わっていないような……』

　改めて、腕の中から紅葉を見上げる。湖面のように澄んだ瞳。切り揃えられた前髪。白い肌。その姿は、今まで見た紅葉と何も変わらない。サイン会の為か、少しお化け粧しようが施ほどこされている程度だろうか。

「はい、何も変わっていません」

『へ？』

「私は、何も変わっていません」

　表情を変えず、抑揚の無い口調のままで。

　紅葉は静かに、しかし強く宣言する。

「和人さんは、私が作家であることを教えてくれましたね。作家である私の周りには、いつでも読者がいると、そう教えてくれました。私は一人ではなく、沢山の読者の支えによって、作家として在るのだと」

『……ああ、確かに言った』

　それは、周りを一切見ることなく、自分のことだけを見続けていた紅葉に対して、俺が言った言葉。あのガレキの中で、紅葉に向けて語った読者の言葉だ。

「山田牧子さんは、アイドルとして歌って踊ることが出来るのでしょう。夏野霧姫さんは、その場で読者の方の為に何かを書くことが出来るのでしょう。しかし、今の私には、歌って踊ることは出来ませんし、何かを書くことも出来ません」

　淡々と語られる、紅葉の言葉。

　しかしそこには確かな熱が込められているようで。

「どちらも、今の私には出来ません。今の私が出来ることと言えば、和人さんが教えて下さったことを実行すること。自身が姫萩紅葉であることを理解すること。そして、姫萩紅葉の側にいる読者のことを信じることだけです」

　姫萩紅葉の宣言。

　それは、作家としての自分を認識し。

　読者の存在を理解した、作家の宣言。

「しかし、信じると、そう言ったところで、具体的に何か、行動に移せる訳ではありませんし、どのように信じたら良いのかも分かりません」

　だけど、と言葉を続ける。

「かつて進むことすら放ほう棄きしていた自分とは違い、ただ進んで行くことが。このまま、分からないままでも前へと進んで行くことが。これから何かを変えてくれると、そう信じます。何しろ、私は一人ではないのですから」

　決然とした瞳で。

　俺を見つめながら、姫萩紅葉は告げる。

「それに、知っていますか、和人さん」

『え？』

「私の読者は、なかなかに頼りになるのですよ？」

　見上げた先、紅葉の無表情が微かすかな微笑ほほえみに変わる。

「ですよね。佐茅さん」

「──かしこまりました、お嬢様」

　主人の言葉を受けて、従者が動き出す。姫萩紅葉に従うメイド、森部佐茅は、僅かに身体を震わせながら、ステージの一番前へと出て。

「待たせたね野郎ども!!　存分に姫萩紅葉の世界は堪たん能のうしたかい!?　さあ始めるよ!!　二列縦じゆう隊たい！　微速前進！　周りに迷惑を掛けたり、行軍を乱すようなことをした奴は、一いつ切さい合がつ財さい清せい掃そうしてやるから覚悟しな！」

「ＣＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＬ！！！」

「ＧＲＯＯＶＹＹＹＹＹＹＹ！！！」

「ＦＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！！！」

　読者に向けて大きな声を上げたのは、姫萩紅葉に仕つかえるソルジャーメイド、森部佐茅。応える歓声は、相変わらず多国籍の雑ざつ多たなもの。佐茅は、観客の歓声を煽あおるように、手にした穢殺刃ケガレザツパーを大きく振り回す。

『だからこの国境無き読者団は何なの!?　ってかあのメイド、さっきまであんなに緊張していたのに、どうして今はあんな危険物を振り回しているの!?』

「この方々は、佐茅さんが声を掛けて集めて下さいました。今回の件が決まってから、佐茅さんは昔のお仲間のツテを利用して、世界中のモミジストと呼ばれている、姫萩紅葉の読者の方々と連絡を取り合い、本日、この場で、私のサイン会が開かれることを伝えて下さったそうです」

『せ、世界中に!?　あのメイドが!?』

「先程まで硬くなっていたのは、少し感かん慨がいに浸ひたられていたのかもしれませんね。しかし、その甲か斐いもあって、こうして沢山の方々にお越し頂くことが出来ました」

『九郎さん、知っていたのか？』

『い、いえ知りません！　確かに、最近佐茅さんが無線でどこかに連絡しているのをよく目もく撃げきしていましたが、何い時つの間にそんなインターナショナルな!!』

『じゃ、じゃあ本当に、ここにいる奴らは皆、このサイン会に来る為に、世界中から集まって来たっていうのか』

「はい、そうなりますね」

『いや、「そうなりますね」ってそんな簡単に……』

　今更言うまでもないことですが、世界って広いんだよ？

　視界に広がる、姫萩紅葉の読者達。世界中から集まったという、人種も、国籍も、年齢も、性別も、バラバラな彼ら。姫萩紅葉の著作を読んでいるという点以外に、共通点を持たないような人々。しかし、彼らは紅葉の読者であるという、その一点だけを共有しているのだ。

　この場において、彼らの瞳に映るのは、姫萩紅葉ただ一人のみ。たとえ、周囲に数万の観衆が現れたとしても、彼らの瞳に、姫萩紅葉以外が映ることはない。

　彼らは皆、姫萩紅葉の為に集まった読者なのだから。




『いや、そもそも……』

　突如脳のう裏りをよぎる思考。姫萩紅葉の読者達を見て、気が付く。

　ひょっとして、俺は何かを勘かん違ちがいしていたのではないだろうか。

「どうしました、和人さん？」

『春海君？』

『い、いや、何でもない』




　顔を上げれば、そこには紅葉の多様な読者達。万ばん国こく博はく覧らん会かいでもここまで多彩にはならないだろう、というような壮そう観かんな光景。

『でもさ、世界中に声をかけたってことは、それこそ凄い人数になるんじゃないのか。こんな会場には入り切れないくらいの人数が押し寄せるんじゃ』

「そうですね。もともと国内にも、多くのモミジストの方がいらっしゃったようです。結果として、このサイン会に参加する権利は、相当の高倍率になってしまったそうで、何でも権利を争って、世界各地で軽い紛ふん争そうが起きたとか」

『え、何言ってんの？』

　超怖いことをさらりと言ったよね。

『……いや、ちょっと待てよ。ってことはお前、ひょっとしてサイン会の参加者全てを、自分の読者で独占することだって出来たんじゃないのか？』

　何しろ世界規模。人数だけを考えればケタ違いの数を集めることが可能だろう。投票用紙を独占して、最初から勝負を決める事だって出来る。しかし、ざっと会場を見渡しても、紅葉の読者の列は他と同じ。つまりは全体の三分の一程度で。

「独占、それは何ですか？」

『へ？』

「私の知っている勝負とは、同じ条件下で、正々堂々と、真まっ向こうから立ち向かうものなのですが。違うのですか？」

　紅葉は、前と変わらず、そんな疑問をぶつけて来る。

『ああ、そうだな。その通りだ』

『紅葉』

　その疑問に、俺と九郎さんは思わず、笑ってしまう。

　それが分かっているのならば、何も言うことはない。

「和人さん、兄さん、見て下さい」

　紅葉は一度、自分の胸に手を当てた後、目の前を指し示す。ステージの上、少し高いこの場所からは、列に並んだ紅葉の読者達と、森部佐茅の背中がよく見える。

「私が作家で」

　どこか、誇ほこらしげに。

「彼らが、私の読者達です」

　紅葉は、そう呟いたのだった。




「ふん、面白いじゃないの秋山忍、姫萩紅葉!!　そんな手段で、このあたしのシャイニングライブ＆サイン会に対抗しようっていうのね!?」




「うるさいわね。喋りながら踊っていると舌を嚙むわよ。アナタはいいから黙って歌ってなさいよ。気が散って書くスピードが落ちるでしょ」




「成程、サイン会とはこのように楽しいものなのですね。初めて知りました」




　言葉を飛ばし合う三人の作家。

　その顔に浮かぶのは決意と。

　そして自らの読者へと向けられた笑顔。

　それぞれの想いを胸に。

　読者に向けて、作家は筆を振るう。












　それからもサイン会は続いた。

　テンションの上がりきったマキシがライブのＭＣ中に紅葉に絡からもうとしたが、俺を見て自分のステージへ逃げ帰ったり。

　夏野が万年筆を振るう姿がスクリーンに大きく映し出され、執筆の光が放たれる度たびに、会場のそこかしこから歓声が上がったり。

　俺と九郎さんが、姫萩紅葉の著作中のキャラクターと勘違いされて、読者からもみくちゃにされまくったり。

　正直カオスの一言だ。サイン会と言うよりも、トンデモ作家達の世界仰ぎよう天てんパフォーマンスショーと言った方が正しい気がする。

　列に並ぶ読者達は、作家の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見逃さず。秋山忍、秋月マキシ、姫萩紅葉の三人の作家は、目の前に次々と現れる読者に向けて、各々のやり方で応え続ける。

　それぞれが考え抜いた、たった一つの冴さえたやり方で。

　そこに、俺が口を挟む事は出来ない。いや、ツッコミは入れるけどね。良い話風に纏まとめたところで、全員どうかしているのは間違いないから！




『う、うぅ、酷ひどい目に遭あった』

　サイン会開始から時間が経過し、読者の列自体は半数以上が消化されている。しかし、マキシのライブや、作家達のパフォーマンスを見逃すまいとしている読者達が残っているせいで、会場内は未いまだ混雑している。

『まったく、俺はただの犬なのに……』

　姫萩紅葉の著作中に出て来た「神竜」でも「オメガ」でもないっていうのに。何であいつらは、みんなして俺の尻尾しつぽや足を引っ張りたがるんだろうか。

　屈くつ強きような紅葉の読者達の手からかろうじて逃げ出し、夏野の席へと戻る。またマキシに見つかっては面めん倒どうなので、ステージの裏を通ってだ。

「う、ううぅ」

　と、夏野の席まで戻ってきた俺を迎えたのは、すすり泣くような声。見上げれば、鈴菜が泣き出しそうな表情で、サインをし続ける夏野の背中を見つめていた。

『な、何どうしたの!?』

「お、お犬さん!?　戻られていたのですか!?」

『たった今だけど……え？』

　何でそんな泣きそうなの？　まさか、いじめられなくて寂さびしくなったの？

　痛いことや悲しいことがあると、性せい癖へきが発動して笑っているのがこいつなのに。この変態が泣くような状況って何だよ。こいつ、どんな名作感動映画を観ても『天使が来るの、ちょっと早いですよね。ああやって冷たくなってからが本番なのに』とか言い出すほどの感動ブレイカーなんですけど。

「あ、あはは、これはお恥ずかしいところをお見せしてしまいましたねぇ。少し、感かん傷しよう的てきになってしまいました」

『感傷的？』

　鈴菜は涙を拭うと、いつもと変わらない声を上げる。先程までの泣きそうな様子は、もう見られない。

「はい。秋山先生が、実に楽しそうにされているなぁ、と思ったら、ちょっと」

『楽しそうというか、ハイになっているって感じだけど』

　ひっきりなしに訪れる読者の波。夏野は一人ずつ、読者の話を熱心に聞いて。本を開き、サインと、その読者の為だけの掌編小説を書いていく。既にかなりの人数、かなりの数の掌編小説を書いている筈なのに、その速度が全く衰えていないのが恐ろしい。

「こんな、楽しそうな秋山先生を見ることが出来て良かった。それだけでも、このサイン会を開いた甲斐があるというものです」

　鈴菜は、感慨深げに言う。自分の成すべきことを、やり終えたというように、満足そうな表情を浮かべる。その顔は、ここ数日何度も見た、真剣そのものの顔。いつもの軽さなど感じられない。ひょっとしたら、こっちが鈴菜の本当の顔なのだろうか。

『開いた甲斐って、まだ終わってないだろ？』

「……そうですね。でも、こんな風に楽しそうに、読者の話を聞いて、読者に向けて小説を書く秋山忍先生の姿が見られて、良かった。本当に良かったです。ええ、本当に。どうです？　お犬さんも、そう思いませんか？」

　勿もつ体たい付つけるようにして、何度も何度も呟く鈴菜。

　まるで自分に言い聞かせるような、その言葉に、つい、問いかけてしまう。

『なぁ鈴菜、一つだけ聞いて良いか』

「何ですか。改まって」

『お前、なんでこのサイン会を開いたんだ？』

「……ッ!?」

　鈴菜が息を吞のむ。

　しかし、次の瞬間には元の調子のままで。

「今更何を言うんですか、お犬さん。このサイン会は、九郎さんが最後に企画をされていたイベントなんですよ？　元同どう僚りようとして、それを道半ばで終わらせずに最後まで完かん遂すいさせたいと思うのは、当たり前じゃありませんか」

『……そうか』

　ただ前を見ながら、鈴菜は声だけを俺に向けて落としてくる。マキシの歌唱によってかき消されそうな程の囁き声。しかし、ハッキリと俺の耳に届く声を。

『そうか、分かった』

「何ですかぁ。気持ち悪いですねぇ」

　お前にだけは言われたくないけどな。

『じゃあ、お前があんな噓うそをついたのも、それもこのサイン会の為だって言うのか？』


　　　　　　　　



「…………」

　声は発さない。しかし、鈴菜の身体が僅かに強ばるのを感じる。俺の言葉が聞こえていない訳ではない。

「噓……とは？　一体、何の事ですか？」

『とぼけるなよ。お前が語っていた、マキシの策さく略りやく。あれは、全部お前が考えた噓だったんだろ？』

　目の前で、夏野が高速のサインを繰り広げる中。

　俺と鈴菜は、お互いの顔を見ることなく、ただ声だけで語り合う。

「秋月先生の作戦が噓だって、何故そう思うんです？」

『簡単だよ。読者の投票を操作するなんて、マキシがする筈はない。ライブを開いて、夏野や紅葉に対する読者の票を自分に入れさせるだなんて、あいつが、そんな事をする筈がないんだ』

「する筈がない、とは。これまた確信めいたことを言いますねぇ。事実、秋月先生は盛大にライブを開かれていますよ？」

『ああ、確かにライブは大盛り上がりだ。しかも、別の会場とも中継で繫げるだなんて、とんでもないことまでしてる』

　今もマキシは、ステージ上で盛大に歌い踊りながら、読者達に向けてサインを書き続けている。マキシがポージングを決める度、一際大きな歓声が、会場中から、画面の向こう側からも大きく上がる。

『でも、多分あいつはそんな難しいこと、考えていないんじゃないか？』

「物凄く失礼なことを言ってません？」

　まあ、そうだけど。

『このライブは、あいつの作戦なんかじゃない。秋月マキシの素すの行動だ』

「そうでしょうか？　サイン会とライブを同時に行うだなんて、普通はしませんよ。しかも、会場を改造して、数万人の観客を巻き込むなんて、明らかに度どを超えています。全て、今回の勝負用に仕組まれたものだと考えるのが自然なのではないでしょうか。つまり、秋山先生達への票を奪うばう為に、このライブは行われているのだと」

『……まあ、普通はそう考えるよな』

　異常。確かにそうだ。

『きっと、このライブは、最初から計画されていたものだ。でも、それは票を操作する為なんかじゃない。ただ、マキシは自分のサイン会を盛り上げる為に開いたんだ』

「そんな、まさか」

　確かに、サイン会とライブを同時に行うなんて普通じゃない。

　普通の奴はそんなことをしない。

　普通じゃないのなら、その裏には、何か理由があると考えるべき。

　しかし、忘れてはいけない。秋月マキシは、そもそも普通ではない。

　あらゆる普通を吹き飛ばす勢いこそが、マキシの本領なのだ。

『お前が言っていたマキシの作戦。投票までの時間差を利用して、読者の意識を操作するって奴。確かに、ちょっと聞けばあり得そうなもんだよな。俺達はマキシのことを知っている。あいつの実力を知っているし、勝負に対する執しゆう念ねんも知っている』

　だから余計に、マキシなら、そんな事を考えるかもと思ってしまった。いや、思い込まされてしまったんだ。

『まぁ、マキシがそんな事を全く考えていないのかと言われれば、それは正直分からないけど。でも多分、考えてはいないと思うぞ？』

「それは、何故ですか？」

『だって、そんな事で、読者の心が動くことなんてあり得ないことだって、あいつは分かっているんだろうから』

「な!?」

　鈴菜の視線が、初めて俺に向けられる。

『まあ、ついさっき、紅葉の言葉を聞くまで、俺も完全に勘違いさせられていたんだけどな。お前の言っていた作戦。あれは机き上じようの空論だよ。現実にはほぼあり得ない』

　俺としたことが、逆に紅葉に教わるようなことになってしまった。

「……あり得ない、ですか」

『ああ。お前の語っていた作戦は、読者のことを何も知らずに、ただの数字でしか見ていない奴の考える作戦だ。この場所に来て、ここから読者のことを見たことのない奴の考えることだよ』

　ステージ上に立ち、会場内を埋め尽くす読者達を見渡す。

　彼らは皆、自らの大切な本を胸に抱え。

　作家の前に立つ瞬間を、今か今かと待っている。

　自分が愛する作品を生み出した、自らが愛する作家の前に立つ瞬間を。

　その顔は、サンタクロースを待ち望む子供のようで。

　そこには、年齢も、性別も、人種も、国籍すらも関係ない。

　読者が、作家を想う気持ちは何も変わらない。

　その瞳に映る輝きは、何も変わらない。

『ここからの光景を見れば分かるさ。読者がこの場で、心変わりするなんて、あり得ない。周りでどんなパフォーマンスが行われようと、読者の想いは絶対に変わらないんだ』

　たった一度、この光景を見ただけの俺が思うのだ。この光景を幾度となく見続けたマキシが、そんな事を考える筈がない。

『出来る、出来ない、の問題じゃあない。いくら自分の本に自信があろうとも、いくら自分の輝きに自信があろうとも、自分以外へと向けられた輝きをねじ曲げて、無理矢理でも自分の方に向けさせるなんてことをする筈がない。他人の物を横からかっ攫さらうような、そんな輝かないこと、やらないんだよ』

　それが、マキシ自身がライバルだと認めた、秋山忍と姫萩紅葉相手なら尚なお更さらのこと。

　何故なら。

『それが、俺の知っている秋月マキシって奴だからな』

　何度もその輝きを見ている。何度も、その本を読んでいる。常に光り輝き、いつだって真っ向勝負。当たっても砕けろ、でも砕けるのは自分じゃないと、そんな風に根こん拠きよもない自信でいっぱいの、真っ直ぐな精神。

　あいつは、秋月マキシは、そんな奴なのだから。




「……ふう、そうですか」

　鈴菜は、しばらく黙りこんでいたが。ため息を一つ零して語り出す。

「おかしいですねぇ。ヘマをしたつもりはなかったのですが。今回も見抜かれてしまいましたか」

『……やっぱりか』

「それにしても何で分かるんです？　そんなに頭が冴えているなんて、アナタ、ちょっと気持ち悪いですよ？」

『だからお前に言われたくないっての』

　基本、こいつが何かを言ってきたら怪しいと考えるのが吉なのだ。その言動全ぜん般ぱんにおいて、信用が無い人間なので。

『というか早いな、観念するの。てっきり何かグダグダ言い出すのかと思っていたんだけど』

「ええまあ、今回は私、何も悪いことしてないですもん」

『……はぁ？』

「先程、アナタは、何であんな噓をついたのかと聞かれましたね。しかし、それは正確ではありません。私が秋山先生と姫萩先生に伝えたのは、噓ではなく想像です。『このままでは、秋月先生に読者を奪われるかもしれない』というただの戯ざれ言ごとですよ？　騙だましたなんて言われるのは心外ですねぇ」

『何だよ。結局グダグダ言うのか』

「グダグダなんて言っていません。私は、事実を告げているだけです」

『じゃあ詭き弁べんか』

　噓も、想像も、戯言も変わらない。普段の夏野であれば、鈴菜が何を言おうと一笑に付した後にハサミで斬りつけて終わりだっただろう。

　ただ、今回は夏野にとって、秋山忍にとって初めてのサイン会。自分が経験したことのない場所。だからこそ、夏野は鈴菜の言葉を聞いてしまった。




　自分の読者が、他人に奪われるかもしれない。

　そのことを、殊こと更さらに意識してしまった。




　一度意識してしまえば、対策を練ねらなければならない。考えなければならない。

　自らの読者を、他人に奪われない為の方法を。そうして、夏野は考え、実行してみせた。夏野霧姫にしか、秋山忍にしか出来ない偉い業ぎようを。

　いや、ひょっとして、そもそも。

『……そういう、ことか』

「おや、気付かれましたかぁ」

　鈴菜の考えに、辿り着く。

　こいつが、夏野にあんな噓を言った理由に。

『お前、夏野にこんなサイン会をさせる為に、あんな噓をついたんだな』

「ご名答。その通りです」

　窮きゆう地ちに追い込まれた夏野が、ああやって自分にしか出来ないことを見み出いだして、マキシや紅葉に対抗する。そうさせることこそが、鈴菜の目的だったのだ。

『……そういうことかよ、また面倒くさいことを考える奴だな』

「そう言わないで下さいよぉ。これでも、結構考えたんですからぁ」

『何だよ、考えたって』

「どうすれば、お犬さんに文句を言われずに秋山忍先生の為になるか、をですよぉ」

『は？　俺？』

「ほら、お犬さんってば私が秋山先生の為に何かしようとすると、凄い怒るじゃないですかぁ。だから、あの通とおり魔ま事件のことを踏まえて、今回は色々考えて……」

『…………はぁ？　怒るって、何それ？』

「え、ひょっとして覚えていないのですかぁ？」

『覚えてないって、何を？』

「人のことをラスボス呼ばわりしたことについて、ですよぉ」

『……ああ!!』

　忘れてた。すっかり忘れてた。何しろ、出会って以降の鈴菜の言動が、あまりにもおかしいから。ドＭ具合が限界突破した、単なる変態として見ることに慣れてしまっているから。ラスボスと呼べるほどの威い厳げんなんて、全く無かったから。

「人をラスボス呼ばわりしておいて、それはないんじゃないですか!?」

『うるさいな、お前が悪いんだろ!?』

「私のせいにするんですか!?　いえ別に責められることは嫌いではないですが!!」

『そういう所が駄目だって言ってんだ!!』

　死ぬ気で反省して下さい。

「ま、まあいいです」

　コホン、と咳払い一つ。

「聞いて頂きましょうか。私が、何故そんな事をしたのか。ラスボスの言を!!」

『いや、根に持っているのかよ』

　鈴菜は顔を上げ、視線を夏野の前、並んだ読者達に向けて語り始める。

　既に列は短くなっており、サイン会の終わりは近い。

「最初に『何でサイン会を開くのか』と聞かれましたね？　それは勿論、九郎さんに対する弔とむらいの意味が一番です。一応誤解の無いように言っておきますが、生前の九郎さんは本当に素晴らしい方だったんですよ？　まだ、編集者として右も左も分からない私に色々なことを教えて下さいましたし。業界内の人望も厚い方です」

『ちなみに今の九郎さんは？』

「ノーコメントで」

　賢けん明めいな判断だった。一応、真ま面じ目めな流れっぽいし、このくらいにしておこう。真面目な姫萩九郎なんて、既に絶ぜつ滅めつした動物みたいな扱いですよね、きっと。

「ただ私個人としては、本当はどうでも良かったのです。いえ、決して九郎さんのことがどうでも良いというつもりはありませんが、それ以上に重要なことが、このサイン会にはあった」

『……それは』

「ただ、サイン会というものを、純粋に秋山先生に見て欲しかった。知って欲しかった。体験して欲しかったんですよ。知識としてではなく、実感として。そして自分が書いた本の先にあるもの、読者がいるということを、知って欲しかったのです。勿論、私や、アナタのような読者がすぐ近くにいるのはいいことです。しかし、それではまだ熱が足りない。読者の熱を十分に感じることは出来ません」

『……熱？』

「熱とは、そのまんま、読者の持つ熱のことですよ。私も、そしてアナタも持っているもの。姫萩先生の中にも、秋月先生の中にも、そして秋山先生の中にもあるものです」

　鈴菜は、自らに言い聞かせるかのように続ける。

「作家というものは、摩ま耗もうします。経験を得て、作品を重ねて行くことは、作家としての力量を高めて行くでしょうが、しかしそれと同時に失なくしてしまうものがある。作家であることに、慣れてしまう。目の前の原稿に向かい続けているうちに、自分の胸に秘めていた熱を、失ってしまう」

　しかし。

「私の敬愛する秋山先生には、そんな風になって欲しくなかった。そんな中ちゆう途と半はん端ぱで終わって欲しくなかった。作家としてより高い位置に登り詰める為に、読者に真っ向からぶつかり、読者の生の声を聞くことで、読者の熱を感じることで、自分が作家であることを再確認して欲しかったんです。最高の本を書いて貰う為に。秋山忍という、最高の作家であり続ける為に」

　鈴菜は、夏野の背中を、真っ直ぐに見つめている。

　不純物の入り込む余地のない、期待に満ちた瞳で。

「……以上が私の考えたことです。編集者・柊鈴菜が、作家・秋山忍の為に考えたことですよ。何か、質問はありますか？」

　解決編終了。鈴菜は、心底楽しいという感情を隠すことなく告げている。その声は俺にしか届いていない筈だ。しかし、その声はこの会場どころか、世界全体に響き渡っているようで。心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにされているような感覚を覚える。

　恐らく、それが鈴菜の本心で。偽いつわらざる真剣な想いで。

　だから、俺も応えなければならない。俺も、本心をもって返答をしなければ。

『俺は──』

　息を吸いこみ、言葉にしようとして。

　しかし、鈴菜が手を伸ばして制止する。

「あ、続きは後にしましょう。見て下さい。いよいよ最後の一人です!!」

『え？』

「ついに、初めてのサイン会が終わるんですねぇ……感慨深いです」

『……あ、ああ』

　作家達の前に並ぶ、読者の姿を見る。

　姫萩紅葉。秋月マキシ。秋山忍。三人の前には一人ずつ読者が残されているのみ。

　まだ会場内には沢山の人が残っているが、最後の一人のサインが終われば、残っている読者にも退場と投票が促され、サイン会は終了。後は、開票を待つのみとなる。

「投票結果はどうなるんでしょうね。秋山先生が勝っているといいですねぇ」

『何だよお前、肩入れしないんじゃなかったのか』

「肩入れ？　何のことですかぁ」

『何のことって、思いっきり肩入れしているじゃないか。中立の立場を貫つらぬくんじゃなかったのかよ』

「何を仰おつしやっているんですか、お犬さん。私が秋山先生を応おう援えんするのは、当たり前じゃないですかぁ」

　振り返り、微笑んで。

「だって私は、秋山忍先生の担当編集者なんですから」

　そう、本当に嬉しそうに、呟いた。




　語られた柊鈴菜の想い。

　それに応える想いを、今は伝えられなかったけれど。

　しかしいつか必ず、鈴菜に伝えなければならない時がくる。

　俺が一匹の読者として、夏野霧姫の側に居続けるように。

　鈴菜は、一人の編集者として秋山忍の側に居続けた。

　ただ立場が違うだけ。

　お互いが一番だと思うものに寄より添そい続けるだけ。

　反対側の存在であっても、その意思は、何も変わらない。


　　　　　　　　



「ありがとう！　マッキー、次も絶対に来るから！　絶対ね！」

「うんありがとう！　最後になっちゃってゴメンね。でも、その分思いっきり輝いてるサイン書いたからね！　また来てね！」




「ありがとうございます！　こ、この小説。い、一生の宝物にします！」

「大おお袈げ裟さね。でも、大切にして貰えると嬉しいわ。これからもよろしくね」




「姫萩先生、サインありがとうございます！　新刊も楽しみにしています！」

「こちらこそ、ありがとうございました」




　終わりは、ほぼ同時。

　最後の読者が、三人の作家の前を離れる。

　色々とあったけれど。

　こうして波は乱らん含ぶくみのサイン会は、幕を閉じたのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【マキシオブザラウンド】……　ライブビューイングを行っている別会場の観客席の様子を映したモニターを、サイン会会場の壁全面に展開した、まさにマキシによるマキシの為の空間。会場は一体となって、マキシの勝利を願うのである。

【掌編小説】……　秋山忍、渾こん身しんの策。その場で捉とらえた読者の体調顔色態度を踏まえ、また読者との会話で聞き出したエピソードを基もとに、その読者個人の物語を即そつ興きようで紡つむぎ、超高速で書き上げるという荒あら業わざ。

【軽い紛争】……　熱狂的モミジスト同士が、なまじ高い社会的地位を持っていた為に起きた悲劇。幸さいわいにも死傷者は出なかったが、事態を重く見た地元の書店が、姫萩紅葉の著作の販売を一時停止するという手段を取った為、紛争の当事者達は土下座して謝あやまったという。

















『な、夏なつ野のさん!?　痛い！　痛いですよ!?　このロープ、いつものと違って内側にトゲトゲが付いているんですけどぉぉぉ!?』

「せ、せんせえぇぇ!?　私、今回のサイン会の責任者ですけどぉ!!　一応、威い厳げんのあるところを見せないといけないんですけどぉぉぉ!?」

　サイン会が開かい催さいされた、カメラのムカデ屋九階催さい事じ場じよう。

　その天てん井じようから吊つるされた犬と、吊るされた変態の叫びが、会場内に響ひびき渡わたる。

「全く、こっちはサイン会が終わって疲れてしょうがないんだから、わざわざこんなことさせないでよ」

『疲れているのならわざわざやらなくても良いよね!?』

　そこまでして俺を辱はずかしめたいの!?

　というか、何でこんな事態になっているの!?

　さっきまでの、ちょっと良い話風の展開はどうしたの!?

「はぁ？　アナタ達が無む駄だ話ばなしばかりしているからいけないんでしょ。ようやく姫ひめ萩はぎ紅葉もみじの所から帰って来たと思ったら、そこの変態と二人でグダグダグダグダと。こっちが真ま面じ目めにサインをしてるっていうのに」

「い、いえ、だって！　読者の方との会話も弾はずんでいるようでしたし。もう絶好調で向かうところ敵なしって感じでしたから、お邪じや魔まする訳にはいかないって思ったんですよぉ。そうしたら、そこのお犬さんが急に来たのでぇ！」

『あ、てめえ、俺を売りやがったな！　やっぱりお前なんかラスボスじゃねえ！　中ボスだ！　この中ボスドＭ！』

「言い訳無用!!　仕事をしないんなら担当編集者を替えて貰もらうわよ!!」

「そ、そんなあああああああああああああ！！！」

　吊るされた変態と犬に対し、ハサミを振りながら叫び続ける夏野。

　そもそも、いつものお仕置きを、こんな大っぴらにやって良いのだろうか。いくらサイン会が終わって、既に参加者達はいなくなっていると言っても、マキシやら黒服やらはまだ会場に残っている訳で。

　周りの奴らが皆ドン引きしているのではないか、と吊るされた状態から会場中を見回して。

『……紅葉？』

　紅葉が、ステージの机に突っ伏しているのに気が付いた。

『おい紅葉！　どうした、何があった!?』

「つ……つ……」

　紅葉は、机に突っ伏したままで、何かを欲するように右手を中空に伸ばしている。この位置からでも聞こえる程の呻うめき声ごえ。普段の抑よく揚ようの無い声とは異なる、明らかに辛つらそうな声。

「お嬢じよう様さま、大丈夫ですか!?」

『も、紅葉、どうしたんだい!?』

　佐さ茅ちと九く郎ろうさんも叫ぶ。普段ならすぐに気が付くのだろうが、佐茅も九郎さんも、サイン会という大イベントが終わったという事で気が抜けてしまっていたのだろう。急いで駆け寄るが。

「お嬢様!!」

『紅葉!!』

　しかし紙一重で間に合わず、紅葉の右手が力なく落ち。

「……疲れました」

　紅葉は、そう一言だけ零こぼした。

「お嬢様!?」

『紅葉!?』

「疲れました。右手が痛いです。指の先から肘ひじにかけて強い痺しびれが……これは、何ですか？」

　そう、痛みを感じるのすら初めてだというように、自らの右手を見つめる紅葉。息も絶え絶えといった様子で声を絞しぼり出だす。伸ばされた右手が微かすかに震ふるえている。

『まあ、無理もないよな』

　考えてみれば、こんな短時間で数百人分ものサインを書いたのだ、疲れて当然である。普通の作家でも中々やらない程の量なのに、まして紅葉はサイン会どころか、サインをすることにすら慣れていないのだから。

「お、お嬢様！　何てことだ、今すぐに私のメイドマッサージで！」

『い、いや！　そんなものよりも、僕のクチバシマッサージで！』

「痛いです」

　紅葉の和服の袖そでをずらし、露あらわになった白い肌に向けて野獣のように襲おそい掛かかろうとする一人と一羽。眼が異常に輝いていて凄すごい怖いんだけど、一体どんなマッサージをするつもりなんだろうか。

「い、痛い！　右腕が痛い！」

『はぁ？』

　紅葉の方を見ていたら、側にいる夏野が急に叫び始めた。

「私も右腕が痛いわ！　サインと小説を書き過ぎてしまったようね。これは、誰かにマッサージをして貰わないと！　後の執しつ筆ぴつに影響を与えてしまう！」

『お前、さっきまで軽快にハサミを振り回していたじゃないか』

　何を急にたわけたことを言い始めてるんですか。確かに、ちょっとお疲れの様子ではあったけど。逃げる俺に対して、追つい尾び型がたの斬ざん撃げきとかを食らわせていた時の元気はどうしたの？

「な、何よ！　わ、私だって頑がん張ばったんだから、マッサージぐらいしてくれても良いじゃない!!」

『マッサージ？』

「そ、そうよ。マッサージよ！」

『いや、別にそれぐらいならいくらでもしてやってもいいけデュエ!?』

　一いつ閃せん。銀色のハサミが振られ、俺を吊るしたロープが斬きられる。

　落下途と中ちゆう、夏野に乱暴にキャッチされる。

「……言ったわね？」

『へ？』

「マッサージをしてくれると、そう言ったわね？」

『あ、ああ。それぐらい、別にいいけど？』

「絶対よ？　約束よ！」

　目の前、鼻先が当たりそうな超至し近きん距きよ離りから告げられる夏野の言葉。赤みがかった大きな瞳ひとみが、爛らん々らんと光っている。え、何でそんな剣けん幕まくなの？

『で、でも、マッサージって言っても俺の力じゃあ、精せい々ぜい軽く押し込んだりするぐらいしか出来ないんじゃないか？』

「大丈夫よ。やり方なら、私が教えてあげるから」

『へ？　……ってぎぇ!?』

　再び落下。今度は、夏野の手からステージの床へと落とされ。次ついで、長い足が頭上から迫って来る。

『何!?　何で踏まれてるの!?』

「いい？　こんな風に、マッサージをするのよ？」

『いやこれ違う！　これはマッサージじゃない！　絶対にマッサージじゃない！』

　俺の知っているマッサージはこんなのじゃない。もっと健全な奴だ。これは、ちょっと公こう衆しゆうの面前でやっちゃあいけない奴じゃないのか。

「ああ！　お犬さん、一人で踏んで貰うなんてズルイですよぉ！　先生！　先生！　私も一緒に是ぜ非ひお願いしまゲチャッ!?」

　鈴すず菜なの方を見ずに振るわれたハサミの一閃。ロープが切られ、吊るされた変態こと、柊ひいらぎ鈴菜も重力の影響を受けて床に落下する。思いっきり顔から落ちていたのだけど、偶然なのか、はたまた故こ意いか。

「こ、この高さはなかなか新しん鮮せんですねぇ。ロープのたるみが、思ったより良い仕事をしていますよぉ」

　故意だったらしい。

「せ、先生ぇ」

「何よ。もう一回吊るされたいの？」

「そ、それはまた今度お願いしたいのですが、それよりも……」

　地面に突っ伏したままで、鈴菜が問う。

「それより、サイン会はいかがでしたかぁ？」

「いかがでしたか、と言われても。疲れたとしか……」

「先生、他に！　他に何かありませんでしたか!?」

　そう、しつこく問いかける鈴菜の目は、妙に真剣で。

　それは、サイン会の最中に俺に語った想おもいの為ためか。秋あき山やま忍しのぶに、サイン会というものを見て、知って欲しかったという、柊鈴菜の、編集者としての願いの為だろうか。

「そうね、手が痛いわ」

「ほ、ほほほ他には!?」

「座りっぱなしで腰も痛いし、肩も痛いし、頭も痛いわね。慣れない笑顔を沢山したから、顔の筋肉も痛い。準備も大変だったし、アイドルはうるさいし、もう本当に疲れた。このまま早めに帰ってベッドに飛び込みたい気分ね」

「せ、先生ぇ……」

　床に這はいつくばったまま泣きそうな顔を見せる鈴菜。夏野は、そんな鈴菜を見下ろしながら、辛かった、もう二度とやりたくない、というように嫌そうに顔を歪ゆがめ。

「……まあ、それでもね」

　しかし、次の瞬間には。

「悪くは、なかったわね」

　そう、晴れやかに笑って見せた。

「せ、先生！」

「確かに、読者との触れ合いは、良い刺し激げきにはなったわ。創作意欲も、私の中で渦うずを巻いている。この想い、燃え尽きないうちに原稿用紙にぶつけなければならないわね。すぐに書くから、沢山書くから。アナタ、ちゃんと読みなさいよ？」

「はい！　はい！　勿もち論ろんですとも！」

　夏野が笑い。

「そうね。だから、たまになら。本当にたまになら、やってもいいかもしれないわね。サイン会」

　鈴菜も笑う。

「そうですね、やりましょう！　日本全国津つ々つ浦うら々うら！　北から南まで！　色んなところでやりましょう。そうだ！　次は姫萩先生のように外国の方向けに、海外でやるというのもありですよぉ！　先生、どこか行きたいところはありませげふぅ!?」

「うるさいわね！　何なのよ、そんなに嬉うれしそうにして。たまに、たまにって言ってるでしょ」

「えへへ、先生。サイン会やりましょうねぇ。一緒に、ルビコン河を越えたり、ローマで休日を過ごしましょうよぉ！」

　再び地面に突っ伏しながら、うわ言のように呟つぶやく鈴菜。やっぱり、俺はこいつをラスボスと認定するのは難しそうだ。どう頑張っても無理。たとえ角つのとか付けられても『ああ、そういうプレイなんだな』ぐらいしか感想を持てそうにない。

　だからまあ、精々読者と編集者という立場で付き合っていくとしようか。たまになら、手伝ってやっても良い。俺に危害が及ばないのであれば。

「何よ駄犬、アナタまでそんな嬉しそうな顔して」

『え、そんな顔してた？　そんなつもりは全くないんだけど』

「わ、分かった！　私にマッサージをするのがそんなに楽しみなのね。い、一体どこをマッサージするつもりなの、この淫犬!!」

『何でそうなるの!?』




「ちょっと、秋山忍！　姫萩紅葉！　あんた達、何をへばっているの!?」

　どこに行っていたのか、大きな声を上げながらサイン会場へと戻って来たマキシ。

「中継していた会場の方の撤てつ収しゆうも、つつがなく終了したわよ!!　ああ、サイン会とライブを同時にやって、しかも両方を盛り上げるあたしって最高に輝いているわね!!　これはもう次期太陽の座を襲しゆう名めいすること間違いないわ!!」

『太陽と来たか』

　さっきまで、ライブであんなに長時間歌ったり踊おどったりしていたというのに、何故こいつはこんなに元気なのだろうか。鍛きたえ方かたが違うのか。まさか機械で出来ているの？

だからピカピカ輝いているの？

　マキシは元気潑はつ剌らつといった態度で、夏野と紅葉を指差す。

「とにかく！　結果が出たわよ！」

「……結果？」

「な、何よそのやる気の無い反応は!?　結果って言ったら、勝負の結果に決まってるでしょ!?」

「ああ、そんな話もあったわね。良いわよ、わざわざ発表しなくても、どうせ私の勝ちに決まってるんだから」

『そんな、ここ数日間の鈴菜の努力を無にするような発言は止やめろよ』

　結構色々大変だったみたいなんだからさ。

「そんな事を言っている場合じゃないわよ！　緊急事態、緊急事態なんだから！　結果発表の為に、投票用紙を集計していたんだけど。緊急事態が発生していたのよ!!」

『緊急事態？』

「っていうか、何で先に結果を見ているのよ。そういうのは、横一列に並んで、目を閉じて待つものじゃないの？　こんな会場設せつ営えいまでしているんだから、どうせ結果発表用のドラムロールぐらい用意しているんでしょ。使わなくて良いの？」

「う、うるさいわね！　先に見てなんかいないわよ。ただ、集計をした大だい門もんが、緊急事態が発生したから皆を集めろって言うんだからしょうがないでしょ！」

　ドラムロールのことは否定しないんだな。

「どうされましたか、何かあったのですか？」

　と、車くるま椅い子すに腰掛けた紅葉も現れる。

　右手は相変わらず利きかないのか、佐茅に押されている。疲労の為か、その顔色は微かに青ざめているように見える。

　こうして、再び一堂に会した三人の作家達。

　マキシの言う緊急事態とは何なのか。それを聞く前に、会場の入り口から、大門が急いだ様子で走って来る。その手には一枚の紙。

「すまない、遅くなった」

「問題ないわよ！　さあ大門、結果を読み上げなさい!!」

「秋あき月づき先生、もう発表されるのですか？」

「言ってるでしょ、緊急事態だって！」

「緊急事態？　それは、何ですか？　和かず人ひとさんが私のものになるのは決定事項なので、緊急なことは何もないように思うのですが」

「はぁ？　私が負ける訳ないでしょ。アナタの右腕を締め付けるわよ？」

「なんだいハサミ女。お嬢様の右腕こと、この私が相手をするよ！」

『も、紅葉！　だからその犬は要いらないって』

『いいからさっさと発表しろよ！　緊急事態なんだろ！』

「おい、発表していいのか？」

「「「「「『『どうぞ！』』」」」」」

　五人と一匹と一羽から同時に叫ばれ、流石さすがの大門といえども困こん惑わくしたようだが、すぐに気を取り直すと、持っていた紙を開き、読み始める。

「それでは、投票結果を発表する。一人目、姫萩紅葉先生……三三二票」

「そうですか」

　相変わらずの無表情で、答える紅葉。

「二人目、秋月マキシ先生……三三二票だ」

「なっ!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべるマキシ。

　まさかの同数、そうなると。

　皆の視線が、大門に集まる。

「そして最後の三人目、秋山忍先生は………………三三二票だ」




【開票結果】

　　　姫萩紅葉：　三三二票

　　　秋月マキシ：三三二票

　　　秋山忍　：　三三二票




　予想外の事態に、会場内が静まり返る。

　引き分け？

　三人の作家がそれぞれ、偶然にも同数の票を獲かく得とくしたっていうのか。

「ちょっ、ちょっと待ちなさいよ大門！」

　静せい寂じやくを最初に破ったのはマキシ。

「そ、そんなバカなことある訳ないじゃない。今回の票は全部で一〇〇〇票あったんでしょ？　足りないじゃない！　三人とも三三二票じゃあ、全部で九九六票。全然足りてないわよ！　ちゃんと数えたの!?」

　そう、マキシの言う通りだ。そもそも一〇〇〇票という数字は、三人の勝負において、引き分けが発生しないように決められた数字だ。こんな、三人とも同数で並ぶなんてことはあり得ない。

「落ち着けマキシ。だから緊急事態だと言ったんだ」

「はぁ!?」

「これを見ろ」

　大門は、胸ポケットの中から一枚の紙を取り出す。皺しわだらけの、それは投票用紙だ。

「何よあるじゃない！　そこには誰の名前が書いてあるの!?」

「だから落ち着けと言っているだろう。これには、名前は書いていない。無効票だ。くしゃくしゃに丸められて、投票箱の隅すみの方に転がっていた」

「何ですって!?」

　確かに、事前の取り決めでは、姫萩紅葉、秋月マキシ、秋山忍の名前が書かれていない票は、全すべて無効票ということになっている。

「いいか、緊急事態とは、こういうことだ」

　全員に良く見えるように、大門は皺だらけの投票用紙を丁てい寧ねいに広げる。

　そこには、確かに誰の名前も書かれていない。

　書かれていたのは、名前ではなく、短い文章。

　まるで、犯行声明のように。

　こちらを挑ちよう発はつするかのような文章。




　──残りの投票用紙は、このビルの中に隠したから。探してごらん。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【メイドマッサージ】……　メイド基本技能の一つ。ご主人様の疲れをたちどころに取り除く、それはまさに神の指先。疲れなど一瞬で吹き飛び、このマッサージ無しでは生きられなくなる程である。

【クチバシマッサージ】……　単にくちばしでつつくだけ。痛い。






『……まさか』

　俺達の前に現れた、まるで犯行声明のような文章。

　それを見て脳のう裏りをよぎったのは、サイン会開始前に俺の前に現れ、不ふ穏おんな言葉を告げて消えた、謎なぞの人物の存在。あの、金色の瞳をした何者かは、確かに『サイン会、無事に終わると、良いね』と呟いていた。それは、サイン会に対して何か悪意を抱いている者の言葉で。

　だから、この文章も、恐らく。

『やっぱり、あいつが……』

　伝えなければならない。

　あいつの存在を、夏野達に。

『おい夏野』

「へぇ、面おも白しろいじゃない。そうね、このビルの壁かべを全部斬きり崩くずせば、楽に探せるんじゃないかしら？」

『絶対に止めて!?』

　しかし、そんな俺の心配も、夏野の暴力的な思考によって一瞬でかき消される。

「いいわ、誰の仕し業わざだか知らないけど。探してやろうじゃないの。こんな分かりやすく挑発されて、応こたえなかったら作家の名折れよね」

『いやまあ、夏野さんの事ですから、そう言うとは思っていましたけど』

　でも、それって作家のお仕事なのかな？

「あたし達三人の勝負に、水を差すなんて、一体誰の仕業!?　全然輝いてないわよ！　あたし達三人の勝負に！」

　背後では、マキシも。

「そうですね。早く勝負の決着を確認して、帰りましょう。和人さん」

　紅葉もまた、応じるような姿し勢せいを見せる。

　どうやら、誰も『同数で引き分けね』というような少年漫画的友情の芽め生ばえにはならないらしい。まあ、確かにそういうのは似に合あいそうにない人達ですけどね。ちょっと好戦的過ぎやしませんかね。

「良いこと考えたわ。床と天てん井じようも斬り落として全体の見通しを良くすれば、探しやすくなるわよね？」

『だから止めろって言ってるだろ!!』

　どうしてそんな乱暴な方法を思いついて、あまつさえ口に出しちゃうの!?　思いつくまではまだギリギリ許せても、口に出しちゃう時点で、もう精神構造に重大な欠けつ陥かんがあるよね!?




　俺と夏野が言い合っているうちに、マキシ達は既に捜索の準備を終えていた。

「皆、配置に就ついた？　準備は良いわね。よっし、それじゃあ探しまくりなさい!!　ＭＩＳＳＩＯＮ　ＳＴＡＲＴ!!」

「「「ＹＥＳ!!　マキシ様の言う通り!!」」」

「最初に見つけた者には、さっきのライブで撮さつ影えいしたばかりのブロマイドをプレゼントするわよ!!」

「「「ＹＥＳ!!　マキシ様の言う通り!!」」」

　相変わらずテンションＭＡＸ状態のマキシは、会場の中心に机や椅子、通信機器などを運び込ませ、即席の捜そう索さく本部らしきものを作っていた。ご丁寧に『投票用紙紛ふん失しつ事件捜索本部』と書かれた垂れ幕まで作成しているが、いつの間にそんな物を書いていたのか。まさか最初から用意していたって訳じゃないだろうな。

『つーか、マキシ自身は探しに行かないのかよ』

　椅子にゆったりと腰掛けながら、通信機から聞こえてくる黒服達の報告に耳を傾かたむけるマキシ。まあ、確かに自分が探し回るよりも、沢山いる黒服に探させた方が効率的ではあるのだろうけど。それでいいのか？

「どう皆？　何か見つけた物があったら報告しなさい!!」

　そう、まるで司令官のように通信機に向かって語りかけるマキシ。

「マキシ様、投票用紙を見つけたら俺は故郷の恋人とうわぁー！！！」

「え、何!?　どうしたの!?」

　しかし返って来たのはノイズ交じりの、何だか妙な反応で。

「マキシ様！　今動いた白いのは何だ確かめて来ないとうわぁー！！！」

「マキシ様！　ちょっと気になるから外の様子を見てくうわぁー！！！」

「マキシ様！　なんだろう、こんな時間に誰か来たようだぅわー！！！」

「ちょっ！　ちょっと皆!?　何があったのよ！　応答しなさい！　もしもーし!!」

　通信機越しに聞こえるのは、何やらただならぬ事態。なんだかツッコミ甲が斐いが大たい層そうありそうな通信内容だった気もするけど、黒服達に何があったというのか。




　一方、紅葉はと言えば。

「天あめの鳥とり船ふね。システム『天あめの浮うき橋はし』を簡かん易いモードで起動」

　その言葉と同時。いつか見たのと同じく、大きな音と風を巻き上げ、紅葉の車椅子が変形を開始する。

「このビルの通信システムにハッキングを掛けました」

『また、そういうことをする……』

「投票用紙を探す為ですから、多少の犠ぎ牲せいは厭いといません」

『法を犠牲にするのはどうかと思うんですけど』

　しかし俺の言葉など聞こえていないかのように、紅葉は周囲に展開したモニターに視線を向ける。分割された画面に浮かぶのは、カメラのムカデ屋ビル内に設置された、監かん視しカメラからの映像。

　店舗内だけならともかく、従業員用の通路や、明らかに個人のスペースと思おぼしき映像まで網もう羅らされているのはどういうことか。それはもう、完全に非合法じゃないのか。警けい察さつが参上したらＮＧとなる事じ案あんではないのか。

　目の前で、次々と切り替わる画面。紅葉はその全てを見ながら手元のデバイスで操そう作さしようとして。

　突然、その画面が黒く塗ぬりつぶされた。

『なっ!?』

「……？」

　さっきまで各所の映像を映していたモニターが、全て沈黙。目の前にあるのは、ただの黒塗りの画面。紅葉が操作しようとしても、何も反応がない。

「おかしいですね」

『わあ紅葉！　画面が真っ黒だね！　紅葉は黒いのが好きなのかい！　奇き遇ぐうだなぁ。僕も真っ黒だよ！』

『いや、今そういうのはいいから』

　急に出てくるなよ。面めん倒どうくさいからさ。

「これは、何かしらの妨ぼう害がいを受けているようですね」

『はぁ、妨害？』

「ですが問題はありません。先日の遊園地での経験を活いかして、天鳥船には妨害システム破壊機能を組み込み済みです。私の射しや撃げきで、全て撃げき退たいしてみせましょう」

『……また、とんでもないことを経験しちゃったんだなぁ』

　赤鬼も草葉の陰で泣いてるのかもしれない。




「ふん、白いのも、姫萩紅葉もやる気になってるじゃない。私も後おくれを取る訳には行かないわ。やっぱりハサ次郎でビルの根元からまとめて斬り倒して」

『いい加か減げんに止めて頂けますか!?』

　だから何でそんなに暴力的な手段に打って出たがるんだよ。公こう序じよ良りよう俗ぞくカムバック！

「何よ文句ばかり言って。そんなに言うんなら、アナタが探せばいいじゃない。犬なんだから、犬のように匂においを覚えて、犬のように駆けずり回り、犬のように探し回りなさいよ。この駄犬が」

『お、おう』

　まさかそんなに犬を連れん呼こされるとは思わなかった。まあ確かに、最近俺ってばあんまり犬らしい行動をしていなかった。せっかくの機会だし、名めい誉よ挽ばん回かいとばかりに投票用紙を探したいところなんだけど。

『でも、投票用紙の匂いってどんな匂いなんだ？』

「使えない犬ね」

　そうですね。返す言葉もありませんよ。

「しょうがないわね。まあ、このビルの中なら、怪しい場所の見当は付いてるから、そこを探して行きましょうか」

『はぁ？　何で怪しい場所なんて知ってるんだよ』

「あの白いの達と勝負するっていうんだから、いざという時の為に人の目に付きにくいところを調べておくのは当たり前じゃない」

『何の為に？』

「聞きたい？」

『…………聞きたくない』

　聞かない方が良いと、心が警けい鐘しようを鳴らしている。『いざ』って何だ『いざ』って。もう冬のナマズのように大人しくしていてくれよ。

『つーか、そんな怪しいところを知ってるなら、最初からそこを探せよな』

「そうね、ハサ次郎を使うなら最初にドカンとやるよりも、大切なところでシュパッとやる方が格好良いものね」

『そんな理由!?』

　どっちにしろ破壊は行われるのかよ。

「いいから、さっさと私達も探すわよ!!」

『はいはい』




　かくして。

　マキシは、周囲の人員を投入しての人海戦術での捜索を実行し。

　紅葉は、自身の車椅子に仕込まれた機構を十全に活用して捜索を実行し。

　夏野は、自らの持つハサミによる破壊的な手段を念頭に置いた捜索を実行する。

　まだ、サイン会の熱気も冷めやらぬうちに。

　三人の作家による、捜索が開始されたのだった。


　　　　　　　　



　数分後。

「あったわね」

「あったわ！」

「ありました」

「あったね」

『ありましたね』

『あっちゃったの!?』

　カメラのムカデ屋ビル、地下三階に存在する倉庫の中。

　俺達は、投票用紙を発見していた。

　秋山忍、秋月マキシ、姫萩紅葉、そしてメイドの森もり部べ佐茅、カラスの姫萩九郎、犬の俺。サイン会の会場の撤収を行っている大門と鈴菜以外の、投票用紙捜索チーム一行が、倉庫の壁に貼はり付つけられた投票用紙と向かい合う。

『い、いやいやいや、何を見つけちゃってるんだよ!!　いやもう本当にさ!!　台無しじゃねえか!!』

「何よ、うるさいわね。斬られたいの？」

『ストレートに脅おどされた!?　だってどう考えてもおかしいだろ!!　何でこんな簡単に見つけちゃってるの!?　ここはもうちょっと粘ねばったり悩んだりするところじゃないんですか!?』

　あんなあからさまに怪しい犯行声明文みたいのが出て来て、色々と緊きん張ちようが高まるところじゃないの!?　『一人一人の捜索では無理だったけど、三人力を合わせれば必ず見つけることが出来る！』みたいな感じで友情、努力、勝利なシーンじゃないの!?　そういうのはもう流は行やらないの!?

「何言ってるのよ、全然あっさりじゃなかったわよ」

『超あっさりだったじゃないかよ!!』

　びっくりするぐらい順調にここまで来たじゃないか。エレベーターでほぼ直通だったよね!?

「呆あきれた。気が付いてなかったの？」

『何が？』

「いい？　この倉庫の入り口の扉は厳げん重じゆうに閉じられていた。扉の硬度も、とんでもない代しろ物ものだった。そうね、煉れん獄ごく館かんにあった『どんなドリルでも貫つらぬけない扉』に勝るとも劣おとらない硬度だったわね。まあ、私とハサ次郎に斬れないものなんてないんだけど」

『……はぁ？』

　急に何を言い出すんだこのシザーウーマンは。

「分からないの？　煉獄館のあの扉は、相当に高度な技術と、高価な素材で作られた、特注の代物だったのよ。そんな物が、こんなただのビルの倉庫に使用されているなんておかしいじゃない。しかも、どれだけ大切な物が隠されているのかと思ったら。この中でめぼしい物と言えば、あの投票用紙だけ」

『へ？』

　ふざけたように言う夏野だが、しかしその顔は確かに真剣で。

「それに、あの白いののところの黒服達は、皆何者かによって捜索を妨害されたみたいだし。姫萩紅葉だって、そうだったんでしょ？」

『あ、ああ、確かに』

　紅葉の車椅子『天鳥船』を使用したサイバー捜索、それも何者かの妨害を受けていると言っていた。でも、その妨害を乗り越えて更なる捜索を行う、と。

「ええ、おかげでここにあることも結構早く分かったわ」

『そう、だったのか』

　ってことは、あっさりと投票用紙を見つけているように見えたけど。三人の作家それぞれに対しての捜索の妨害がなされ、それでも夏野達は皆、その妨害をあっさりと乗り越えてこの場にいるってことなのか。

「まあ、結局のところ、何が出てこようと、どんな妨害があろうと、私達の敵じゃあなかったという事ね」

　俺の背にそっと手をやると、夏野は投票用紙に向けて一歩を踏み出す。

「とにかく、投票用紙は見つかったんだから。まずは、それを確認しましょう。話は、それからよ」

「そうね！　結果よ！　結果をすぐに確かめないと!!」

「そうですね。確かめましょう」

　マキシと紅葉。二人の作家も、夏野に続いて、前へ踏み出す。

　そうだ。何がどうあれ、投票用紙に書かれた名前を確かめれば、この勝負は終わるのだ。

　不ふ可か解かいなことはある。誰がこんなことを仕掛けたのか。何故こんな妨害がされていたのか。ただ、それはこの勝負の決着の後で考えればいい。

　三人とも、倉庫の壁に貼り付けられた最後の投票用紙に向けて、手を伸ばし。

　しかし、それぞれの手が投票用紙に触れようとした瞬間。

　パチンと。

　指を鳴らす音が倉庫に響き。

　壁に貼り付けられた投票用紙が、三枚まとめて燃え落ちた。




「なっ!?」

「えっ!?」

「……？」

　次いで、乾いた拍はく手しゆの音が、倉庫に響く。

　パチパチパチと。

　まるで感動を思わせない、無機質な音。

『──ッ!?』

　俺は。そして夏野も。マキシも、紅葉も、九郎さんも、佐茅も。

　全員が、弾はじかれるようにして、振り返る。

　たった今、目の前で起こった投票用紙の消失よりも。いきなり紙が燃えるという、明らかな異常よりも。もっと異常な何かが背後に現れたことに、誰もが気付いていた。

「やー、参りましたねー」

　そいつは、自らに集まった、決して友好的とは呼べない視線を受けても、まるで怯ひるむことなく。堂々と、倉庫の入り口に立っている。

「そこそこ真剣に妨害したつもりだったんですけどー、もうちょっと迷ったり惑まどったり彷徨さまよったりしても良かったんですよ？　せっかちですねー先生方ったら」

　軽快な口調で。

　笑みを浮かべて。

　しかしその和なごやかな態度を裏うら切ぎっている、空気。

　三日月に歪ゆがめられた、口の端はし。

　金色の、こちらを見定めるような、粘りを持った視線。

　奥底に渦巻く何かを隠しているような、底抜けに明るい声。

　あれは確か、サイン会の前に。




　──サイン会、無事に終わると、良いね。




　そう、あの時に。

　俺が見た、視線と。

　俺が聞いた、声だ。

『や、やっぱりあいつが……』

『え、春はる海み君？』

　俺の反応に、九郎さんもまた驚きを見せる。

『春海君、何故君があの人のことを知っているんですか』

『え、まさか、あいつと知り合いなのか？』

『い、いえ、知り合いも何も、あの人は……』

　得え体たいの知れない何者かが、深々と頭を下げる。

「どうも、お初にお目に掛かります先生方、そしてこれからお見知り置きを。書しよ林りん社しや第二文芸部副編集長のナズナです。お気軽に、ナズナさんって呼んでくださいね！」

『なっ!?』

　どうぞよろしく、と恭うやうやしく頭を下げても。

　そこから睨ねめ上あげる視線は、粘り付くように鋭い。

『副編集長!?　じゃあ、こいつが？』

『はい、紅葉の新しい担当編集者です』

　柔らかに見える態度。穏やかに見える物腰。緩ゆるやかに思える立ち振る舞い。全てまとめて、普通の、友好的な相手にしか見えないが。何かがずれている。闇やみを覗のぞいているような、闇に覗かれているような、不快な感覚。気を抜けば、後ろから刺されそうな、そんな得体の知れなさが。朗ほがらかな態度をそのままに受け取ることを、拒絶しているような。

「そう、アナタが噂うわさの副編集長なのね」

「はい秋山先生、鈴菜がお世話になっているみたいで」

　笑顔のままで頭を下げるナズナ。対する夏野の顔は鋭く、熱気を帯びている。むしろ怒りにも近い、その表情。薄暗い倉庫の中、燃えるような視線が、ナズナへと向けられる。はっきりと分かるような不ふ機き嫌げんな声こえ。

「あの投票用紙に、妙なメッセージを残したのはアナタなのかしら？」

「はい、そうですとも」

「ここに、三枚の投票用紙を貼ったのも、アナタ？」

「ええ、まさにその通り。指を鳴らしたタイミングで燃えるようにしたナズナさん会かい心しんの仕掛けです。なかなか凝こった演出だったでしょう？」

「そう。それじゃあ、こんなことをした、その目的を、聞かせてくれる？」

「あー、目的ですかー。それは……」

　夏野の問いに、ナズナは更に口の端を三日月に吊り上げる。それは僅わずかに迷うようで、反面、心底から楽しそうだと言うように。

「ちょっと！　まさかここまで来て、理由も何もなかった、なんて言うつもりじゃないでしょうね！　あたし達の勝負の邪魔をしておいて！」

　そこに嚙かみ付つくのは、マキシ。

　自分が蚊か帳やの外っぽい雰ふん囲い気きを察して、無理矢理にねじ込んで来たのか。いつもはウザいことこの上ないが、今はその高いテンションが救いとなる。

　しかし、そんな、ほんのりずれたマキシの怒りを前にしても、ナズナの態度は変わらない。

「いえいえ、邪魔なんてそんな事はしてませんよ、秋月先生」

「してるじゃないのよ!!」

「ええ、本当に。邪魔なんて、してませんよー」

「せっかく！　せっかくあんなに準備したのに!!」

　話をはぐらかすナズナに対して、いよいよマキシがキレた。乱暴に足音を立てて、ナズナへと近付き、摑つかみかかろうとする。伸ばした手が、ナズナの肩に触れようかという、その瞬間に。

「だってほら。邪魔をするっていうのは、こういうことですし」

「なっ!?」

　伸ばされたマキシの手が、いつの間にかナズナの背後に現れていた人物の手によって摑まれた。

「ナイスタイミングですよ。ナズナさん何だかピンチでしたからねー」

「……別に、テメエのピンチはどうでも良いんだが」

　そう言って、ナズナの背後から現れたのは、学ランを着た人物。

　学ランといういかにも男らしい服装をしているものの、しかしその整った顔立ちは、とても女性らしいもの。その袖から覗く細い腕も、白くしなやかで。

「なっ、何!?　放しなさいよ!!」

「おっと、あんまり暴れるなよ。まあ何だ。こいつを守る義理はねぇが、秋月マキシ、お前に挑いどむ意味はあるんでな。逆さか恨うらみで悪いが、ちょっと邪魔させてもらうぜ」

「はぁ!?　何よそれ!!」

　学ランを着た謎の人物は、やはり女性のような高い声で乱暴に言葉を吐く。その燃えるような視線を、捕まえたままのマキシへと向けている。

「ちょっとステラさん。一人で先走るなんて、お行ぎよう儀ぎが悪過ぎますわよ」

　倉庫の中に、新たな声が響き。

　ナズナの横から、更に二人の人物が現れる。

　一人は、流れるようなワンピースを着た、いかにも上流階級と言わんばかりの、瀟しよう洒しやな女性。ボリュームのある髪かみの毛けを搔かき上あげながら。自信満々というような視線で辺りを見回し、マキシの腕を摑んだ学ランをたしなめている。

　そしてもう一人。

「…………」

　黒いシャツの上から、黒いカーディガンを着込み、更には黒いハーフパンツという、黒一色の衣い装しよう。長めの黒髪の上には黒い帽子。唯一、口元までを覆おおうマフラーだけが真っ赤という、小柄な女性。

「ああ、悪かった。でも仕方ねぇよな、こいつの指示なんだから。それに、いざ秋月マキシを目の前にしたら、我が慢まんなんか出来ねぇよ」

「全く、我慢しているのは、アナタだけではないんですのよ？　わたくし達だって、こうしてようやくお目当ての相手に会えたんですから。姫萩紅葉に会えた折せつ角かくの舞ぶ台たい、もう少し抑えて下さいまし」

「…………こいつが、秋山忍」

　ナズナの出現に困惑しているうちに、更に現れた三人。

　一人は、男らしく女らしい、学ラン姿。

　一人は、優雅な雰囲気を持つお嬢様。

　一人は、マフラーで口元を隠した小柄な女性。

　彼女達は、それぞれ秋月マキシ、姫萩紅葉、秋山忍の名前を、まるで何かの因いん縁ねんがあるかのように口にして。今、それぞれ自分の相手を見定めるかのように視線を向けている。

　何者なのかは分からない。ただ、夏野達に対して、何かしらの思いを抱いていることだけは分かる。サイン会の裏で行われた、三人の作家の勝負。その決着を、横から殴なぐりつけるようなタイミングで、まるで三人が揃そろうこの機会を狙ねらっていたように現れた乱入者達。そこには、何かしらの意思がある。

　そして、この三人の乱入者を招いた人物。

　三人の乱入者よりもなお、不可解な人物。

『……ナズナ』

　表層だけはフレンドリーでありながら、心の奥底に何を隠しているか分からない。

　顔は笑っている、所作も友好的で、しかし次の瞬間には悪魔へと変わっているかのような、決して目を逸そらせない危うさを持っている。

　しかし、ナズナは、照れたように微笑ほほえんで。

「いやいや、どうしたんですかー。皆そんな怖い顔しないでくださいよー。ほら、ステラちゃんも、真ま秀ほさんも、雷らい火かちゃんも、秋月先生も、姫萩先生も、秋山先生も、みんなみんな仲間なんですから、もっと仲良くしないと。ナズナさんとの約束ですよっ！　ほらもう、明るく行きましょ！　ステラちゃんも、乱暴しないで秋月先生を放してあげて、ね？」

「へいへい。つーか、ちゃん付けで呼ぶなって言ってんだろ」

　学ランの手からマキシが解放される。

「ちょっと！　いい加減にしなさいよ。あんた達、一体何者なの!?　そこまでしてあたし達の勝負の邪魔をしたいって言うの!?」

　即座にこちら側へと走って戻ってくると、全身を震わせながら叫ぶマキシ。その顔に浮かぶのは怒り、そして混乱。

「あっはっは、ですから秋月先生、先程も申し上げましたとおり、勝負の邪魔をするとか、そういうつもりは全くありませんよー。だって、そもそも先生方がやっているのは勝負なんかじゃありませんもん。そうですね、先生方がやっているのはただの馴なれ合あい、もしくは茶番です。ほら、勝負ですらないのだから、邪魔のしようがないじゃないですかー」

「なっ!?」

　ナズナの顔に浮かぶのは、やはり感情を見通すことの出来ない、三日月の笑顔で。

　三人の乱入者を両手で大おお仰ぎように示しながら告げる。




「ですから、私は先生方にプレゼントを持って来たんですよ。慣れ合いでも茶番でもなく、もっと激しく燃えるような、命いのち懸がけの勝負を」




「どうですか、秋山先生に秋月先生に姫萩先生」




「ちょっと、この子達と戦って」




「ちょっと、この子達に倒されてみちゃいませんか？」



















「す、すえんせええええええ!!　ストップ！　ストップですよおおおお！！！」

『鈴すず菜な!?』

「も、ももも申し訳ありません!!　お邪じや魔まかとは思ったのですが、会場の撤てつ収しゆう作業は大だい門もんさんに任せて来てしまいました！　何やら外から様子を窺うかがっていたら、秋あき月づき先生の叫び声が聞こえて……。駄だ目めです、そんな実力行使はいけません！　手を怪け我がしたら本が書けなくなってしまうではありませんか！　もし勝負するのなら執筆戦で、どうしても殴なぐりたいと言うのならこの私を！　どうですかぁ先生方!!」

　ナズナと、三人の乱入者の登場によって高まった緊きん張ちよう感かんが、大きな音を立てて開かれた扉と、一人の変態によって破られる。

「……どうですかぁ、じゃないわよ変態」

「あ、秋あき山やま先生！　斬きるなら私めを！」

「そんなことは良いから。あいつらを、何とかしなさいよ」

「へ？　あいつ、ら？」

「やあ、鈴菜」

　倉庫の中に入って来た勢いのまま、俺達とナズナ達の真ん中に立つことになった鈴菜。突とつ如じよ背後から掛けられた声に身体からだを震ふるわせる。

「副編!?」

「いやー悪かったねー、来るのが遅くなっちゃって」

　予想外の人物の存在に、驚きよう愕がくの表情と共に叫ぶ鈴菜。対して、ナズナは実に軽い感じで返事を返す。

「い、いつの間に来ていたのですか!?」

「んー、丁ちよう度どついさっきかな。こっちの準備はほとんど終わったからね、ようやく来ることが出来たよ。何だか、結局全部任せることになっちゃってごめんね」

「い、いえ、それは構わないのですが。でも、サイン会は全すべて終わってしまいましたよ？　後は片付けだけです。それも上で大門さん達がやっていますが……」

「そうだ、大門にもお礼を言わないとだね。サイン会、大成功だったみたいじゃないか。わざわざ海外から来てくれた読者さんもいたとか」

「は、はい、そうなんです！　沢山の方が来て下さって、姫ひめ萩はぎ先生のところには、海外からも沢山……って、そうだ副編、姫萩先生！　姫萩先生ですよ！」

　鈴菜は、急ぎ紅葉もみじの方を振り返り。

「ひ、姫萩先生！　大変遅くなってしまい申し訳ありません！　こちらが、新しく姫萩先生の担当をさせて頂く」

「あぁ、大丈夫だよ、鈴菜」

「はい？」

「もう挨あい拶さつはしちゃったから」

「そ、そうなの、ですか？」

　紅葉とナズナを交互に見回す鈴菜。どうやら、ようやく倉庫内に満たされた妙な雰ふん囲い気きと緊張感に気が付いたようで。頭の上にクエスチョンマークを盛大に浮かべながら、鈴菜は室内の人間を、一人一人見回す。

「あ、あの、いまいちというか、全く状況が飲み込めないのですが。今どういう状況なのですか？　副編、えっと、そちらの方々は？　秋山先生、結局勝負の行方ゆくえはどうなったのですか？」

「ん、この子達はね。私が新しく担当することになった作家達だよ。言ったじゃん、急に担当作家が増えることになったってさ」

「……へえ、そいつらも作家だったのね」

「当ったり前じゃないですか秋山先生、先生方の対戦相手なんですから、そりゃ作家に決まってますとも！　ナズナさん苦労したけど頑がん張ばって宣せん戦せん布ふ告こくしました。褒ほめてくれても良いんですよ？」

「え、えーと、対戦相手？　宣戦布告？　何の、事ですか？」

　ナズナと夏野の中心に立ち、依い然ぜんとして疑問符を浮かべたままの鈴菜。夏野は、不ふ機き嫌げんさを全く隠さないままで口を開く。

「鈴菜。私達の勝負はまだ付いていないわ」

「で、でも、皆さん揃そろっているということは、投票用紙は見つかったんですよね？」

「ええ、見つかったわ。でもね、燃やされちゃったのよ。三枚ともね」

「も、燃やされた!?」

「ええ、おかげで勝負は有う耶や無む耶やになってしまったわ。しかも、いきなり『ちょっと倒されてみちゃいませんか？』なんて舐なめた事を言いだして。一体何を考えているのかしら、アナタの上司は」

「た、倒されてって、何ですかそれ!?　そ、そんなの聞いていませんよ副編!?」

　視線をナズナに戻し、叫ぶ鈴菜。その顔に浮かぶのは焦あせりと驚愕の表情。

「あれ、鈴菜には言ってなかったっけ？」

「き、聞いていません！　聞いてませんよ！」

「うん、じゃあ、今言ったからセーフってことで！」

「なっ!?」

「まあ言ってなかったのはナズナさん大失敗だけど、でもこれは何度も言っていたよね、まだ準備が出来ていないから行けないって。でも、ようやく準備が出来たんだよ。三人の作家を超える為ための、三人の作家の準備が、ね」

「超える、とはどういうことかしら？」

「文字通りの意味ですよ。この子達こそが、秋山忍しのぶ先生を、秋月マキシ先生を、姫萩紅葉先生を倒し踏み越えて、先生方の時代を終わらせる作家達です。更なる高みへと至り、新たな文ぶん壇だんの担にない手てとなる作家達です」

　ナズナは大おお仰ぎように語りながら、しかしその三日月の笑みは変わらない。その手が指し示すのは、側に控ひかえる三人の作家達。先程倉庫に現れた、ナズナが言うところの対戦相手。

　彼女達が口を開くことはない。こちらに立つ秋山忍、秋月マキシ、姫萩紅葉に、焼き付くような熱い視線を向けて来る。憎むべき相手に向けるような視線を。

「そう、分かったわ」

「秋山先生？」

「倒すだの、終わらせるだの、訳が分からないけど。でも、とことん舐められた上で喧けん嘩かを売られていることは分かった。いいわ、そこまで言うのなら、やりましょうか」

　夏野が動く。その右手には既に銀色のハサミが握られていて、今にも斬りかかりそうな臨りん戦せん態たい勢せい。

「…………」

　夏野の動きに応じるように、ナズナの側に立つマフラーの女性が一歩前に出る。秋山忍は自分の獲え物ものだというように、敵意と、はっきり分かる視線が発せられ。

「いやちょっと雷らい火かちゃん!?　待って、出番はまだだよ!?」

　しかし、ナズナの手が、二人の相対を阻そ害がいする。夏野と、雷火と呼ばれたマフラーの女性の間に割り込んだナズナは、変わらぬ笑顔のままで両者を見回す。

「全くもう、何だって皆こんなに好戦的なんですかねー。まあ、ナズナさんとしては好こう都つ合ごうなんですが。まだ話は終わってないんですから、もうちょっと待って下さいよ」

「あら、まだ何か言いたいことがあるって言うの。私達三人を倒すんじゃなかったのかしら？」

「ああはい。そうですそうです。確かに先生方三人を倒すつもりだったのですが。少し、計算違いがあったというかですねー」

　ナズナの三日月の笑みが、一際圧力を増す。

「どうやら、一人はもう、わざわざ倒すまでもないって感じが、するんですよね」




『……倒すまでもない？』

　その言葉の意味を問う間もなく、ナズナの視線が動く。

　金色の瞳ひとみが捉とらえたのは、夏野のすぐ隣となりにいる紅葉。

「こんにちは、姫萩先生」

「こんにちは、ナズナさん」

　紅葉もまた、変わらぬ無表情と、抑よく揚ようの無い声でナズナに応こたえる。

「先日頂いた原稿、拝はい見けん致しましたよ。直接はお会い出来ませんでしたが、鈴菜から原稿は受け取っていたのです。はい、とても楽しく拝見させて頂きました」

　両腕を大きく広げ、大仰な様子で紅葉に向けて語り。

「しかし、あれは駄目ですね」

　そのまま、唐とう突とつに斬って捨てた。

　駄目だと、そう断定した。

「違うんですよ。駄目です、全然駄目ですよ。私の思っていた姫萩紅葉は、もっとこう、ビビッドでクリティカルでアバンギャルドな、そんな作家ですよ？　うわぁこれ意味分かんねー、でも姫萩紅葉だって分かるー、ってな感じの、そんなものですよ？　なのに、頂いたのは、それこそ、誰でも書ける。姫萩紅葉じゃなくても書ける、そんなものでしたよ？　普通です。平凡です。スペシャルじゃない、オンリーワンではない。実にノーマルで、凡ぼん庸ようで、無ぶ難なんで、月並みで、ありふれていた。一言で言えば、超普通でした！　びっくりするほど普通でしたね！」

「ふふふふふ副編!?　い、一体何を言い出すのですか!?」

　突如告げられた言葉に、鈴菜は慌あわてたように身を乗り出す。

「ん、どうしたんだい。何か文句でもあるのかな？　姫萩先生の担当編集者は私なんだから、口出しして欲しくないなー。それとも、他の編集者のやり方に口を出せなんて、鈴菜に教えたっけ？」

「い、いえ、そんなことは……ありませんが」

　鈴菜の反論もまた斬って捨てられる。

「うん、良い子だ。ちゃんとナズナさんの言うことは聞かないとねー」

　そうしてまた、紅葉に三日月の笑みが向けられる。優しげでありながら、しかしそこにはどんな感情も含まれていないような笑みが。

「姫萩先生の作品には、期待していたんですけどね、ええ。難なん解かいで芸術的な姫萩紅葉の世界。編集者冥みよう利りに尽きるってなもんですし！　でもまあ、こうしてただ普通のものを、毒にも薬にもならないものを出されると、こっちとしても対応に困るっていうか。正直、対戦相手を用意して、倒すまでもないというか」

　ナズナは、笑みを浮かべながら紅葉を見つめている。それだけのことなのに、まるで怪物に睨にらみつけられているかのような、威圧感。紅葉が獲とって食われるのではないかという、その雰囲気。紅葉の無表情とも違う。まるで『豊かな表情』の仮面を付けているような、その奥にある意思がまるで読み取れない表情。その不安定さが、俺達の不快感を煽あおり。そして、この場を覆おおい尽つくしている。

「ねえ姫萩先生。どうして、いつものような小説を書かないんですか？」

　続けて告げられる、言葉。

「それとも、書けないんですか？」

『なっ!?』

　九郎さんの身体が揺れる。しかし、当の紅葉はといえば『何を言われているのか分からない』という風に、いつもと変わらぬ無表情のままでナズナの言葉を聞いている。

「何故、書けなくなってしまったんでしょう。九郎がいなくなったからですか？　引っ越して環境が変わったからですか？　それとも、誰かから妙なちょっかいでも掛けられたんですか？」

「ちょっかい。それは、何ですか？」

　抑揚の無い言葉で、紅葉は応える。

「あら、分かりませんか。だったら、まあ、それでも良いんですけど……本当に、分からないんですか？」

「分かりません。それは、何ですか？」




「姫萩先生に、余計なことを教えた奴がいなかったか、ってことですよ」




　語るナズナの笑顔は変わらず。

　聞く紅葉の無表情も変わらない。




「その余計なこと、余計な誰かのせいで、姫萩紅葉の世界が喪うしなわれてしまったのではないか。あの孤高で芳ほう醇じゆんで、幻想的で退たい廃はい的てきな、あの世界が壊こわされることになったんじゃないかって、そんな気がするんですけど、本当に、本当に、分からないんですか？」




　告げられたナズナの言葉。

　余計なことを教えた？

　姫萩紅葉の世界が喪われる？

　何を言っているのかは分からない。

　しかし、心の奥の、何かが締め付けられる。




　──春はる海み和かず人ひとさん、これは、何ですか？




　唐突に脳のう裏りをよぎる紅葉の言葉。

　島を出て、こちらへと引っ越して来てから、幾いく度どとなく繰くり返かえされた紅葉の問い。

　その度たびに、俺は教え続けた。

　外の世界のことを。紅葉の知らない、世界のことを。

　紅葉に問われるままに、教え続けた。




　だが、その行為は一体何をもたらしたのか。




　バス停も遊園地も知らなかった、世界の姿を知らなかった紅葉は、想像でそれらを描き、結果として本物とは似ても似つかない、幻想的で魅み力りよくに富とんだ、架か空くうの、姫萩紅葉の世界を作り上げていた。

　そうやって、姫萩紅葉の本は書かれてきたのだ。

　しかし、本物を知ってしまったら。想像は、現実に取って代わられてしまう。今までの姫萩紅葉の世界は『間違っていたもの』として、紅葉の中から消えてしまう。

　外の世界を知ることで。

　姫萩紅葉の世界は壊れてしまう。




『そん、な……』

　視界が歪ゆがむ。肉体が震える。

　息が出来ない。止めたくても、思考が止まらない。

　聞かれたから答えたなんて、そんな子供みたいな言い訳が出来る筈はずもない。

　紅葉に、外の世界への興きよう味みを持つようにさせたのは、誰か。

　孤島の洋館にまで乗り込んで、半ば無理矢理に外の世界へと連れ出したのは、誰か。

　姫萩紅葉の世界を壊し。

　姫萩紅葉の世界を喪わせたのは──。




『春海君、それ以上はいけません！』

『──ッ!?』

　掛けられた九郎さんの声に、現実に引き戻される。

『そんな事を考えてはいけません！　君は、何も間違ったことはしていません。何も、気にすることなんてないんです！』

『で、でも、紅葉を外の世界に連れ出したのは……』

　九郎さんの言葉に縋すがろうとして。




「ねえ九郎、どういうことなのかな？」




　その言葉が、それまでと一切口調を変えずに言われたから。

　一瞬、何がおかしいのか、分からなかった。

「どうやら、姫萩先生には自覚がないみたいなんだけど。でも九郎、お前なら分かるだろ？」

　しかし、次ついで告げられた言葉に。予想もしなかった言葉に、目の前が閉ざされる。

「あれ、どうしたのかな九郎。まさか突然口を利きけなくなった訳じゃないよね。だってさっきまでずっと喋しやべっていたもの。それとも、私とは口を利いてくれないの？　ナズナさん、九郎に嫌われちゃったの？」

　ナズナの金色の瞳が、姫萩九郎に向けられる。

「いや無視されると傷つくんだよ。それとも、そんなにナズナさんとは話したくないのかな。まさか、姫萩紅葉の喪そう失しつに、本当に九郎が関かかわっているんじゃないよね？」

　カラスに向けて、真まっ直すぐに告げられる、人の言葉。

　それはまるで、その場に姫萩九郎本人がいることが分かっているかのようで。

　このカラスの中に、姫萩九郎という存在が宿っていることを知っているかのようで。

　そして何より、姫萩九郎の言葉が全て聞こえているかのようで。

『な、何でこいつ九郎さんの事を……しかも会話の内容まで……何で、何だよコレ。一体、どういう……』

　その、瞬間。

　金の瞳がぐるりと動いた。

「そうか、九郎じゃない、だとしたら」

　ナズナの視線が九郎さんから外れ。

　そして新たに、金の瞳が射い貫ぬいた存在。

　それは。




「君かな？　春海和人くん」





つづく










あとがき




　※本書に出てくるミニチュアダックスフンド、カラスはフィクションです。実在のミニチュアダックスフンド、ハシブトガラスとは異なりますので、予あらかじめご了りよう承しようください。




　こんにちは、更さら伊い俊しゆん介すけの『更』です。本書の発売は二〇一三年六月末ということで、いよいよアニメ『犬とハサミは使いよう』が放送開始直前ですね！　僕は、夢の中でハサミの音に悩まされたりしながら放送を楽しみにする日々を送っております。

　アニメの制作には、原作者として諸々の監かん修しゆうをさせて頂いているのですが、何しろアニメスタッフの皆様は本当に『犬ハサ』のことを良く理解されている為ため、僕達に出来ることといったら、打ち合わせに出席して、お菓か子しを食べながら最近見たアニメの話で談笑するぐらいなものです（※個人の感想です。事実とは異なる場合がございます）。いえ、決して遊んでいる訳ではありません。『犬ハサって、作中に本が沢山出て来ますよね。あれって更伊先生達が全部考えられてるんですか？』「はい。出てくる本のタイトルと内容は僕達が考えています」『成なる程ほど。じゃあ、本の中身については更伊先生達に書いていただくとして』「え？」『え？』「え、でも画面に映るのは一瞬だけなんですよね？」『大丈夫です。一時停止して拡大すればちゃんと読めますから！』「お、おう……」と、いうような、かなり真剣な打ち合わせが繰くり広ひろげられたりもします（※個人の感想です。事実とは異なる場合がございます）。ちなみに、アニメ内で春はる海みや夏なつ野の達が読んでいる本の中身、本当に書かせて頂きました。原作では用語集のみの登場だった、あんな本やこんな原稿も、一瞬だけですが登場するみたいですよ。

　そんな頼もしいスタッフの皆様に囲まれて制作中のアニメ『犬とハサミは使いよう』は、二〇一三年七月より各放送局にて放送開始となります。画面内を所ところ狭せましと動き回る春海や夏野達の姿、皆様にも楽しんで頂ければ嬉うれしいです。




　また、本書の発売と同時期に、大おお庭ば下か門もん先生による漫画版『犬ハサ』第二巻も発売となりました。今巻も、巻末には書き下ろしショートストーリー『犬とハサミは使いようＩＦ』が掲けい載さいされていますよ。他にも、ここだけの描き下ろしが沢山！　必見です。




　と、色々書いているうちに謝しや辞じのスペースが無くなってしまいました。あまり時間を空あけずに次巻をお届け出来るかと思いますので、謝辞に関してはそちらにて纏まとめさせて頂きますね。いつも応おう援えんして下さっている皆様、本当にありがとうございます!!

　それでは、全すべての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。








あとがき２




　この度は、拙せつ作さく『犬とハサミは使いよう７』をお読み頂き、ありがとうございます。更伊俊介の片割れこと『伊』です。

　さて、このあとがきが皆様のお目に触れる頃には、『犬ハサ』アニメが始まりそうだったり始まっていたりするのでしょうか。画面を所狭しと駆け回る犬とか、ハサミとか、アフロとかが大暴れしているのでしょうか。まあ、あんまり暴れ回ると色々大変なことになってしまうかもしれないので、程々に大暴れしていることでしょう。

　このあとがきを書いている今も、アニメに関かかわる様々な場面において、原作者として微び力りよくながらお手伝いをさせて頂いております。アニメ『犬ハサ』を盛り上げる為に、沢山の方々が素す晴ばらしいアイディアや可能性を提示して下さり、僕達も良い刺し激げきを受けることばかりです。具体的には『このネタ原作で使わせて頂きたいんですけど構いませんね！』とその場で超土下座してお願いをします。

　二人で書き始めた『犬とハサミは使いよう』という物語ではありますが。

　しかし今では二人だけでなく、とても多くの方々が関わって下さっていることを思うと、非常に感かん慨がい深ぶかく、また感謝の気持ちで一杯です。

　小説以外の媒ばい体たいにおいて、自分達ではない誰かの手によって厚みを増して行くキャラクター達を見ていると、まるで自らの血を分けた子供が巣立っていくのを見守る親のような気持ちになるかと言われたら別にそんなことはないのですが。とんでもないキャラクターを生み出してしまった！　という意味で、どちらかと言えばフランケンシュタイン博士のような気分ですね。夢の中で何度牙を剝むかれたことでしょうか。特に締め切り前に良く襲おそわれるんだ。

　何と言いますか、僕達のポケットにはとても入り切らないような、そんな魅力的なキャラクター達であると、手て前まえ味み噌そながらそう思います。絵と声を与えられた姿を見ていると、本当にそう実感します。犬は可か愛わいいし、ハサミは本気で怖いし、変態はもう本当に凄すごいです。

　そんな感じで、多くの人に支えられている『犬ハサ』の世界はまだまだ続きます。色色な所から得た経験を活いかして、引き続き頑がん張ばって行きたいと思いますので、この先も変わらぬご愛あい顧この程、よろしくお願い致します。




　次巻は『犬とハサミは使いよう　ＤｏｇＥａｒｓ　３』の予定です。今巻でほとんど活かつ躍やくの無かったキャラクター達も暴れ回る短編集第三弾。少しだけお待ち下さいね。


二〇一三年五月某日　更伊俊介
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